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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　……小さな体と、小刻みに震ふるえる肩かた。

　ふわりと後ろへ靡なびく花のようなハニーピンクの髪かみは、彼かの女じよの存在を主張する。水色の瞳ひとみは儚はかなげに揺ゆれて、庇ひ護ご欲よくを搔かき立たてた。

　今日は、王立ラピスラズリ学園の卒業パーティー。

　卒業生を祝福し、幸せな未来を願いながら送り出すこの良き日。しかし、それとは正反対の出来事がアクアスティードの眼がん前ぜんで繰くり広ひろげられようとしていた。




　渦か中ちゆうで追おいつめられている彼かの女じよ本人が、本来の意味を知る催もよおし。

　──悪役令れい嬢じようの、断罪イベント。
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　王立ラピスラズリ学園。

　ここは十二歳さいから十六歳の王族、貴族、魔ま力りよくを持った一部の平民が通う学び場だ。

　暖色の落ち着いた色合いの校舎は、ステンドグラスの窓が大きく正面に設置されている。

　陽の光に反射しながらきらきら輝かがやくその様は、生徒の気持ちを高こう揚ようさせる。

　学業と社交を学び、卒業後は一年間、それぞれが進む道の見習いとなる。騎き士しになる者、侍じ女じよになる者、それぞれが先せん輩ぱいに教えを請こい一人前に成長していく。

　嫁とつぐことが決まっている令嬢は、婚こん家かへ通い花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをする。




　しかし今、その伝統ある学まなび舎やの卒業パーティーは、アクアスティードをひどく不快な気分にさせた。

　この国の第一王子ハルトナイツと、彼かれを慕したっているアカリという生徒が、一人の少女に罰ばつを与あたえようとしているのだ。

　ハニーピンクの可か愛わいらしい花の名前は、ティアラローズ。侯こう爵しやく家けの令嬢であり、罰しようとしているハルトナイツ本人の婚こん約やく者しやでもある。

　彼女は今、ハルトナイツが大切にしている女性をいじめたとして、断罪されようとしているのだ。

　そんなことはありえないと、パーティー会場にいる誰だれもが思ったであろう。しかし、ハルトナイツはこの国の王太子でもある。口を挟はさめる者は、そういない。

　ましてや、この場には国王が来らい賓ひんとして来ているのだ。その判断がないままに、誰も動こうとはしないだろう。

　しかし、その中で唯ゆい一いつ動きを見せたのがアクアスティードだ。




　アクアスティード・マリンフォレスト。

　大国である隣りん国ごくマリンフォレストの王太子であり、国民からの支持も厚い。もちろん数多くの令嬢からも慕われており、こっそりとファンクラブが出来ているほど。

　この学園には一年間の留学として来ているため、本日の主役の一人でもある。




　目の前で繰り広げられているいざこざは正直に不快であるが、アクアスティードにとってはまたとない好機でもあった。どうしようかと思考を巡めぐらせ、すぐに結論付ける。

　静かに移動し、来賓として卒業パーティーに参加している国王の下もとへと足を運ぶ。

　この催しを自分に任せて欲ほしいと、進言するために──。




　会場の一番奥おく、上座に国王は座すわっていた。豪ごう華かな椅い子すには金細工が施ほどこされており、国王の着ている漆しつ黒こくの礼服を際きわ立だたせる。

　まさかこのようなことを、自分の息子むすこがしでかすとは思ってもいなかったのだろう。今にも怒ど鳴なりそうな形相で、ハルトナイツを睨にらんでいる。

　しかし、国王はすぐにアクアスティードの存在に気付く。真っ先に口から出たのは、パーティーに似合わない催しへの謝罪。

「アクアスティード王子か、すまないな。祝いの席だというのに、愚ぐ息そくが迷めい惑わくをかけてしまっているようだ」

「いいえ。むしろ、私にとっては僥ぎよう倖こうです」

「……？」

　にこりと微笑ほほえんで見せたアクアスティードに、国王は訝いぶかしそうな視線を向ける。しかし、アクアスティードはそれを気にかけることもなく続ける。

「ティアラローズ嬢じようへ、この場で求きゆう婚こんすることをお許しいただきたい」

「アクアスティード王子!?　何を言っているか、理解しているのか？」

　あまりにも唐とう突とつな告白に、国王は目を見開いた。他国の王太子であるアクアスティードが、自国の王太子の婚約者に求婚するなど前ぜん代だい未み聞もんだ。

　しかし、自分の息子でもあるハルトナイツが婚約者を断罪しようとしていることも事実である。

　彼女は礼れい儀ぎに厳しく、そして誰にも平等で優やさしい令嬢だ。誰が見ても、非はハルトナイツにあるのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　それを理解しているがために、国王もアクアスティードを強く制止することが出来ない。

　国王が口を噤つぐんでいると、代わりにといわんばかりに横にいた人物から言葉が発せられる。

「私が許可をしよう」

「お前、何を勝手に！」

「何を仰おつしゃいますか、陛へい下か。ティアラは私の娘むすめですから、父親である私が許可を出すのに問題などありません」

　宰さい相しようとして、国王の隣となりにいた男性が口を開く。その言葉通り、彼はクラメンティール侯爵であり、ティアラローズの実父だ。

　主従関係である二人だが、幼い頃ころから行動を共にし、この国を盛り上げてきた立役者である。そのため、自身の意見を述べることに遠えん慮りよというものがない。

　厳しい口調で言うクラメンティール侯爵は、重度の親バカであった。先ほどから繰り広げられている断罪のやりとりを、心の底から怒いかりをもって見ているのだ。

　だからこそ、アクアスティードの求婚をしたいという申し出に対してすぐ許可をした。早くあの場から、断罪されようとしている娘を助けてきてくれと。

「お許しいただき、ありがとうございます。彼女からいい返事をもらえた暁あかつきには、改めてご挨あい拶さつに伺うかがいます」

「マリンフォレストの王太子であるアクアスティード殿でん下かにそう言っていただけるとは、娘もきっと喜ぶでしょう。ただ──私は娘の望まない結けつ婚こんには了りよう承しよう出来かねますが」

「わかりました、覚えておきましょう」

　侯爵はアクアスティードに感謝の言葉を伝えるが、それと同時に嫁とつがせるわけではないと釘くぎをさす。

　しかし、彼にとってはそれだけで十分。彼女を蔑ないがしろにするハルトナイツの下に、これ以上ティアラローズをいさせたくはなかった。

　国王と侯爵に、「では、この場は私が預からせていただきます」と告げて──アクアスティードは会場の中央へと歩みを進めていく。

　思い返すのは、彼と彼女の出会い。
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　しん、と。静かな図書館に、くすりと笑う低い声が響ひびく。

　数多あまたの蔵書を収めるこの場所には、知識を得るために貴族たちが多く通っている。天てん井じようまで届く機能的な本ほん棚だなに、内容ごとに分類された書籍。

　天てん井じようからは珊さん瑚ごを加工したシャンデリアが淡あわく室内を照らし、読書の手助けをする。

「アクアスティード様、また見てるんですか？」

「……ああ。くるくる表情が変わるから、見ていて飽あきない」

　あきれたような声をかけられた男は、マリンフォレストの王太子。

　声をかけた男は、アクアスティードがもっとも信しん頼らいしている側近のエリオット。

　図書館の一番奥の席が、彼らの特等席だ。一年間の留学中という彼は、様々な知識を得るために図書館へと毎日のように通っている。

　しかしいつしか、その目的は本を読むことではなく、図書館の窓からそっと見ることの出来る綺き麗れいな花のためになっていた。

　アクアスティードの視線の先にあるのは、綺麗なハニーピンクの花。

　可愛らしく表情を変えて、それは楽しそうに本を読んでいる。大きな木に背中を預け、紅茶とお菓か子しを楽しみながら読書をする。

　貴族の令嬢であれば、本を借りて自分の屋や敷しきで読むのが通常だろう。けれど彼女はそれをよしとせず、図書館の裏庭でゆっくりと過ごしているのだ。

　まさか隣国の王太子に観察されているとは、露つゆほどにも思っていない。

　アクアスティードが見ているハニーピンクの花は、このラピスラズリ王国の令嬢だ。そして──王太子であるハルトナイツの婚約者でもある。

　叶かなわぬ恋こいだということは、一番にアクアスティードがわかっている。夜会に行けば直接言葉を交かわし、ダンスをすることも出来るだろう。

　しかし、そんなことをしてしまえば離はなしたくなくなってしまう。この腕うでの中に閉とじ込こめてしまえたのならば、どんなにいいか。

　そんな想いを胸に抱かかえながら、今日も楽しそうに本を読む令嬢へと視線を向ける。

　本当は話しかけたい。隣で本を読みたい。一いつ緒しよにお菓子を食べたい。しかし、アクアスティードはどれも実行しようとはしない。




　──淡い初はつ恋こいは叶わぬものだと、昔から決まっている。

　しかしその想いは、打ち破られようと動きだす。
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　しんと、静まり返った会場に、低く甘あまい──アクアスティードの声が響く。

　断罪されようとされている、彼女のために。




「そこまでですよ、ハルトナイツ王子。彼女よりも、貴方あなたの言葉の方がよほど酷ひどいではありませんか。──ねぇ、ティアラローズ嬢？」
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　──現在は午後の授業中ではあったのだが、生徒の一人である少女が音を鳴らして立ち上がった。

　カタンと軽い音がしたのは、上等な細工で作られた椅い子す。柔らかい羽を詰つめられたクッションは、そのはずみで床ゆかへと落下する。

　大きな窓から見える太陽は沈しずみかけ、辺あたりをオレンジ色へと染めていく。広い造りの教室に在ざい籍せきする生徒は、王族と貴族が合わせて三十人。

　突とつ然ぜんの出来事に、授業を受けていた生徒の視線が一いつ斉せいに彼かの女じよへと集まった。




　彼女はティアラローズ・ラピス・クラメンティール。この国の侯こう爵しやく家けの令れい嬢じようであり、王太子の婚こん約やく者しやでもある。




　ティアラローズは無言のまま息を荒あらくし、苦しそうに顔を歪ゆがめた。淑しゆく女じよとしていかなる時も優ゆう雅がであれ、という教えを実行出来ないほどの衝しよう撃げきが、彼女を襲おそっているのだ。

「……うぅっ」

　苦しそうな様子を見て、同じクラスに在籍している婚約者のハルトナイツが戸と惑まどいの声をあげる。しかしそれよりも早く行動に移したのは、教室の奥おくに席を取っていたアクアスティードだった。

　ティアラローズの体が、その場でふらりと揺ゆれる。倒たおれそうなほどの眩暈めまいを必死に抑おさえ、気を強く持たなければと自分に言い聞かせる。

　しかし、彼女のそんな努力を神は嘲笑あざわらう。ハニーピンクのふわりとした髪かみが舞まい、綺き麗れいな瞳ひとみはきつく閉じられてしまった。

　すぐさまあがった悲鳴は、どの令嬢のものだったろうか。

　けれど、ティアラローズの体が床に崩くずれ落ちることはなかった。駆かけつけたアクアスティードによって、抱だきとめられたからだ。

　その大きな手はティアラローズを優やさしく支え、大切な宝石を扱あつかうように、彼女を横抱きにする。

　心配する声に、苦しむ彼女は返事が出来ない。抱きとめられたことも、気付かない。

　それでも、かすかな意識は言葉を紡つむがせる。

「やだ……。わたくし、悪役……っ」

　誰だれにもわからない呟つぶやきを残して、ティアラローズは意識を手放した──……。
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『やった、新しいスチルだ！　これでハルトナイツのルートは完全攻こう略りやく!!』

　うきうきした声で、少女が乙女おとめゲームをしている光景がティアラローズの脳内に浮うかんだ。

　何事かと思ったが、そのゲームの舞ぶ台たいはここ、ラピスラズリ王国だった。

　思わず「え？」と、彼女は声をあげる。しかし、その疑問は一いつ瞬しゆんにして解かれる。なぜなら、ティアラローズの脳内に大量の情報が入ってきたからだ。




　──これは、私の前世の記憶だ。




　人気だった乙女ゲーム、『ラピスラズリの指輪』の世界に転生したということを瞬しゆん時じに理解した。

　ティアラローズという人間は、ゲームのキャラクターなのだ。

　まさかと、この短い間に何度もそう思ったけれど──どう考えてもこの世界はゲーム『ラピスラズリの指輪』だった。

　中世を思わせる、魔ま法ほうありの大人気ファンタジー乙女ゲーム。とても綺麗なイラストが話題になり、発売前から予約が殺さつ到とうしたのだ。

　彼女も、そんなファンの一人。発売日にしっかりと手に入れ、夢中でプレイをした記憶が蘇よみがえった。

　大好きな乙女ゲームのキャラクターになれたのは、正直に言って嬉うれしいとすら思う。どのキャラクターも愛してやまないのだから、お近づきになりたい。

　攻略対象者は、王子、ヒロインの義ぎ弟てい、騎き士し、魔ま術じゆつ師し、学園の治ち癒ゆ師し。

　どのキャラクターも素す敵てきで、学園以外に出かけなければ攻略できないというのもポイントだろう。

　けれど、転生したキャラクターに問題があった。ティアラローズ・ラピス・クラメンティールとは────ヒロインではなく、悪役令嬢なのだ。

　つまり、ティアラローズは誰かと結ばれるというハッピーエンドを迎えることが出来ない。




　──ヒロインだったら幸せだったんだろうけど……。

　悪役令嬢ポジションの自分では、今後の人生が楽しく過ごせるかわからない。

　この乙女ゲームのヒロインは、辺境伯はく爵しやくの養女だ。強力な魔ま力りよくを持っていた彼女は、平民から貴族の養女になり……王都にあるこの学園へ、編入生としてやってくる。

　……というのが、このゲームのストーリーだ。

「まずは、状じよう況きようを確かく認にんしないと……」

　ティアラローズは、現在自分の置かれている状況を整理する。

　記憶を手た繰ぐり寄よせて、今とゲームの時系列を比べてみるのだ。

　そして問題は、ヒロインが本当に存在しているのかという点。ゲームのキャラクターとは違ちがい、ヒロインはプレイヤーになるのだ。

　もしかしたら、存在自体がない、という可能性があった。けれどすぐに、ティアラローズは彼女の存在を思い出した。

　綺麗な黒くろ髪かみに、ゲームの設定と同じ身の上。加えて、ハルトナイツの傍そばにいつもいる。彼女がヒロインであることは、明確だった。

「確か、ヒロインが編入してきたのは二年前だったはず」

　日付を計算して、ゲームのエンディングまでをカウントしていく。そしてすぐに、もう手て遅おくれだということを知る。

　なぜならば、今日はエンディングである卒業パーティーの前日だからだ。

　明日のパーティーで、ティアラローズは婚約者であるハルトナイツに婚約破は棄きを突つきつけられるのだ。




　ハルトナイツ・ラピスラズリ・ラクトムート。

　この乙女ゲームのメイン攻略キャラクターであり、ラピスラズリ王国の第一王子だ。

　ヒロインと結ばれるまでは、悪役令嬢である自分の婚約者でもある。




「…………最悪」




　ゆっくりと目を開き、ぽつりと寂さびしげに呟いたティアラローズの声は──空中に消えるはずだった。

　けれど、その声に返答があった。

「起きたか。……まだ、寝ねていればいい。今、馬車の手配をしているからな」

「え？　……ハルトナイツ様。わたくし、ええと」

　声の主は、ゲームのメイン攻略対象キャラクターであり、ティアラローズの婚約者であるハルトナイツだった。

　さらさらの金きん髪ぱつに、澄すんだ青い瞳。まるで硝子ガラス細工のようなそれは、見つめられただけでため息が漏もれてしまいそうだ。整った顔立ちはハルトナイツの存在感を際立たせ、けれど無む邪じや気きさを残しているためどこか優しい。

　ずっとプレイをしてきたゲームの攻略対象キャラクターが、目の前にいる。それはティアラローズをとても不思議な気分にさせた。

　少しだけ胸がどきどきするのを感じたけれど、それも次の瞬間には儚はかなく砕くだけ散ちってしまう。

　現実では、ゲームのような甘あまい言葉をもらうことは出来ないのだ。

「君が倒れるなんて、初めてだな。……俺おれがアカリにばかり構うから、気でも引こうと思ったのか？」

「…………」

　ハルトナイツの言葉に声をあげそうになるのを、ティアラローズはぐっと飲のみ込こみ耐たえる。酷ひどいことを言われたように思うが、仮にもハルトナイツはこの国の王太子だ。




　──ゲームのハルトナイツと、全然違う。

　なんだか、絶望したような感覚に襲われた。もちろん、プレイをしていた自分はヒロインだったのだから、ハルトナイツがプレイヤーだった自分に優しかったのは当たり前だ。

　それでも、淡あわい期待をしてしまうのが乙女ゲームプレイヤーではないだろうか。

　──婚約者だったはずなのに、一いつ緒しよに出かけたりしたことがなかったなぁ。

　単にハルトナイツがヘタレだったのか、それともティアラローズが嫌きらわれていたのかは定さだかではないけれど。大好きだったゲームだけに、ショックは大きかった。

　しっかりとヒロインに攻略されている彼かれがどういう行動にでるか、ティアラローズには予想不可能だった。何か気に障さわることを言えば、不敬だとでも言われてしまうのではないか。

　目の前にいる彼が、ゲームで優しかったハルトナイツと同じだとは、どうしても思えないのだ。怖こわいとすら、感じてしまうほどに。

「……いいえ。あまり体調がよくないようで、ご迷めい惑わくをおかけいたしました」

「一応、俺はティアラの婚約者だからな」




　──一応。




　その言葉に、ティアラローズは俯うつむく。

　仕方がない。なにせ、今のハルトナイツはヒロインであるアカリに攻略されてしまっているのだから。

　──珍めずらしい名前。まるで、日本人みたい。

『ラピスラズリの指輪』は、プレイヤーが主人公であるヒロインの名前を入力する。そのため、公式設定の名前がない。

　もしかして、ヒロインも自分と同じような存在ではないだろうか。そんな不安がティアラローズの胸をよぎる。

　しかし今、それを考えていても仕方がない。

　乗り切らなければならないのは、悪役令嬢としての課題は、もっと別のところにあるのだから。

　こほん、と。ハルトナイツがわざとらしく咳せきをして、ティアラローズを見た。

「……明日は卒業パーティーだが、少し所用があるんだ。すまないが、入場のエスコートが出来そうにない」

　まったく申し訳なさそうにせず、ハルトナイツがベッドで横になったままのティアラローズへ伝える。

　金髪碧へき眼がんという誰が見ても絶賛するその容姿だが、今はひどく冷たい目を見せていた。

　何の返事もしないティアラローズに、しかしハルトナイツは何も言わない。

「…………承知いたしました。明日は、一人で会場へ向かいます」

　重い沈ちん黙もくの後、口を開いたのはティアラローズだ。

　婚約者にエスコートをされないパーティーは、どれほど屈くつ辱じよく的てきだろうか。

　……けれど、彼女は知っているのだ。一人で入場したパーティー会場に、ハルトナイツとヒロインが待ち構えており、自分の断罪イベントを始めることを。

　ゲームで何度もプレイしたのだ。どのような展開になるかも、もちろんティアラローズは把は握あくしている。

　現在のプレイルートは、ラピスラズリ王国の第一王子である王太子のハルトナイツ。

　一番人気だった彼は、それはもう、ひたすらに……ヒロインを溺でき愛あいする。優しい笑え顔がおで甘い台詞せりふを囁ささやき、エンディングの後は王族のみが使用出来る大聖堂で盛せい大だいな結けつ婚こん式しきを挙あげる。

　元々の婚約者であるティアラローズは、ハルトナイツを奪うばわれないためにきつい言葉をヒロインにぶつける役どころ。

　ストレートに言えば、ヒロインをねちねちいじめる悪役令嬢。

　それを断罪されるのが、明日の卒業パーティー。

　──でも、いったいどう断罪する気なのかしら。

　ティアラローズが転生した魂たましいを持っていたからだろうか。記憶しているゲームほどには、酷いことをしていないように思えるのだ。

　確かに、夜会の時は「婚約者でもない男性と、二回以上ダンスをするものではありません」と注意をした。

　婚約者のいる男性にボディータッチをした際は、「その方には婚約者がいらっしゃいますよ」と伝えた。

　きつい口調になってしまったかもしれないが、それは常識であり、男性の婚約者であった令嬢は不安に瞳を揺らしていたのだ。

　ラピスを賜たまわる侯爵家の令嬢であるティアラローズが、伯爵家の令嬢に注意をすることに、何の問題があるのだろうか。

　もちろん、これが逆の立場であったならば話は別である。

　ラピスの称しよう号ごう。王家のために多大なる功績を残した家は、家名にラピスラズリ王国のラピスを加えるという名めい誉よが許される。

　これは大変に誉ほまれ高いことで、そうそう得られるものではない。そのため、王家の次に権力を持つのがラピスを賜った貴族だ。

　その次に、公こう爵しやく、侯爵、伯爵、子し爵しやく、男だん爵しやくと続く。

　ゆえに、ティアラローズは王族の次に位の高い貴族の令嬢なのだ。

「……随ずい分ぶん、素す直なおに頷うなずくのだな」

　返答を聞き、驚おどろきに目を見開いたハルトナイツの顔が彼女の視界に入る。

　ティアラローズは、今まで婚約者としてしっかりと振ふる舞まってきた。

　きついところがあったことは認めるが、それは、小さな頃ころから王おう妃ひとなるための教育を受けてきたからだ。

　身分の低い者に、軽く見られることはあってはならない。また、王太子であるハルトナイツが軽はずみな行動を取ることもあってはならないのだ。

　宰さい相しようである父に、主人が間ま違ちがった方向に進みそうな場合は必ず正すようにと言われ育ってきた。

　その言葉通り、ティアラローズは完かん璧ぺきに社交をこなし、ハルトナイツの行動をしっかりと見ていた。そうでなければ、ハルトナイツは「社会勉強だ」と、街へお忍しのびで出かけるようなこともしたから。

　ゲーム内では悪役令嬢とされたティアラローズ。しかし、その辛しん辣らつな言葉の中には、王太子であるハルトナイツへの愛情がたくさん籠こめられていたのだ。

　そのことに気付けたのは、日本人だった前世から軽生し、彼かの女じよ自じ身しんがティアラローズとなったからだろう。




　──でも、それはちゃんとハルトナイツ様に伝わっていなかったみたい。




　大好きなキャラクターだったのにな……と、ティアラローズは寂しく微笑ほほえむ。

「ハルトナイツ様に我わが儘ままを言い、困らせるわけにはまいりませんから」

「いつもならば、婚約者を伴ともなわないなど非常識だと。そう、言うであろう？」

「…………」

　──何を、当たり前のことを言っているのだろうか。この王子は。

　それがわかっているのに、それでも一人で入場しろというのか。

　思わず、ハルトナイツに対して悪態をついてしまう。本当にゲームのキャラクターと同一人物なのかと、疑問すら浮かぶほどだ。

　今までであれば、もちろん注意をした。婚約者として、王太子として、決して恥はずかしい行いをしてはいけないと。

　けれど、今は違う。前世の記憶を取とり戻もどしたティアラローズは、すでにあきらめてしまっているのだ。

　明日のエンディングを迎むかえるのは、決定事じ項こう。そして、ハルトナイツの態度を見てもティアラローズを重要視していないことがわかる。

　今、ハルトナイツに彼女の声が届くことはないだろう。

「まぁ、いい。こちらとしても納なつ得とくしてくれた方が助かるからな」

「はい」

「では、俺は戻る。この後、外せない約束があるからな」

「お気き遣づかいいただき、ありがとうございます」

　医務室の扉とびらを、外に控ひかえていた従者が開く。ハルトナイツはそのまま出て行き、室内にはティアラローズ一人が残された。




「……わざわざ、人ひと払ばらいをしていたのね。そうよね、そうでなければ、わたくしに嫌いやみのひとつも言えないものね」

　しんとした室内で、ティアラローズの声はよく響ひびく。ため息をついて、これからどうしようかと頭を悩なやませる。

　いっそ、明日の卒業パーティーを欠席してしまおうか？　そんな考えが脳のう裏りをよぎるが、すぐに打ち消す。

　ラピスを賜る侯爵家の令嬢が出席しないのは、外聞がよろしくない。

　両親に迷めい惑わくをかけるのだけは、嫌なのだ。

　前世の記憶を思い出しはしたが、今の自分のことだってちゃんとわかっている。優しい家族に、心配をさせたくはない。

「断罪された悪役令嬢は、どうなるのだったかしら。……そうだ、確か国外追放だった！」

　ゲーム内では、断罪後のティアラローズに関する詳しよう細さいな記述はない。しかし、エンディングロールで国外追放をされたという一文があったことを思い出す。

　死し刑けいでないのならば、大だい丈じよう夫ぶだろうと安あん堵どする。いっそ開き直って、国外で生活をするのも楽しいかもしれない。

　侯爵令嬢とはいえ、王太子に婚約を破棄されれば……幸せな結けつ婚こんを望むのは厳しい。ラピスの称号や、権力に群がってくる男性はいくらでもいるだろうが、そんなものはお断りだ。

「国外で、恋をして、平民として暮らす……。うん、それも幸せかもしれない」

　ぽつりともらした言葉は、今までハルトナイツと話していた難い口調ではなく、とても柔らかいものだった。

　幸いなことに、ティアラローズの前世は日本人。一いつ般ぱん人じん、つまりは庶しよ民みんだ。生活の豊かさでは日本が上になるけれど、きっと柔じゆう軟なんに対応することが出来るだろう。




　──それに、あんな王子と結婚をしたら……絶対、将来は苦労の連続に違いない。

　もうひとつため息をつく。

　大好きだったゲームのキャラクターであるハルトナイツは、いない。あれは別人なのだと思うことにした。

「明日は、いったいどうなるのか……」

　胸の内に不安はあるが、展開はわかる。

　おとなしく婚約破棄を受け入れて、そっとパーティー会場から退場しよう。そう決意し、ティアラローズは準備された馬車で屋敷へと帰った。
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　時は少しだけ遡さかのぼり、ティアラローズが倒れた教室に戻る。




　アクアスティードは意図せずに、初めて愛いとしい彼女に触ふれた。普ふ段だんから笑顔を絶やさず、健康なティアラローズが倒れるなんて、彼にはとても考えられなかった。

　──いったい、何が起きた？

　彼女を医務室へ運びながら、アクアスティードは思考を巡めぐらせる。

　王太子の婚約者である彼女は、常つね日ひ頃ごろ、周囲からの重圧を受けている。

　それのストレスという可能性も考えられるのだが、気き丈じような彼女のことを考えるとそうではないという結論が出る。

　──ならば、原因はあの女か？

　彼女の婚約者である王太子には、仲睦むつまじい女子生徒が一人いる。

　侯爵令嬢である彼女を捨て、その令嬢を娶めとるのではないかと噂うわさされているほどだ。

　それが本当であれば、アクアスティードは何の遠えん慮りよもせずに彼女へと求きゆう婚こんをしただろう。

　ラピスラズリよりも大国である、マリンフォレストの王太子が望むのだ。彼女の意思を除けば、すぐに用意は整うだろう。

　もちろん、アクアスティードは無理やりことを進めたりするつもりはない。

　彼女をベッドに寝かせて、そっと医務室を後にした。頭を振ふり、この想いを振り払う。




　この学園生活も明日には卒業という日を迎えるのだ。このような浮うわついた気分もすべて収まるのだと、誰もが知っている──……。
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「……はぁ」

　ティアラローズが前世の記憶を取り戻し、一日が経たった。

　今日は、ゲームのエンディングである卒業パーティーの日だ。

　屋敷で支し度たくを済ませ、エスコートのないまま学園へと向かった。

　今は備え付けられているゲストルームで紅茶を飲み、心を落ち着かせている。

　王族をも受け入れるこの学園は、設備がしっかりと整えられている。調度品も部屋ごとに用意され、生徒の好みに合わせることも出来るのだ。

　ティアラローズが現在使っているゲストルームは、セピアを基調とした落ち着いた造りになっている。それに合わせて、職人が木を装そう飾しよくして作った家具。

　どれをとっても素す晴ばらしい出来で、いつまでも見ていたいとすら思う。けれど、出るのはため息ばかり。

「ティアラローズ様。……やはり今からでも旦だん那な様にお伝えして、エスコートして頂いてはいかがですか？」

　柔らかなティアラローズの髪を整えながら、侍じ女じよがゆっくりと口を開く。

　今日のティアラローズは、うすい水色を基調とした、上品なレースを使ったＡラインのドレスだ。背中の腰こし周りには可か愛わいい花と、レースのリボン。バッスルラインのふわりとした布が、彼女の雰ふん囲い気きを引き立てる。

　心配されることを嬉しく思いながらも、左右に首を振る。

「いいのよ、フィリーネ。お父様にはお仕事がおありですから、ご迷惑になってしまうわ」

「ですが……」

　主人想おもいの侍女は、名前をフィリーネ・サンフィストという。ティアラローズの二歳さい年上で、今回彼女が一人で入場することをとても心配しているのだ。

　淡い黄緑色の髪がさらりと揺れて、セピア色の可愛らしい瞳をのぞかせる。

　しかしそれを制止し、「大丈夫よ」とティアラローズは微笑む。




　通常、婚約者などのエスコートをしてくれる相手がいない場合は親族を……というのが一般的だ。今回の卒業パーティーも、相手のいない令嬢は父親や男兄弟にエスコートを依頼する。

　しかし、ティアラローズの父は国の宰相であり、本日の卒業パーティーでも仕事があるのだ。国王陛へい下かが参列されるので、補ほ佐さという大事な役割がある。

　娘むすめを溺愛する父のことだ。国王を放置し、ティアラローズのエスコートをすることは目に見えている。

　そのため、ティアラローズはあえて父親に何も伝えなかった。

「でも……。そうね、確かに、私が一人で入場するのをお父様がごらんになったら……」

「ごらんになったら……？」

「…………怒いかり狂くるうに違いないわね。もしかしてわたくし、判断を間違ってしまったかしら」

　もちろんその通りではあるのだが、ティアラローズは断罪イベントという最重要課題にしか頭が回っていない。

「ティアラローズ様……」

　あきれたフィリーネの声に、しかしと考える。

　結局父親が怒り狂ったところで、悪役令嬢断罪イベントはそのまま開かい催さいされるのだ。

　どちらにしても、父の意識はそちらに向くからエスコートの件はそんな大事にならないだろう。ほかの学生や招待客もしかり。と、心の片かた隅すみでそうなればいいなと思う。

「わたくし、やはりティアラローズ様が心配です。お辛つらいことがあれば、かならずこのフィリーネにお伝えくださいませね？」

「ええ。ありがとう、フィリーネ。貴女あなたが味方でいてくれるだけで、十分よ」

　ティアラローズが小さな頃から、姉し妹まいのように育った二人だ。

　主人であるティアラローズの命令が絶対であったとしても──……何かあった時は、絶対にお助けしようと心に誓ちかっている。

　フィリーネの言葉に、ティアラローズの心は少し落ち着いた。

　一時間もしないうちに、卒業パーティーという名の断罪イベントが始まるのだ。

　今、傍にいてくれているのが気心の知れたフィリーネであって、よかったと思う。そうでなければ、これからの展開を頑がん張ばれないかもしれなかった。

「そうでした。ティアラローズ様、甘いクッキーとケーキを用意していたんです」

「スイーツね！　嬉しい、ありがとうフィリーネ」

「はい。紅茶もお淹いれしますね」

　主人であるティアラローズの気持ちが少しでもほぐれるように、と。フィリーネがお茶とお菓子のセッティングをしていく。

　ティアラローズは、前世からスイーツ──お菓か子しが大好きだ。それは、この世界に転生した時もかわらなかった。

　何か嫌なことがあっても、お菓子を食べて乗り切ってきたのだ。

　厳しい貴族教育を終えられたのも、お菓子があったからこそ。

　そんなティアラローズを知っているからこそ、フィリーネは甘いお菓子を用意した。

　せめて、卒業パーティーへ向かわれるまでは笑顔でいて欲ほしいと思ったのだ。そう思えば思うほど、フィリーネの中でハルトナイツの株が下がっていく。

　なぜ、自分の仕えるティアラローズをエスコートしないのか。よほどの理由があるのだろうが、それでも許せないだろうと笑顔の下で考えていた。

　その時、扉をノックする音が響いた。

「……フィリーネ」

「はい。少々お待ちください」

　卒業パーティーの開催時間がすぐだというのに、いったい誰が訪ねてきたのだろうと二人は顔を見合わせてお互たがいに首をかしげる。

　教師からの伝達事項か何かがあるのかもしれないと、ティアラローズは気にせずに用意された白と黒のアイスボックスクッキーへと手を伸のばした。

　平民ではあまり贅ぜい沢たくをすることが出来ないため、侯爵という身分はこの一点で大いに貢こう献けんしてくれている。

　ぱくりとクッキーを口に入れると、ほっこり幸せな気持ちになる。

「んんっ、美お味いしい……」

　ほぅ……と、お菓子のように甘い笑顔をしながらクッキーを食べる。極ごく上じようの卵に小麦粉。ティアラローズが口にするお菓子はどれも一級品だ。

　にこにこしながらもう一枚のクッキーに手を伸ばそうとしたところで、呼ばれた声にその手が止まった。

「ティアラ様、お体は大丈夫ですかっ？」

「アカリ様、突然入られては困ります!!」

「……っ！」

　突然聞こえたヒロインの声に、ティアラローズはびくりと体を揺らす。

　フィリーネが再度「アカリ様」と強く呼ぶが、ヒロイン──アカリは、そんなことを気にした様子もなく室内へと入ってきた。

　それを見てやれやれと思うが、それを顔に出すことは出来ない。ティアラローズは席に着いたまま、わざと驚いたような顔を作りアカリを見る。

「まぁ。アカリ様、ごきげんよう。ご心配いただき、ありがとうございます」

「ごきげんよう、ティアラ様」

　にこりと微笑んで挨あい拶さつを返すのは、この乙女ゲーム『ラピスラズリの指輪』のヒロインだ。

　ストレートの黒髪に、漆しつ黒こくの瞳。無邪気な笑顔を向けてはいるけれど、その雰囲気はあまり穏おだやかだとは感じられない。

　リボンをあしらった、プリンセスラインのピンク色のドレスはとても豪ごう華かで可愛かった。きらきら光る宝石を髪留めにし、まるで天使のような愛らしさ。

　──さすがは、このゲームのヒロインってところかしら。

　それに────……どう見ても、日本人です。

　ティアラローズが前世の記憶を思い出してから改めて見るヒロインは、まごうことなき日本人の造形だったのだ。

　まさか、フィリーネの制止を振り切って入室してくるとは思ってもみなかった。

　心の中でイラッとしたものが込み上げるが、ティアラローズは笑顔で対応する。

　相手が子供のような態度だからといって、こちらまでも同様の態度をとることはしない。

　こちらはラピスを賜った侯爵家で、アカリは伯爵家。無礼だと諫いさめることはもちろん出来るが、それすらも面めん倒どうだとティアラローズは思ってしまう。

　どうせ、もうすぐ断罪され国外追放なのだからと。

「昨日、教室で突然倒れられたから心配したんです。ハルトナイツ様も、とても心配してらしたんですよ」

「……ご心配をおかけしました」

　ハルトナイツはティアラローズの婚約者であるのだから、心配するのは当然だ。

　それをハルトナイツが優しいからだと言われるなど、どれだけティアラローズを侮ぶ辱じよくしたいのだろうか。

　──本当は、エスコート出来ないと言われて、どんな顔をしているのか見に来た気がするけれど。

　好きになれそうにないヒロインだ。そう考えたところで、フィリーネがハルトナイツを伴い戻ってくる。

　白を基調とした礼服に、アカリと合わせた布地のタイ。鮮やかな金髪は、彼をよりいっそう引き立てていた。

「ごきげんよう。ハルトナイツ殿でん下か」

　ティアラローズは、すぐに立ち上がり淑女の礼をとる。

　まさかハルトナイツまで来ていたなんて。

　エスコート出来ないと告げたくせに、卒業パーティーの開始間近にほかの女を連れて訪ねてくるなんて。

　その後ろにはフィリーネが能面のような笑顔を貼はり付つけて立っている。間違いなく怒おこっていると苦く笑しようして、しかしお茶の用意を指示する。

「ああ。アカリが、倒れたティアラを心配していたからな。体調は……今日の卒業パーティーは大丈夫そうか？」

「はい。一晩しっかりと休みましたので、問題ございません」

　返事をしながらにこりと微笑んではみたが、フィリーネのように能面めいた笑顔になってしまったかもしれないと思う。




　──なるほど。私が卒業パーティーに出席するのか、確認をしに来たのか。

　忙いそがしい身の上だというのに、暇ひまな時間もあるものですね。と、嫌みのひとつも言ってやりたいと思う。




　ティアラローズが座すわっているソファの向かいにハルトナイツが座り、その横にアカリが座る。婚約者であるティアラローズの前でそのような行こう為いが許されるはずもないが……ハルトナイツはアカリを諫めたりはしない。

「ティアラ様がお元気そうで安心しました。ねっ、ハルトナイツ様！」

「そうだな」

「…………」

　無邪気に笑って、ハルトナイツの腕うでを取るアカリ。お前らはカップルか！　そうツッコミたい気持ちを抑え、ティアラローズは早く退出してもらおうと決める。
















「フィリーネ、そろそろ最後の仕上げをしないと間に合わないかしら？」

　時計にちらりと視線を送り、控えているフィリーネに予定していなかった事こと柄がらを伝える。

「そうですね。すぐに取りかからないと、卒業パーティーの開場には間に合わないかもしれませんね」

「えぇっ！　ティアラ様ってば、まだ準備が終わっていなかったんですか？」

「そうか、忙しいところに来てしまったようだな。パーティーに間に合わないのは困るだろうから、俺たちはこれで失礼する」

「はい。……あまり時間を取れず、申し訳ありません」

　卒業パーティーに間に合わないかもしれないと言えば、すぐさまお帰りいただくことが出来た。

　そうですよね、だって間に合わなかったら断罪イベントの予定が狂ってしまいますものね。あまりにも素直な反応をするハルトナイツに、内心笑いが込み上げる。

　二人が退室したのをしっかりと確認したフィリーネが、すぐさま怒りをあらわにして口を開く。

「なんですか、あの二人は!!　殿下も殿下ですが、アカリ様は失礼にもほどがあります！　ティアラローズ様をティアラ様と呼ぶなどと……。失礼すぎるではありませんか!!　しかも、殿下のタイとアカリ様のリボンは同じ材質に同じ色ではありませんか」

　よく見ているものだと、ティアラローズはいっそフィリーネに感心してしまう。

「……そうね。注意をしたことは何度かあるのだけれど、アカリ様は時間が経つと忘れてしまうみたいね」

「まぁ……。随分残念な頭をされていらっしゃいますのね」

　自分の主人への無礼がどうしても許せないようで、フィリーネはさらに言葉を続ける。

「殿下も、なぜアカリ様を諫めないのか……。あれでは、王族に対してもひどく不敬でしょうに。あんな男にわたくしの大事なティアラローズ様を嫁とつがせるなんて、考えられません。いっそ、婚約を破棄してしまってはどうですか？　旦那様でしたら、笑顔で賛成してくれますわ！」

　──あら、フィリーネってば大当たり。

　まさしくこれから、婚約破棄をされる断罪イベントだ。まさにその案が採用されるのだ。

「もう、フィリーネったら。殿下の前で言ったら不敬ですよ？」

「もちろん、今はいらっしゃいませんからね！」

　笑顔で「何を言っても誰も聞いていないのです」と、全面的にティアラローズを援えん護ごするフィリーネ。

　普段であれば、そのようなことを言ってはいけませんとフィリーネを諫めるティアラローズだが、今回に限ってはもっと言ってやれとすら思う。

　──こんなふうに考えるのは、きっと前世の記憶が戻ったからね。

「……でも、フィリーネの気持ちはとても嬉しいわ。ありがとう」

「ティアラローズ様……」

　いつもはあるはずの諫めの言葉がなく、逆にお礼を言われたことに驚くフィリーネ。やはり、この結婚を、婚約を、自分の主人は望んでいないのだと確信する。

　どうすればティアラローズが幸せになれるのかをフィリーネは考えるが、しかしすぐに思い浮かぶことではない。

　出来ることといえば、ハルトナイツのティアラローズに対する酷い態度をまとめて、ティアラローズの父親である侯爵に報告することくらいだ。

「よし。わたくし、ティアラローズ様のために頑張りますね！」

「フィリーネ？　えぇと、あまり無理はなさらないでね？」

　突然どうしたのかと首を傾かしげるも、フィリーネがやる気になっていたのでティアラローズは止めずに微笑んだ。何を頑張るのかと思いながら……。
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　金の縁ふち取どりがなされ、扉の中央には天使の装飾。上部がステンドグラスになっていて、それは左右の壁かべにも繫つながっている。

　ここは、卒業パーティーが行われている会場だ。

　入場開始の時間よりも、ほんの少しだけ早めに来たというのに──すでに、生徒全員が入場を終えていた。

　ゲーム内では、悪役令嬢が最後に入場していた。そのため、ラスト入場は避さけようと思っていたのだが、現実もうまくはいかないようだ。

　ティアラローズは凜りんとした姿勢で、パーティー会場の扉の前へ立つ。

　この扉を開けば、始まるのは断罪イベントだ。ハルトナイツがアカリと共に待ち構え、ほかの攻略対象者も傍にいてハルトナイツを援護するのだ。




　──いざ目の前にすると、体が震ふるえるのね。




「ティアラローズ様……」

　フィリーネが、心配そうにティアラローズを見る。

　ゲームのイベントであっても、今は現実なのだ。ティアラローズとしての人生を生きて、今日の日を迎えたのだから。

　ゲームだと割り切って考えるなんて、とてもではないけれど出来なかった。

「わたくしは大丈夫よ、フィリーネ。では、行ってくるわね」

「……はい。いってらっしゃいませ」

　侍女であるフィリーネは別の扉から会場に入るため、一緒にいられるのはここまでだ。

　会場の中で合流することは出来るが、侍女は基本的に控えの間で待機している。

　大きく深呼吸し、心を落ち着かせる。扉を守る騎士に開けるよう合図をし、ティアラローズはゆっくりと、優雅に足を動かした。




「ティアラローズ・ラピス・クラメンティール、入場」




　広い会場内に、彼女の名前が響く。通常であれば、男性パートナーの名が先に呼ばれるのだけれど──あいにく、ここにいるのはティアラローズ一人だけ。

　すでに会場内にいた令息や令嬢は、一人で入場してきたティアラローズを見てありえないという表情で目を見開いた。

　そして、その視線は会場内を一周する。この会場に、ティアラローズが王太子であるハルトナイツの婚約者であることを知らない者などいないのだ。

　誰もが会場内にハルトナイツがいることを確認し、息を吞む。

　大きく開いた扉から見えた会場は、それはもう華はなやかなものだった。贅沢に使われた生花の数々は、まるで夢のような世界にすら見えた。

　並べられた料理やドリンクも、一目で一流のものだということがわかる。

　が、それらはすぐにティアラローズの視界から消える。




　──始まるの、ね。




　会場の中央には、並んで立つハルトナイツとアカリ。

　それから、このゲームの攻略対象者たち。ハルトナイツ以外の攻略対象者とは何も接点がないのに、ここにいるのは不思議なものだ。ゲーム補正、というものなのだろうか。

　そんなことをティアラローズが考えていると、ハルトナイツの声が会場へと響く。

「ティアラローズ。俺は今、ここに──貴女との婚約破棄を告げる」

　途と端たん。しんと静かだった会場にざわめきが走る。

　この国の第一王子であるハルトナイツが、ラピスを持つ侯爵家の姫ひめへ婚約破棄を突きつけたのだから……。

　小さな声で、会場のあちらこちらから「ありえない」「殿下の横にいる女性はいったい誰だ？」「どういうことだ？」「なぜ、ティアラローズ様が？」という声が聞こえる。

　だが、仮にもこの国の王太子が高らかに宣言したのだ。視線は自然とティアラローズへ向けられる。

　ティアラローズはゆっくりとした歩みのまま、ハルトナイツの前まで行き、優雅に一礼して口を開く。

「……理由を、お聞かせいただいてもよろしいですか？」

　ティアラローズは、特別悪いことをしたわけではない。断罪イベントの内容もしっかり思い出し、シミュレーションも夜のうちに行った。

「理由？　ティアラローズ、自分の胸に聞いてみたらどうだ。まさか、わからないなどと言うわけではないだろう？」

「わかりませんわ」

「……っ！」

　ハルトナイツの言葉を即そく座ざに否定するように、声をあげる。自身に落ち度は何もないのだと、凜とした瞳で前を見み据すえる。

　しかし、しっかりと見すぎたせいか──ハルトナイツの肩ごしに、父親と国王陛下の姿が目に入った。すでにパーティー会場の上座にいたようで、驚きよう愕がくの表情で自分を見ていた。

　ゲームでは、会場にいるけれど何の介かい入にゆうもしてこなかったはず。父親のイベントなど、何も用意されてはいないのだから。

　そのため、ティアラローズはあまり考えてはいなかったのだが──……乱入しないとは言えないような顔を、特に父親であるクラメンティール侯爵がしていたのだ。

　ティアラローズとして生きた記憶を思い返せば、父親は重度の親バカ。ハルトナイツをフルボッコにしてもおかしくないと、今ならば思える。

　ゲームでは見ることの出来なかった父親の姿に、思わず笑ってしまう。

　──予想外だけど、お父様のおかげで勇気が出たかもしれない。

「わたくしは、何も恥ずべきことはいたしておりません。ですが、もしハルトナイツ様がほかの方を妃きさきに望むと言うのであれば、しっかりとした手続きを行うべきではございませんか？」

「王族に口答えするとは不敬だぞ、ティアラ！」

　きちんとしたティアラローズの主張を不敬と判断したハルトナイツの声と同時に、父親が一歩前に出る。

　──ゲームにはクラメンティール侯爵の乱入イベントなんてなかったのに！

　慌あわてて父親に視線を向けて、首を振る。大丈夫だと、伝えたつもりなのだが……しっかりと伝わっているだろうか。

　だがその気持ちが伝わったのか、父親は踏ふみ出だす足を元に戻す。よかったとほっとしたのはつかの間で、すぐにハルトナイツの声が会場へと響く。

「アカリが辺境の地出身と、随分いろいろと申したらしいな。……アカリ、怖かったであろう？」

「王都以外で暮らす民たみは多くいる。そして、農作業などで国を支えてくれている立派な国民だ。それを貶おとしめるような言い方は、許されませんよ」

　アカリの肩を抱きながら慰なぐさめるのは、ハルトナイツ。

　それに言葉を続けるのは、攻略対象者の一人であるクリフ・イルドルン。若くして、騎士団の小隊長をしている優ゆう秀しゆうな人物だ。

　──どうして、生徒ではないのにここにいるのかしら。

　おそらくアカリが呼んだのだろうとあたりをつけるが、騎士服のところを見ると、仕事として来ているのかもしれない。

「……はい。ですが、ハルトナイツ様がいてくださったので、大丈夫でした」

　そっとハルトナイツに寄より添そうアカリは、頰ほおを染めながら涙なみだを浮かべた。

　まったく状況の飲み込めない人々は、恋れん愛あいごっこのような光景をぽかんとした顔で見るほかない。




　そもそも、ティアラローズは行いを諫めたことはあったとしても、辺境の地であることを理由にしたことは一度もない。また、アカリと二人になるということがなかったので、基本的にほかの人間も同席していた。

　しっかりと確認をすればすぐにわかるのに、調べていないのだろうかとあきれてしまう。

　ゲームでは、証しよう拠この提出などはなかったが、現実として動いている今もそのような扱いで進んでいくのだろうか。

　そうであれば、ハルトナイツはかなりの愚おろか者ものということになる。

「ハルトナイツ殿下。それでは、よくわかりません」

「まだ言うか。アカリに対して、俺に跪ひざまずき礼をしろ、俺とダンスをするな……などと言ったそうだな」

　やっと具体的な内容が出たが、それはあまりにも瑣さ末まつなことだった。




　──ゲームのハルトナイツは、もっと知的なキャラだと思ったのに。

「ハルトナイツ殿下は王太子であらせられるのですから、わたくしたちが膝ひざをついて礼をするのは当然の礼れい儀ぎでございます。こういったパーティーでは問題ありませんが、初めてご挨あい拶さつさせていただく時は当然だと思うのですが……？」

「……なるほど。しかし、ダンスをするなというのはあまりにも横暴ではないか。ほかの令嬢とも踊おどっているが、なぜアカリにだけそのようなことを言うのだ」

「それは、アカリ様がハルトナイツ殿下と二回以上踊られたからですわ。まさか、王太子である殿下が……その意味をご存じないなんてこと、ございませんよね？」

「…………」

　王族への最初の挨拶は、必ず膝をつき最上の礼をというのが常識だ。以降、お茶会や夜会では淑女の礼で問題はない。

　ティアラローズは、アカリがそれを行わなかったため注意をしたのだ。「王族には、最上の礼をもってご挨拶するのですよ」と。

　ダンスを二回同じ異性と踊るのは、婚約者であることを意味する。夫ふう婦ふとなり初めて、三回以上踊ることが許されるのだ。

　この国の貴族において、それを知らぬ者などまずいない。それなのに、アカリはハルトナイツにダンスを申もうし込こみ二回も踊ったのだ。

　それがティアラローズにとって、どれほど屈辱的だったのかわからないのであろうか。

　自分は婚約者よりも、アカリを寵ちよう愛あいしていると周囲に態度で示した形になるというのに。

「どこか、問題がございましたか？」

「だ、だが……！　アカリはいつも酷く責められたと。普段から、冷たい言葉を使っていたのだろう」

　正当なティアラローズの言葉に、ハルトナイツはそれでも言い募る。すでに支し離り滅めつ裂れつになっていることに、気付かないのだろうか。

　侯爵家の娘であることに誇ほこりを持っているティアラローズは、決して安易な発言をすることはない。

「ハルトナイツ殿下は、わたくしをそのような人間だとお思いなのですか？」

「思うも何も、現にそうであろう」

「わたくしは、アカリ様と二人でお会いしたことはございません。常にほかの令嬢がご一緒でしたが……。お調べになりませんでしたか？」

　──この様子だと、何の確認もしてないんだろうなぁ。

　ため息をつきたいと思うがぐっと我が慢まんし、困ったように首を傾げてみる。

　ハルトナイツは慌ててアカリに、「ほかの者もいたのか？」と問いかけた。

「えっ、えぇと……。そうですね、ティアラ様の取り巻きの方がいらっしゃいました。確か、フルルアーネ様と、マリエッタ様だったと思います」

「…………」

　アカリが告げたのは、ティアラローズと仲の良い令嬢の名前。しかし、その言葉の中にある表現は貴族社会の中で、使ってはいけないものだった。




「取り巻き……？」

　その言葉は誰が発しただろうか。しんとした会場から、疑問の声が響く。

　この国に、いや、このゲーム『ラピスラズリの指輪』には──取り巻きという表現はない。プレイヤーが、悪役令嬢の取り巻き、という言葉を勝手に使ってはいたけれど。この言葉は、非常に無礼なものなのだ。

　真っ先に慌てたのは、アカリの隣となりにいたハルトナイツだった。すぐさまアカリに訂てい正せいを求めようと、声を張りあげる。

「アカリ、何を言うんだ……っ！　ティアラの、ご友人だろう？」

「え？　ええ、そうですね」

　一方のアカリは、何がいけなかったのかわからなかったようで、きょとんとしている。

「アカリ様、彼女たちはわたくしの大切な友人です。……そのようなおっしゃり方は、おやめくださいませ」

「また、そうやって私に酷く言うんですか？　私、ティアラ様の気に障ることなど言っていないです！」

「酷くなんて……」

　そのようなという意味を理解できないアカリが、ティアラローズに対し声を荒らげる。

　ティアラローズは友人を侮辱されたことに対し、アカリに注意を促しただけだ。それをよくわかっているのは、パーティー会場にいるほかの生徒や招待客だろう。

　先ほどアカリをかばっていたクリフも、困こん惑わくした表情を彼女に向けていた。非常識だと、その視線が告げている。

　ざわめきと共に、アカリを訝いぶかしむような声がひそひそと漏れ聞こえてくる。

「ハルトナイツ殿下は、わたくしがアカリ様に酷いことをしたから婚約を破棄したい。と、いうことですよね？」

「あ、あぁ……」

「わたくしは、特に酷いことなどしておりません。……ですが、ハルトナイツ殿下のお心はアカリ様にあるのですね」

　寂しそうに微笑むティアラローズ。

　彼女は誰の目から見ても、ハルトナイツの思い込みと、彼がアカリへ向ける恋こい心ごころによって傷つけられた可か哀わい相そうな令嬢だった。

　常識のないアカリと、その話を鵜う吞のみにしてしまったハルトナイツが悪い。

　この会場にいる誰もが、そう思っているだろう。




　ゆえに、ゲームとは違うエンディングになる可能性をティアラローズは考える。

　ここで婚約を破棄されるのはいいが、ティアラローズを国外追放する理由がない。

　──このまま終われば、一番平和なルートかもしれない。

　そう考えて、ちょっとご機き嫌げんになる。王族との結婚は重荷でもあるし、自由な時間も少なくなる。そう考えると、婚約破棄も悪くはない。

　極きわめつきの理由は、ハルトナイツと結婚したくないという思いが一番ではあるが。

　本当ならば、ハルトナイツは大好きなキャラクターだった。けれど、今はその想いがまったくない。

　現実に生きている彼を見て、ゲームとの違いにがっかりしてしまったのだ。




　ハルトナイツは、寂しそうに微笑んだティアラローズに対してさらに言葉を続けた。

「だ、だが……っ！　ティアラローズの説明に不備があったために、アカリが傷ついたことは事実だろう。俺は、ティアラローズとの婚約を破棄し、アカリと婚約を行う。つまり、アカリは未来の王妃となる」

「…………」

「未来の王妃へのその態度、許されるものではない。ティアラローズ、よって、そなたは国外へ追放する!!」

　──何を言っているのだ、この王子は。馬ば鹿かなの？　馬鹿なのね？

　今度こそ特大のため息をつき、どうしようと思ったところで怒り狂った表情で震えている父親がティアラローズの視界に入った。

　いけない、お父様が爆ばく発はつしてしまう──……。止めないと。そう思い声をあげようとした時、まったく別の男性の澄んだ声が会場内に響いた。

　凜とした低い音色。

　それは広いパーティー会場の隅すみ々ずみにまで聞こえるほどに、はっきりとした声だった。




「そこまでですよ、ハルトナイツ王子。彼女よりも、貴方あなたの言葉の方がよほど酷いではありませんか。──ねぇ、ティアラローズ嬢じよう？」




　耳に届く甘く優しい声は、ゲームの展開にないものだった。しかしそれは──不安だったティアラローズの心を潤うるおしてくれた。

　声の主を振り向くと、その人はティアラローズを安心させるように微笑んだ。

「大丈夫。胸を張って誇りを持つ貴女は、この場にいる誰よりも正しく美しい」

「……アクアスティード殿下！」

　彼の言葉を聞き、自然とティアラローズの震えが収まる。胸をきゅんと締しめ付つけられるような感覚に襲われる。

　──国外追放を言い渡された瞬しゆん間かんに助けにきてくれるなんて、まるで物語の王子様だ。

　……でも。どうして、ここにいるのだろうか。

　どきどきと、鼓こ動どうが加速していく。

　彼がこの世界に存在することは、ティアラローズとして生きてきたから把握していた。同じクラスだった。

　ダークブルーの髪を揺らしながら、アクアスティードは彼女の横を通り過ぎ、ハルトナイツの前に立つ。

　真っすぐ前を見据える金色の瞳は、まるでアクアスティードがハルトナイツを断罪していると錯さつ覚かくするほど。

　グレーに、黒のラインが入った礼服を着こなした優雅な立ち姿は、まるで支配者だ。

「……アクアスティード王子。これは、俺たちの問題だ」

「いいえ」

　ハルトナイツはこの展開に一瞬戸惑うも、アクアスティードへ暗に下がれと命じている。しかし、それは即座に否定の言葉で応じられる。

　アクアスティードとハルトナイツの間に、いったい何があるというのか。

　一緒にいたほかの攻略対象者たちも、隣りん国ごくの王太子の出現を見て後ろへ下がった。

　どうしよう。と、ティアラローズが少し不安に思ったところでアクアスティードが振り向いた。

「婚約を破棄されたのですよね」

　一連の流れからも、ゲームのシナリオからもそれは間違いない。ティアラローズはその言葉にこくりと頷いた。

　そして彼の口からティアラローズの名が紡がれる。




「ティアラローズ嬢、私の妃になっていただけませんか？」




「…………え？」

「私はずっと、貴女を手に入れたくて仕方がなかった」

　アクアスティードの言葉に、会場はざわめくことを忘れ……まるで音のない宇宙にでもいるかのように、静まり返った。

　それほどまでに、アクアスティードの求婚は衝撃的だった。

　ティアラローズも一瞬意味を理解することが出来ず、大きく目を見開いてしまう。

　まさか、このタイミングで求婚をする人がいるのだろうか。普ふ通つうであれば、ありえない。たとえ想いを抱いていたとしても、順序というものがあるのだから。

　しかし、ティアラローズの心臓は大きく揺れ動いた。




　アクアスティード・マリンフォレスト。

　隣国であるマリンフォレスト王国の第一王子であり、王太子だ。ティアラローズと同じ年で、この王立ラピスラズリ学園に一年間だけ留学にきていた。




　このゲームの攻略対象者でこそないが──彼は、ゲーム続編のメインキャラクターであると、告知がされていた。

　そのキャラクターデザインを一目見て、アクアスティードのことが大好きになった。

　大国の王太子という立場に、優しい笑顔。けれどどこか腹黒らしさを読み取れて、たった一枚のイラストだったのに続編への期待は高まった。

　ただ、発売より先に生しよう涯がいを終えたティアラローズには、彼の立ち位置を正確に把握することは出来ない。




　──まさか、こんな形で実物と関われるなんて！　……そう、求婚。え、求婚？

　はっと我に返り、思わずあとずさる。ありえないほどに、ティアラローズの心臓は大きな音を立てていた。

　大好きだったキャラクターに求婚されるなんて、まさに夢のようだ。

　──いや、実際に夢なんじゃないだろうか？

　あまりにも幸せすぎて、この現実が己おのれの都合のいい夢ではないかと不安になってしまう。起きたら朝で、また乙女ゲームをする日常が待っている。……なんて、考えてしまうほどに。

「突然のことで、驚かせてしまったと思います。ですが、どうかお考えいただけませんか？」

「あ……っ」

　ハルトナイツに向けた厳しい瞳とは違い、甘さを含ふくんだ微笑みを向けてアクアスティードはティアラローズの前に跪いた。

　王族が跪くなんてとんでもない！　しかし止めようとするよりも早く、アクアスティードは動きを見せる。

　ティアラローズの手を取り、その甲こうへとそっと口づけた。

　その動作一つ一つに、いけないと思いつつもティアラローズの胸は早はや鐘がねのように音を刻み高まっていく。

　ティアラローズは、これまでハルトナイツからこのような扱いをされた経験がない。

　王太子の婚約者であったため、ほかの令息からアプローチを受けたこともない。

　つまり──……免めん疫えきがないのだ。
















　どうしたらいいかわからずに、赤い顔をしたまま助けを求めるように父親へと視線を巡らせる。しかし父親は、娘の視線に大きく頷くだけだった。

　先ほどまでは、ハルトナイツに反撃しそうなほどだったのに……今では、大人おとなしく観客の座に着いていた。

　──どうしろっていうんですか、お父様！

　心の中では大声を出しているが、実際は赤い薔ば薇らのように頰を染め、「あ……」と、声にならない音が口から出るばかり。

　助けはないのだと悟さとったティアラローズは、自分でしっかりと答えねばとアクアスティードへ視線を向ける。

　金色の美しい瞳と視線が合って、恥ずかしさからびくりと体が震えた。

　アクアスティードに触れられている手が、とても熱いと錯覚する。なんと返事をすればと考えを巡らせ、ゆっくりと、一言ずつ言葉を返していく。

「……ありがとうございます。アクアスティード殿下のお気持ち、とても、嬉しく思います」

　どきどきする鼓動を抑え、ティアラローズは微笑んだ。アクアスティードも微笑み返したところで──ヒロインであるアカリの声が会場に響く。

「ま、待って……っ！」

「！」

　ぷるぷると身体を震わせ、アカリは小声で「そんなのありえない」と呟くが、それはきっと誰にも聞こえてはいないだろう。

　隣国の、しかもラピスラズリよりも大国の王太子であるアクアスティードの言葉を遮さえぎるとは思わなかったのだろう。ハルトナイツがアカリの隣で大きく目を見開いていた。

　それが不敬であることなどまったく頭にないのか、アカリは言葉を続ける。

「ティアラ様は、たった今までハルトナイツ様の婚約者だったんですよ!?　そんな人を、自分の婚約者にだなんて！　アクア様には、もっといい人がいると思います!!」

「…………」

　なんてことを言うのだ。……と、この会場にいる誰もが思ったことだろう。

　内容はもちろんだが、許可をされていないアカリが『アクア様』と、愛あい称しようで呼びかけたのだ。それには、会場の誰もが息を吞む。

　しかしアクアスティードは何も言わず、いや──まるで聞こえていないかのように、その視線はティアラローズに向けられたままだ。

　寛かん大だいな王太子だと、そんな雰囲気が会場に流れる。が、次の瞬間、誰もが大きく目を見開き、声をあげないように口を押さえた。

「アクア様！」

「……っ!?」

　アカリがアクアスティードの下へと走り寄り、その腕を取ったのだ。

「ティアラ様は、少しだけ物言いがきついんです。ですから、こちらにいらしてくださいな」

「……アカリ様。この方は、隣国のアクアスティード殿下です。いきなり触れていいような方ではございません。その手をお離はなしくださいませ」

　さすがにこれはよくない。アカリがというよりも、この国としてもだ。最悪、マリンフォレスト王国との交流を打ち切られても不思議ではないほどの不敬だ。

　なぜ、アカリはこんな簡単なこともわからないのか。

　ティアラローズは頭を悩ませつつも、この場をどうにかしなければと思考を巡らせるが、腕を摑つかまれた本人が動きを見せた。

「私のことを気遣っていただきありがとうございます、ティアラローズ嬢」

「……っ！　い、いえ」

　自然な動作でアカリの腕を払いのけて、アクアスティードは蜜みつのような甘い笑顔を向けて礼を述べる。

　──そんな笑顔を向けられて、平常心でいられるはずがない。

　顔を真まっ赤かにして、思わず俯いてしまう。

「あ、アクア様!?」

　蔑ないがしろにされたアカリは驚きの声をあげて、それでも前へと回り込む。その瞳はどうして？　と、疑問を訴うつたえているがアクアスティードには届かない。

「私は、マリンフォレストの第一王子です。それを承知で、そのような態度を？」

「え、え……っ？　でも、アクア様はお優しいから、そんなことで怒ったりは──」

「不敬だ、連れて行け」

「！」

　抑よく揚ようのないアクアスティードの声が、しんとした中に響く。

　命令通りに、アカリはアクアスティードから引き離される。会場の誰もがほっとした。

　と、同時に──先ほどまでティアラローズに見せていた態度との変わりように、会場内はざわりと揺れた。

　隣国の王太子は、本当に自分の妃としてティアラローズを望んでいる。

　そしてそれを、自国の誇りと感じる者もいた。侯爵令嬢である彼女は、本人に自覚こそないが、たくさんの人に好かれている存在だ。

「大変申し訳ございません、アクアスティード殿下。……謝罪の言葉で許されることではありませんが」

　アクアスティードへ一番に謝罪の言葉を口にしたのは、アカリでも、ハルトナイツでもなくティアラローズだった。

　深く腰を折り、最大限礼を尽つくす。しかし、アクアスティードは優しい声こわ色いろで「顔をあげて」とティアラローズの手を取る。

「ティアラローズ嬢が謝罪されることではありません。この場で謝罪をするのは、どちらかといえば──ハルトナイツ王子でしょう？」

「……っ!!　も、申し訳ない。アクアスティード王子」

「まぁ、許しましょう」

　アクアスティードが厳しい瞳でハルトナイツを見れば、すぐさま謝罪の言葉が紡がれる。

　先ほどとは打って変わり、本当に立場が逆転してしまった。

　今、この場で一番優位にいるのはアクアスティードだ。アカリの自分勝手な、本人はアクアスティードのためを思って言った言葉と行動によって。

　一国の王太子がすぐに謝罪の言葉を口にするものではないのだが、こればかりは誰が見てもラピスラズリ王国に非があるのだ。

　しかし、これ以上の展開になるのであれば……ハルトナイツには荷が重いであろう。

　悔くやしそうに歪められた顔は、見ている誰もが可哀相だと思うかもしれないが──婚約破棄という断罪イベントの最中だ。当然の報むくいだと、そう思う者がほとんどだろう。

「私がこの場に割って入ってしまったから、困惑させてしまいましたね。そんな不安な顔をしないで、ティアラローズ嬢」

「いいえ……。私はアクアスティード殿下に助けていただいたのに、そのようなこと」

　アクアスティードが割って入らずとも、おそらくティアラローズには何も起こらなかっただろう。現状を見て、ティアラローズは今いま更さらながらそう判断した。

　ゲームのような流れではあるが、やはり現実世界では違い和わ感かんがありすぎるのだ。

　──でも。助けてもらえたのは、純じゆん粋すいに嬉しかった。

「ちょっと！　離してくださいっ!!」

　アクアスティードの側近によって引き離されたアカリが暴れようとするが、それを制したのは、それまで傍ぼう観かんしていた──国王の声だった。

「そこまでだ。それ以上、わが国の恥をさらすつもりか」

　威い厳げんのある低い声が、会場内に響き渡り、アカリをさらに騎士が取り囲む。アクアスティードの側近ではなく、この国の騎士が、だ。

　つまり、国王にも不敬であると同様の判断をされたということ。

　ラピスラズリ王国のアレクサンダー・ラピスラズリ・ラクトムート。まだ三十七歳と若いが、国民からの支持も厚い良き王だ。

「父上!?」

「王様！　先にティアラ様を止めなければ、アクア様へ失礼なことをしてしまいますっ！」

　ハルトナイツの驚いた声と、アカリのティアラローズをアクアスティードから引き離せという声。しかしそれを無視し、国王はアクアスティードへと頭を下げる。

「我わが国くにの者が、失礼なことをした」

「──いいえ。私も突然、乱入したのですから」

「寛かん容ような心遣い、感謝する」

　王子だけでなく、国王までもが謝罪をした。この事実は、ラピスラズリ王国の貴族にとってとても重い。誰もがアカリを睨にらみつけ、早く出て行けと言いたげにしている。

「しかし、アクアスティード王子がティアラローズ嬢へ求婚をするとは思わなかった」

　こんな展開は予想もしていなかったよと、まるで何も知らないように国王は驚く。

「今しか機会がないと思いましたので。陛下、そしてクラメンティール侯爵。私とティアラローズ嬢の婚約をお許しいただけますか？」

「ふむ……」

　アクアスティードの視線は、アレクサンダーとティアラローズの父親であるクラメンティール侯爵へと向く。

　その視線はとても真しん剣けんで、本気だということを誰もが感じとった。

　アクアスティードの後ろで様子を窺うかがうティアラローズは、二人の返事を聞き漏らすまいと耳を傾かたむける。

　クラメンティール侯爵は、先ほどアクアスティードに言った言葉をもう一度口にする。

「私としては、もちろん大だい歓かん迎げいだ。我が国と、マリンフォレストのよい縁えんとなる。此こ度たびの件も、愚ぐ息そくのしでかしたことの責も重いゆえに、二人の婚約は白紙となるだろう」

「ありがとうございます。……ですがクラメンティール侯爵は、私のようなぽっと出の男では不安でしょう」

「……いいえ。アクアスティード殿下のことは、私もよく耳にしています。娘のことも大切にしていただけると確信しています。ですが、私はよかれと思ったハルトナイツ殿下との婚約でまさに今──娘を傷つけてしまった。ですから、私は娘の意思を尊重したいのです」

　大国の王太子であるアクアスティードの言葉を、ティアラローズの父親はすぐには承しよう諾だくしなかった。

　王族からの結婚の申し入れを断るなど、本来ならありえない。

　しかしティアラローズの幸せのために、父親としてのクラメンティール侯爵は自分が断罪されてもいいとすら決意し、言葉を返したのだ。

「親の鑑かがみですね、クラメンティール侯爵。では、ティアラローズ嬢にいいお返事をいただけた時に、改めてご挨拶に伺うかがわせていただきます」

「アクアスティード殿下……っ」

　その言葉に、ティアラローズが慌てる。

　しかし、ここで仮にイエスと言ってもアクアスティードはよしとしない。

　気を遣っていい返事をしなくていいと言うだろう。

「私も、早さつ急きゆうすぎてしまいました。今度、一緒に出かける時間をいただけませんか？」

「……はい。喜んで」

　父親の言葉に不敬だと息を吞んだティアラローズだったが、アクアスティードの優しさにほっとする。

　こんなに優しい王子が、なぜ自分を想ってくれているのだろうか。そんな疑問が頭に浮かび、出かけた時に聞いてみようと思う。

　そんな二人を見守るように、国王とクラメンティール侯爵が笑えみを深くする。

「皆みなの者、今日はこのようなことになり大変申し訳なく思う。ハルトナイツ、早急に退出を。……皆は残りの時間を楽しんでくれ」

　再び国王の声が会場内に響き渡り、ハルトナイツをはじめ──関係者はその場から退出した。

　ティアラローズについては、父親であるクラメンティール侯爵が後始末を付けるので、早急に帰宅せよと言い渡される。それは父親としての、気遣いだろう。

　すぐにエスコートを申し出たのは、もちろんアクアスティードだ。「役得です」と笑顔を向けられては、ティアラローズは顔を赤くして「はい」と言うしかない。

　今夜、ハルトナイツと国王、クラメンティール侯爵の間で話し合いが行われ、アクアスティードとの会談は明日となる。

　アクアスティードに送られるティアラローズを睨みつけるように見ていたアカリは、話し合いが落ち着くまで王宮にある一室へと軟なん禁きんされることとなった。




　──国外追放は、免まぬかれたみたい。

　けれど、アクアスティードに求婚されるという予想外の出来事が起こってしまった。

　エンディングは終しゆう了りようしたはずなのに、いったいこれからどうなってしまうのだろうか。

　ティアラローズの胸は今後への不安と、少しの期待に揺れた。
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　怒ど濤とうの展開だった卒業パーティーの帰り、馬車の中はとても静かで、落ち着いていた。

　アクアスティードの馬車は、マリンフォレスト王国の特産である木を用もちいて作られている。装そう飾しよくにも同様の珊さん瑚ごが使われていた。

　夜の月明かりを浴びて、珊瑚はきらりとほのかに光る。

　王族の馬車ということもあり、外装も、内装もとても気品があった。柔やわらかいクッションを用いられているため、乗っていても振しん動どうは気にはならない。




　自分の前に座すわるアクアスティードをちらりと見て、しかしすぐに視線を外す。恥はずかしくて直視出来ないというのが、正直な気持ちだろうか。

　ティアラローズは彼のことが気になって仕方がないのだ。

　こんな重大イベントだというのに、何を話せばよいのかまったく頭に浮うかばない。プレイ出来なかった続編の王子様が自分の目の前にいるというのに……。

　侯こう爵しやく令れい嬢じようとして、コミュニケーション能力には自身があったはずなのにと気落ちする。

　ティアラローズは仕方なく、この世界が舞ぶ台たいになっている乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』の今後──続編について考えることにした。




　──どうして私は、続編が発売する前に死んでしまったのか。

　いいえ、せめて詳しよう細さいが公開されるまで生きていられなかったのだろうか。とても悔くやしい。

　今、ティアラローズの眼がん前ぜんに優ゆう雅がに座すアクアスティード王子は、『ラピスラズリの指輪』続編のメイン攻こう略りやくキャラクターだ。

　小こ踊おどりしたいくらい嬉しいのだが──怪あやしまずにはいられない。

　どうして悪役令嬢ポジションであるティアラローズへ求きゆう婚こんしたのだろうか。

　アクアスティードの登場という、ゲームとまったく違ちがう展開に、正直ティアラローズの頭の中は大混乱している。

　──自分ひとりで悩なやんでいるよりも、アクアスティード殿でん下かと話した方がいいかな？

　再び、ちらりとアクアスティードに目をやる。ティアラローズは本当に、気付かれないように……こっそりと見たつもりだったのだが、しっかりと微笑ほほえまれてしまった。

　気付かれてしまったことにばつの悪い思いをしながらも、「申し訳ありません」と謝罪をする。

「私が好きでしているのだから、なにも謝る必要はないよ。むしろ、気にかけてもらえるなんて光栄だ」

「いえ、その……。アクアスティード殿下は、女性の憧あこがれの的でいらっしゃいますから」

　ティアラローズが恥じらいをもって微笑み、告げた言葉にアクアスティードは少し驚おどろいた顔をした。

　けれどすぐに笑えみが深くなったのに気付き、ティアラローズは自分が口にした言葉にはっとする。これでは、アクアスティードに好意を持っていますと告げているようなものだ。

「そう言われるということは、私も少しは期待していいのかな？」

「あ……っ！」

　アクアスティードの熱い眼まな差ざしとともに向けられた言葉は、ティアラローズの胸に響ひびく。

　令嬢に人気が高いアクアスティードの笑え顔がおを自分にだけ向けられて、平常でいられるほど人間は出来ていないのだ。どきどきする胸を手で押おさえ、小さく深呼吸する。

「あの……」

「うん？」

「アクアスティード殿下は、なぜ私に……？」

　求婚をしたのですか、とは恥ずかしくて言葉を続けられなかった。下を向くティアラローズは、耳まで赤くなっているのだから。

　そんな状態を見かねてか、アクアスティードはこれまでの経いき緯さつを話してくれた。




「……いつも、図書館の窓からティアラローズ嬢が読書している姿を目にしていたんだ」

「え？　あ、もしかして図書館裏のですか？」

「そう。木こ陰かげで読書をして、表情をくるくる変えている可か愛わいい君を見つけた」

「か、かわいい……？」

　アクアスティードが言うように、ティアラローズは時間があれば図書館裏の木陰で本を読んでいた。

　それは将来王おう妃ひとして恥ずかしくないように、様々な、それこそ教師が教えない知識を得るためだった。

　どうして図書館を使わないのかといえば、スイーツを食べながら読書をしたかったからだ。外の木陰であれば、お菓か子しを食べ、紅茶を飲みながら読書が出来る。

　前世でも、現世でも、ティアラローズはお菓子が大好きだった。何かを頑がん張ばるには、お菓子は必ひつ須すと言っても過言ではない。

　加えてほかの生徒もいないため、自由に楽しい時間を過ごすことが出来る。傍そばにいるのは、侍じ女じよのフィリーネだけだった。

　──見られていたなんて、恥ずかしい。

　歴史書や外国語など、勉強のために本をたくさん読んだ。しかし同時に、恋れん愛あいの話なども読んでいた。

　いったいどんな顔をして本を読んでいたのだろうと思い返して、恥ずかしさが込こみ上あげる。穴があったら入りたいというのが、今のティアラローズの心境だろう。

「真ま面じ目めな顔をして本を読んでいるかと思えば、次の瞬しゆん間かんには顔を赤くして照れたり。涙ぐんでいる時なんて、抱だきしめたくて仕方がなかったのに」

「……っ！　わ、忘れてください!!」

　アクアスティードの言葉があまりにも恥ずかしく、ティアラローズは両手で自分の顔を覆おおう。恥ずかしくて、とてもではないが顔を見せられない。

　しかし、すぐに顔を覆った手をアクアスティードに解かれた。「それは無理」と言いながら、金色の瞳がティアラローズだけを見つめる。

　ティアラローズの指に自分の指を絡からめて、優やさしく顔から離はなしていく。

「あ……」

「せっかく一いつ緒しよにいるんだ。もっと顔を見せて？」

「……っ!!」

　甘あまい声で、囁ささやくように微笑まれる。

「そ、その……見られていたなんて、思わなくて」

「いや──私も、覗のぞくようなかたちになってしまって申し訳ないと思っている。でも、毎日のように木陰で読書をする貴女あなたに、私は日に日に虜とりこになったんだ。それはもう、自分でも驚くほどに」

　愛いとおしそうにティアラローズの手を包つつみ込こみ、「本当だよ？」と言葉を続ける。

「でも、君はハルトナイツ王子の婚こん約やく者しやだった。さすがに、他国の王族の婚約者を奪うばうことなんて出来ないからね」

「！」

　ハルトナイツの婚約者であり、ラピスラズリ王国の王妃を約束された身。それがティアラローズだ。間ま違ちがっても、結けつ婚こんどころか婚約の申し込みすら出来ない。

　そのため、アクアスティードは我が慢まんをするつもりだったと言う。




　当初の予定通り、一年の留学期間を終えたら国に戻り、ティアラローズのことは忘れようと……そう考えていた。

　だが、アクアスティードにとっての転機が訪おとずれた。

　断罪イベントが行われた卒業パーティーだ。

　この機を利用しない手があるだろうか？

「まさに僥ぎよう倖こうだった。このチャンスを逃のがしてはならないと、私も必死だったんだ」

「…………アクアスティード殿下」

　優しくティアラローズの髪かみに触ふれながら、自じ嘲ちよう気味に言葉を紡つむぐ。

　──こんなことを言えば、ティアラローズ嬢に嫌きらわれてしまうだろうか？

　けれど、それほどまでに貴女が好きだと伝えたい。

「格かつ好こう悪わるいだろう？」

　王太子である自分が、一人の女性を必死に見つめて、婚約者の男から奪うばい取とれる機会を窺うかがっていたのだ。

　ドン引きされても無理はないと、アクアスティードは思う。

　しかし、そんな不安な気持ちを一いつ掃そうしてくれるのもティアラローズだ。




「そんなことありません。一人であそこに立っていた私にとって、アクアスティード殿下の存在はとても心強かったです」

　たとえ自分が悪くないとわかっていても、やはり緊きん張ちようはするし、ティアラローズの中にはどこかに大きな不安があった。

　そんな時に、自分を助ける声。それがどれほど心強く、嬉うれしいものだったか。

　背後から聞こえたアクアスティードの声に、いったいどれほど救われただろうか。

　独りぼっちのあの場所で……。

　──駄だ目め！　これ以上思い出したら、恥ずかしくて溶とけてしまう。

　思考回路を閉ざさなければ、どんどん顔が赤くなってしまう。さすがにそんな姿を彼に見せる勇気はなくて、慌あわてて話題を変える。

「アクアスティード殿下とは、夜会で一度ご挨あい拶さつをさせていただいたきりでしたね。なので、とても驚きました」

「そうだね。私は夜会にはあまり参加せずに、出てもすぐに帰っていたからね」

　夜会という社交の場でほとんど顔を合わせなかった二人。そのため、アクアスティードとティアラローズがまともに話をするのは今が初めてなのだ。

　ほとんど初対面に近いというのに、雰ふん囲い気きはとても落ち着いていて、狭せまい馬車の中はとても心地ここちよい空間になっていた。

「不安はない？　あそこにいた令嬢に、いろいろと言われていただろう」

　心配するアクアスティードの言葉。少し考えて、不安はないと結論を出す。

　あの自分勝手だったアカリに何を言われても、傷ついたりはしない。ティアラローズの言葉はどれも正当な主張であったのだから。

　それに、彼かの女じよの友人であるほかの令嬢も、普ふ段だんからアカリに対していい感情を持ってはいなかった。これからも、仲良くしてもらえるという安心がティアラローズにはあった。

「……そうですね。ですが、不安はないです。今後の話し合いなどはあるでしょうけれど、わたくしとしては、こうして屋敷に戻れるだけでとても嬉しいです」

「そうか。ハルトナイツ王子が追放とまで言うから、少し驚いていたんだ。まぁ、もし追放するというのであれば──私が攫さらってしまおうかとも思ったけれど」

　悪戯いたずらを企たくらむように笑いながら、アクアスティードがティアラローズの髪を手に取って口づける。

　その真剣な眼差しを見る限り、冗じよう談だんだとはとてもではないが思えない。

　いっきに加速するティアラローズの鼓こ動どうが、アクアスティードに聞こえてしまうのではないだろうか。

　そんなはずはもちろんないのだけれど、それほどまでに心臓の音は大きかった。

　思わず「からかわないでください」と言えば、アクアスティードからは「本気だったんだけどな」と、ストレートな言葉が返ってくる。

　──うぅっ、恥ずかしい!!

　どうしてこの王子様は、こんなにも恥ずかしいことを平気で言ってくるのだろうか。

　乙女ゲームのキャラクターだから？　それとも、本来の性格だろうか。

「……それはそうと、ティアラローズ嬢。デートにお誘さそいしたいのですが、お時間をいただけませんか？」

　次はティアラローズの手の甲こうにそっと口づけ、アクアスティードがアプローチする。彼の留学期間の一年は、もうすぐ終わりを迎えるのだ。

　近いうちに帰国しなければならないため、時間にあまり余よ裕ゆうはなかった。

　もちろん、それについてはティアラローズも承知している。それゆえ、アクアスティードが本気でかかってきたら逃にげられないとも思った。

　けれど、それを嬉しいと思ってしまう自分もいた。

「はい。もう学園は卒業しましたし……花はな嫁よめ修しゆ業ぎようとして、ハルトナイツ様の下へ通うということもなくなりましたから」

　苦く笑しようしつつ、「時間はたくさん空あいています」と続ける。

　婚約者がいて、卒業後に結婚をする令嬢は一年間の花嫁修業をするのがこの世界の通例だ。しかし、ティアラローズは婚約が破は棄きとなるためその必要がなくなった。

　今後の予定はすべてキャンセルとなる。




　なるほどと頷うなずき、アクアスティードは日程の提案をする。

「そうか。なら──……三日後で、どうだろう？」

「はい。よろしくお願いします」

「よかった。では当日、迎えに行くから待っていて」

　おそらく明日はアクアスティードとアレクサンダー国王の会談。さらに翌日は、ティアラローズが国王に呼ばれるだろう。

　ティアラローズのことを最優先に考えて、瞬しゆん時じにスケジュールをはじき出した。

　それに、準備をする時間も必要だ。隣りん国ごくの王太子と突とつ然ぜんのデートでは、ティアラローズも困ってしまう。




　顔を赤くしながらも、了りよう承しようの返事をするティアラローズはとても可愛いらしい。図書館の窓からそっと見ていた毎日が、幻まぼろしのように思えるほどに。

　──馬車に二人きりなんて、このまま連れ帰ってしまいたいな。

　思考回路がどんどん、彼女で溢あふれていく。

　自分はこんな性格だったろうかと苦笑しつつ、アクアスティードはティアラローズへと再び視線を向けた。

　赤く染まった頰ほおが林りん檎ごのようで、いつまで見ていても飽あきる気がしないなと……彼女に聞こえないくらい小さく呟つぶやいた。




　アクアスティードがそんなことを考えているとは、ティアラローズは露つゆほども思わない。

　そしてふと、疑問が浮かぶ。

　──続編でもあるこの世界には、続編のヒロインはいないのだろうか？

　ゲームの発売前に死んでしまったティアラローズは、まったく情報を持っていないため、存在していたとしてもわからないだろう。

　攻略対象者ですら、アクアスティードのみの発表だったのだ。ヒロインなど、とてもではないが情報が開示されていない。むしろ開示されない可能性の方が高い。

　あくまでメインは、攻略対象キャラクターなのだから。

　──アクアスティード殿下は、本当に私でいいのかな？

　今は自分に夢中なアクアスティードも、続編のヒロインが出てきたらその女の子に夢中になってしまうのではないだろうか。……ハルトナイツのように。

　そんな不安が頭をよぎり、ティアラローズの胸が不安に揺ゆれる。

「ティアラローズ嬢？」

「あ、いえ……。その、アクアスティード殿下が私を好いてくださっているのが、未いまだに信じられなくて」

　だって、続編にもヒロインがいるはずだから。──などとは、口が裂さけても言えないが。

　ティアラローズの不安が伝わったのか、アクアスティードは安心させるように微笑む。

　そして伸のばされた手が、ティアラローズの前髪に触れて髪を揺らす。

「そんなに疑われていたなんて、酷ひどいな。こんなにもティアラローズ嬢が可愛くて好きで仕方がないのに」

「……っ!!」

　ふわりと、アクアスティードの唇くちびるがティアラローズの額に落とされる。ほんの少しだけ触れたそれは、言葉以上にティアラローズの鼓動を加速させた。

「可愛い。……けど、残念。到とう着ちやくしたようだ」

　アクアスティードの唇が離れたのと同時に、馬車がゆっくりと止まった。

　そっと小窓から外を見れば、そこはティアラローズの屋や敷しきだった。どれだけタイミングを見計らったのかと、そう驚いた目で彼を見る。

　だが、アクアスティードは意味深に微笑むだけで何も言わない。

　顔を赤くしながらも、アクアスティードにエスコートされ屋敷へと戻もどったのだった。
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　卒業パーティーから二日後、ティアラローズは父親であるクラメンティール侯爵と共に国王へ謁えつ見けんするため登城した。

　応接室へと通され、声がかかるのを待つ。落ち着いたアイボリー色で統一された室内は、とても上品だ。

　滅めつ多たに国王と会うことなどないティアラローズは緊張し、朝から表情を堅かたくしていた。失礼のないように髪を整え、ドレスは清せい楚そな落ち着いた色合いのものを選んだ。

　自分は悪くないとは思っていても、王太子であるハルトナイツに婚約破棄を言いい渡わたされ、国外追放を告げられたのだ。

　もしかしたら、卒業パーティー後にゲーム補正があったかもしれない。

　──登城した途と端たん、騎き士しに取り囲まれて牢ろう屋やに……という考えも脳のう裏りをよぎった。

　もしかして、今からでも自力で逃げた方がいいのだろうかと考える。

　どんどんとマイナス方向へと思考が落ちていき、ティアラローズの顔は曇っていく。

「どうしたんだ、ティアラ。心配せずとも、私が傍にいる」

「お父様……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ティアラには、今回辛つらい思いをさせてしまったね。よかれと思っていた殿下との婚約が、逆にティアラを傷つけてしまうとは」

「いいえ。わたくしは気にしておりません」

　怒りをあらわにして顔を歪ゆがめる父親に、ティアラローズは慌あわてて「大丈夫」だと告げる。

　誰だれが見ても明らかなほどに、クラメンティール侯爵は娘を溺でき愛あいしている。この国の貴族であれば、知らない者はいないのだ。

　父を攻略するなら、先に娘を攻略するのがいい──。そんな馬ば鹿かなことを言いだす貴族もいたほどに、有名な話だった。

「まぁ、いい。婚約期間に、殿下の本ほん性しようがわかってよかったというものだ。あんな輩やからに、私の可愛いティアラを嫁とつがせるわけにはいかないからな」

「…………」

　ふんと鼻息を荒あらくし、ハルトナイツがいないのをいいことにいろいろと口にする。

　ここは屋敷ではなく、王城であることを父は理解しているのだろうか……。ティアラローズは焦あせるが、この国の権力者である父に言っても無む駄だだろうと口は開かなかった。

　女官の用意した紅茶を口にして、運命の時を待った。
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　赤く豪ごう華かな絨じゆう毯たんは、ティアラローズの足音をいとも簡単に吸収する。

　長い廊ろう下かの壁かべは色とりどりの花や、歴代の王たちの肖しよう像ぞう画がで飾かざられている。現在の国王はハルトナイツの父親でもあるアレクサンダーだ。

　その隣となりには、きっとハルトナイツの肖像画が飾られるようになるのだろう。




　──でも、どうしてこんな所に来たのだろうか？

　国王に呼ばれ、父親と一緒にこの場所へと連れてこられた。

　歴代の王たちの肖像画が飾られるこの廊下は、王宮の奥おくまったところにあり、滅多に人がくることはない。加えて、立ち入るには王族の許可が必要な場所だ。

　まったく理由がわからず、ティアラローズは不安に首を傾かしげる。

「……歴代の王たちの後を追い、今は一番後ろに私の肖像画が飾られている」

「ええ。もちろん存じていますよ」

　ゆっくりと口を開いた国王に相あい槌づちを打つのは、クラメンティール侯爵だ。

　先ほどまでの父親の顔ではなく、王の片かた腕うでと称しようされている宰さい相しようの──ラピスを賜たまわった侯爵としての顔がそこにあった。

　国王は壁のあいたスペースに手をついて、どこか遠くを見ている。そこにはいずれ、王太子であるハルトナイツの肖像画が飾られる。

「ティアラローズ嬢は、ここへハルトナイツと来たことがあるね」

「は、はい。幼い頃ころに、一度だけ……」

　いくつの頃だっただろうか。学園へ入るよりも、ずっと前。

「確かあれは……私とハルトナイツ殿下が十歳さいの時でした」




　十六歳のティアラローズとハルトナイツが婚約をしたのは、互たがいが六歳だった十年前。その後何度か両親を交えて会いはしたが、二人で遊ぶというようなことはなかった。

　初めて幼い二人が手をつなぎ、無む邪じや気きにお城を探検したのが十歳の時。

　その際に、ハルトナイツがティアラローズをこの回かい廊ろうへ連れてきて、王たちの肖像画を見せてくれたのだ。

　自分の父親であるアレクサンダー国王の肖像画を自じ慢まんし、さらにその隣には自分の肖像画が並ぶのだと胸を張って誇ほこっていた。

　あの頃は可愛かったのに、どうしてあんなお馬鹿に育ってしまったのですかハルトナイツ様。と、言えたらティアラローズはどんなに楽だっただろうか。




「……ここに、自分の肖像画が飾られるのだとはしゃいでいたかい？」

「は、はい。陛へい下かのことも、とても誇らしげにお話しくださいました」

「そうか」

　国王は目を細め、懐なつかしそうに口元を緩ゆるめる。幼い頃のハルトナイツのことを思い出しているのだろうと思い、ティアラローズはそれ以上何も言わずに控ひかえる。

　国王はゆっくりティアラローズへ向き直り、まだ見ぬ肖像画の場所に手を触れた。

「だが、ここにハルトナイツの肖像画が飾られることはない」

「え──……？」

「ティアラローズ嬢。この度たびは、愚ぐ息そくが大変申し訳ないことをした。すまなかった」

「……っ！」

　謝罪の言葉と共に、深く腰を折った。国王が、ティアラローズへ深々と頭を下げた。

　肖像画を飾らないということは、ハルトナイツから王位継けい承しよう権けんを剝はく奪だつするということだ。

　その事実に息を吞み、しかし何を言えばいいかわからず父に目をやる。が、その瞳はすべてを承知していることを物語っていた。

　──お父様が、今日のことをご存じないはずなかった……。

　でも、今はそんなことを気にしている場合ではない。

「陛下、お顔をお上げください！　陛下がわたくしに謝あやまる必要など、ございません!!」

　王族の、しかも国王陛下に頭を下げさせるなど──たとえ国王が悪くとも、ティアラローズは是ぜとしない。慌てて顔を上げるようにお願いするが、しかし国王はすぐには顔を上げず、ゆっくり十秒は待ってから視線を戻した。

「寛かん大だいな心、感謝する。……今回の件、詳細はこちらでしっかりと調べさせた。ティアラローズ嬢には本当に辛い思いをさせた。本当に、申し訳ない」

「いいえ。わたくしこそ、もっとハルトナイツ殿下とお話をすればよかったのです」

「本当に、話せば話すほどティアラローズ嬢は息子むすこにはもったいないな」

　ハルトナイツに歩み寄ろうとしなかった自分も悪いのだと、自分自身にも非があるのだと国王へ伝える。

　横で父親がそんなことはないという顔をしているが、今は気にしている場合ではない。

　そして国王の言った言葉について尋ねる。

「あ、あの……」

「うん？」

「ハルトナイツ殿下の肖像画をここに飾らないというのは……」

「本当だ。ここにハルトナイツは相応ふさわしくない」

　さすがにそれでは、罰ばつが重すぎるのではないか。ティアラローズはそう考えるが、国王の意思は堅いようで翻ひるがえすことはない。

　一いつ介かいの貴族の、しかも小娘であるティアラローズの意見が国王に聞き入れられるとは思えない。

　しかし、ティアラローズは今回の被ひ害がい者しやだ。本人が必要ないと主張しようとしているのだが、国王も父親も厳しい表情を崩くずしはしない。

「わたくしもハルトナイツ殿下も、まだ十六です。特にハルトナイツ殿下は、これからご成長されるでしょう」

「……本当に優しいのだな。パーティーであれほどのことを言われたというのに、まだ息子を気にかけてくれるのか。だが、これは私の決定だ。覆くつがえすことは、決してない」

「……かしこまりました。わたくしは、陛下のお心に従います」

　何度も国王に進言するのは、失礼にあたる。ティアラローズは了承の旨むねを伝え、国王へ礼をとった。この話はもう終わりでいいと、そう意思を示したのだ。

　ほかの決定事じ項こうに関しては、後ほど屋敷で父親に確かく認にんをすればいい。忙いそがしい国王の時間を、ティアラローズばかりが独どく占せんするわけにはいかない。

　しかしそんな気き遣づかいもむなしく、国王は続けて口を開く。

「時にティアラローズ嬢。アクアスティード王子のことはどう考えているのだ？」

「えっ!?」

　ティアラローズは突然の問いかけに、思わず声をあげてしまう。慌てて口元を押さえるが、後の祭りだ。かなり動どう揺ようしてしまった。

　加えて、不意打ちのようなその質問に、ほんのりとティアラローズの頰が染まる。




　──どうしていきなりそんな話になるの!?

　もちろん、アクアスティードのことは好きに決まっている。前世でキャラクターイラストを見たときから狙ねらっていたのだ。嫌いなはずがない。

　遠くから眺ながめていた以前に比べて、今はとても距きよ離りが近い。そのため、どう反応すればいいのかわからないときもある。

　もしかして、続編のゲームが始まっているのかもしれないと──そんな考えが、脳裏をよぎったこともあったほどだ。




　慌てて父親へと視線を向ければ、「そうだなぁ」と頷いている姿が目に入る。国王を止めて欲しかったのだが、無理だと悟さとる。

「私はティアラの意思を尊重するが、アクアスティード殿下はもうすぐ帰国なさるからな。正直、どう思っているんだ？」

「お父様……。アクアスティード殿下は、わたくしにはもったいないお方ですわ」

「ふむ。つまり、嫌いではないということか」

　控ひかえめなティアラローズの言葉を汲くみ取とって、クラメンティール侯爵はいい笑顔で頷く。隣では国王も「ほぉ……」と、嬉しそうに声を出して笑った。

　──なんだか、二人共とっても楽しそうなのだけれど。

「ティアラローズ嬢とハルトナイツの婚約は、正式に破棄されている」

「そして、アクアスティード殿下からは、正式に婚約の申し込みをいただいている」

「……っ!!」

　あまりにも早い展開に、思わずよろめいてしまう。正式に婚約を破棄するだけでも、通常は一ヶ月以上の時間が必要だというのに。

　それが、即そく日じつ。どれだけ迅じん速そくに処理を進めたのだと叫さけびたい衝しよう動どうにかられた。

　しかも、父親が告げたのは正式な婚約の申し込み。間違いなくアクアスティードが裏で手を回して婚約破棄を行ったのだが、ティアラローズはそんなことに気付かない。

「正直、私はハルトナイツよりもお似合いだと思ったんだ。卒業パーティーのあの場で、ティアラローズ嬢を庇かばい、前を見み据すえたアクアスティード王子はよき王になるだろう」

「そして何よりも、ティアラのことを好いてくださっている。ティアラがよければ、このまま話を進めるが……。まぁ、すぐに決めろなどとは言わないし、アクアスティード殿下もお待ちくださるそうだ」

　どこか楽しそうな父親と国王の様子に、どっと疲つかれてしまう。……もちろん、アクアスティードの申し入れはこの上なく嬉しいと思うけれど。

「……お心こころ遣づかい、感謝いたします。わたくしが今お返事をしても、アクアスティード殿下はよしとされないでしょうから。改めて、お話しさせていただきます」

　続けるティアラローズの言葉に、「もちろん」と父親は頷いた。

　時間がないため先に婚約の申し入れこそしているが、それはクラメンティール侯爵への誠意だ。決していい加減な思いではないのだと、行動で示している。

　そんなアクアスティードの姿勢も、クラメンティール侯爵には好印象だった。

　国王も大きく頷き、「幸せになってくれ」と言葉を贈おくった。

　まるで自分の娘を思うようなその言葉に、ティアラローズは胸が熱くなる。

　よき王であるアレクサンダーが治めるこの国とは、きっと離れることになるだろう。

　まだ婚約の返事をしてはいないが、ティアラローズはそう思った──……。
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　国王との面会は無事に終わり、ティアラローズは自室でぐったりとしていた。

　夕飯のデザートには大好きなケーキを食べて、紅茶を飲んだ。入浴もいつも以上にゆっくり時間をかけたので、体はほかほかで気持ちがいい。

　可愛らしい装飾品とレースの多い部屋は、ティアラローズのお気に入りだ。家具は木製を好んで使っているため、全体的に柔らかい雰囲気に仕上がっている。

　ソファには、いつでもゆっくりできるように大きなクッション。それをきゅーっと抱きしめて、もふもふとした感かん触しよくを楽しんでいた。

「……でも、これでゲームは終わりよね。この後は、普ふ通つうの生活になるのかしら」

　首を傾げてみるが、しかし答えはわからない。

　国外で生活するつもりだったけれど、このままではアクアスティードに嫁ぐという可能性が高そうだ。




　──でも、アクアスティード殿下は続編のメインキャラクターだ。

　自分が正せい妃ひに選ばれるという未来が、どうしても思おもい描えがけなかった。

　どうしようと、くるくる頭の中で悩みが混ざっていく。ゲームのこと、自分のこと……アクアスティードのこと。

　彼のことを考えると、どきどきした。

「……やだ、わたくしったら。確かに、アクアスティード殿下の公式情報が出た時は、好みのキャラクターだったからはしゃいだけど」

　懐かしいなと思い返しつつ、プレイ前に死んでしまったことがやはり悔くやまれる。




　ティアラローズとしてこの世界に生を受けて、今まで生きた記き憶おくがある。

　日本人として、生活していたプレイヤーの記憶がある。




　両方の記憶があるなんて、不思議。そう思いつつも、彼女はティアラローズであり、ただの恋する女の子でもあるのだ。

「そういえば、ヒロインのアカリ様もアクアスティード殿下のことがお好きみたいだったな……」

　このゲームの攻略キャラクターではないのに、どうしてアクアスティードへ走りよったのかがいまいちわからなかったのだ。

　──もしかして、権力が好き？

　そうであれば、彼女がとった行動にも納なつ得とくは出来る。アクアスティードやハルトナイツ本人ではなく、王太子という身分に魅み力りよくを感じている可能性も十分ある。

「ううん。でも、そんなヒロインは嫌いやだなぁ」

　仮にも、自分だって前世ではヒロインプレイヤーとしてこのゲームをプレイしていたのだ。もやっとしてしまう気持ちが胸の内に込み上げた。

「……とりあえず、今日はもう寝ねてしまおう」

　そう自分に言い聞かせ、寝しん室しつへ向かおうとしたとき、コンという軽い音に足を止めた。

「──え？」

　いったい何の音だろうかと、部屋の中を見み渡わたす。

　飾ってある絵画がずれてしまったとか、小物が倒たおれてしまったのだろうと思っていたけれどそんな様子はない。

　原因がわからず首を傾げていると、もう一度コンという音がした。今度ははっきりとその音源がわかり、ティアラローズは窓へと向かう。

　──誰かが小石でも投げていたずらをしている？

　どうやら窓に何かが当たっているらしい。不ふ審しん者しやだったら直すぐに人を呼ぼうと決めて、ティアラローズはそっと窓から外を見る。

「……え？」

　──アクアスティード殿下？

　窓の外にいたのは、卒業パーティーで自分に求婚をした張本人、アクアスティードだった。

　どうして隣国の王太子がこんなところにいるのだとか、護衛もつれていないのだとか、気になることはたくさんあったけれど──それよりなにより、胸が高鳴った。

「アクアスティード殿下！」

「こんばんは、ティアラローズ嬢。今夜は月が綺き麗れいですね」

　ティアラローズを助けてくれた時と同じ優しい笑顔で、挨あい拶さつをされる。すぐさま淑しゆく女じよの礼を返すが、頭の中は大混乱だった。

　どうして、なぜ、彼がここにいるのか。もちろん、会いに来てくれたということはわかったけれど、こんな嬉しいイベントは乙女ゲームにだってなかったのだ。

　にやけないように、両手で必死に頰を押おさえた。

　窓を開けてバルコニーに出れば、アクアスティードはすぐ横にある木を登り、ティアラローズの下までやってきた。

　出来るだけ冷静に対応しなければと、体が緊張する。

「ど、どうしてこのようなところに、しかもお一人で……？」

「いきなりで申し訳ない。でも、どうしてもティアラローズ嬢にお見せしたいものがあってね。さすがに、夜の訪問はクラメンティール侯爵も許してはくれないだろう？」

　だから、そっと忍しのび込こんできたという。さすがにそれは、マナーがいいとは言えないのではないだろうか。

　戸と惑まどいつつアクアスティードを見れば、「部屋に入れてなんて言わないから」と微笑んだ。

「いきなりだったことは、もちろん謝罪させていただく」

「いえ、そんな……」

　これ以上、王族に頭を下げられては身が持たないのではないかと思う。どうしてこんなにも、みんな頭を下げるのか。

　許されたことにほっとしたアクアスティードは、すぐに本題へ入った。

「ティアラローズ嬢は、妖よう精せいの星祭りを知っている？」

「もちろんです」

「よかった。今日は、それを見せたくて来たんだ」

　──え？

　アクアスティードの言葉に、ティアラローズの頭が一いつ瞬しゆん真っ白に染まった。




　妖精の星祭り。

　ゲーム『ラピスラズリの指輪』のエピソードで、ヒロインが親密度の一番高いキャラクターと見ることの出来るイベント。




　空一面にきらきらと星が降りそそぐそれは、幻げん想そう的で乙女の夢がたくさん詰まっている。麗うるわしいスチルはファンにとても人気があった。

　──でも、それを一緒に見ることが出来るのはヒロインと攻略対象者だけのはず。

　間違っても、続編のメインキャラクターであるアクアスティードと体験できるイベントではないはずだ。

　それに、一番の問題として……今日は、妖精の星祭りイベントの日ではない。

「ええと、今、ですか？」

「時期ではないけれど、妖精の力を借りてね」

　にこりと微笑んで、アクアスティードはバルコニーの手すりを背にして夜空を見上げる。

　アクアスティードの祖国マリンフォレストには、森、海、空の妖精が暮らしている。その妖精たちが年に一度、夏の日の夜に星を降らせるのだ。

　見ることが出来るのは基本的にマリンフォレスト王国ではあるのだが、ラピスラズリは隣国にあたるので場所によっては見ることが出来る。それが、ゲームのイベント。

　──妖精が力を貸すなんて、すごい……。

　やはりゲームのキャラクターということもあり、アクアスティードはそつなく何でもこなすのだ。整った容姿も、優ゆう秀しゆうな頭脳も、抜ばつ群ぐんの運動神経も。

　どんな人だろうと何度もイラストを見て想像した。彼はまさに、ティアラローズにとって理想の王子様だ。

　今はそのすべてが、自分へと向けられている。

　アクアスティードのダークブルーの髪は夜に溶けるようで、どこか儚はかない。けれど金色の瞳は真まっ直すぐにティアラローズを見つめてくるから、隙すきがない。

　これで、どきどきしないなんて、そちらの方がどうかしている。

　そんなに見つめないで欲しいと、願うように思う。

「妖精よ──……」

　アクアスティードが右手を上げると、さぁっと心地よい風が吹ふく。彼の声に呼応するかのように、さわさわと木々も揺れた。

「ティアラローズ嬢、お手を」

「……は、はい」

　すっと、アクアスティードの左手が差し出され、ティアラローズはゆっくりと自分の手を重ねる。

　引き寄せられ、バルコニーの手すりを背にする形で隣に並ぶ。

　どきどきして、薄うす手でのカーディガンをきゅっと握にぎりしめる。そうすれば、「寒いでしょう？」と、アクアスティードが自分の上着をそっと羽織らせてくれた。

「女の子が、こんな遅おそくに薄うす着ぎはいけないからね」

「あ、ありがとうございます……。ですが、これではアクアスティード殿下がお風か邪ぜを引かれてしまいます」

　気遣いはとても嬉しいのだが、相手は王太子。ティアラローズよりも、よほど風邪を引いてはいけない人物なのだ。

　頑張って気を遣ってみるが、アクアスティードは首を振ってそれを受け付けはしない。自分の愛しい女性が寒そうにしていて平気な男が、どこにいるだろうかとその顔が告げている。

「私は鍛きたえているから大丈夫。心配なのは、ティアラローズ嬢の体調だけだ。疲れてもいるだろうに、強ごう引いんでごめんね？」

「いいえ。わたくしは、えと……嬉しいですから」

　申し訳なさそうに言うアクアスティードに、正直に言葉を返す。これは気遣った言葉ではなく、本心だ。

　アクアスティードのキャラクターは大好きだったのだ。求婚されるという展開に加え、妖精の星祭りイベントを一緒に見ることが出来て、嬉しくないはずがない。

「ティアラローズ嬢……」

「は、はい──？」

　そっと口元を押さえて、ティアラローズの名前を呼ぶ。戸惑いつつも返事をすれば、彼の視線が彼女を捕とらえる。

　大きく息をはいて、アクアスティードは彼女の肩かた口ぐちに少しだけ頭を寄りかからせる。体重はかけずに、ほんの少しだけ、触れるかもしれないというもどかしい距離。




「──どうしよう、ティアラローズ嬢。……私も、すごく嬉しい」

　ティアラローズの言葉をそのまま受け取ったアクアスティードは、嬉しいのが自分だけではなかったということに安あん堵どした。

　嫌でなければいいなと思っていたのに、嬉しいと言ってもらえるなんて。これは、張り切らないわけにはいかないだろう。

「あ……っ！　わたくし、その……」

　どんな反応を返せばいいかわからないようで、ティアラローズはわたわたと手を振った。そんな姿は可愛いだけなのだけれど、彼女はそれに気付かない。

　耳まで赤くして俯うつむく姿を見て、申し訳ないと思いつつもくすりと笑ってしまう。頰が緩むのを、止められない。

　誤ご魔ま化かすように空へ視線を向けて、ティアラローズを誘ゆう導どうする。

「空を見てごらん」

「そら──……うそ、すごい。綺麗」

　彼女の口から漏もれた感かん嘆たんの声に、ほっとする。

　すべては、喜んでもらって笑顔が見たいというアクアスティードの考えだ。

　少しでも好きになってもらえたらいいという……下心もありはするけれど。

「よかった」




　妖精の星祭り。

　ゲームと違い、実際はこんなにも感動出来るイベントだったのか。その幻想的な美しさに息を吞み、夢中で夜空を見上げた。

　雲がとても速く動き、カーテンがさっと開くように星たちを見せる。雲のなくなった夜空では、踊るように星が流れた。

　流れ星とも少し違う。くるくると回るように、ぴかぴかと点てん滅めつするように。まるで星たちが互いに会話を楽しんでいるような、そんな光景が眼がん前ぜんに広がっていた。

　──これを、アクアスティード殿下が行ったというのだろうか。

　そうだとしたら、すごいという一言につきる。人間が出来るとは思えない所業を、彼は自分のためにしてみせてくれたのだ。

「すごい、すごいです。アクアスティード殿下……っ！」

　ぱっと、横にいるアクアスティードへ笑顔で話しかける。

　星空がすごいです、と。けれど、そんな星空よりも、優しく嬉しそうに微笑むアクアスティードに驚いた。

　彼の笑顔が、イベントスチルとかぶったのだ。星降る夜空を背景にして、そっとこちらに手を伸ばそうとしている瞬間。それが、スチルの各キャラクター共通項こう目もくだった。

　まさに今、彼はティアラローズに手を伸ばしていた。もちろんその手はそのまま伸ばされて、優しく彼女の髪を撫なでる……。

「あ……っ」

　甘い吐と息いきが、ティアラローズから漏れる。髪に触れられて、ぴくりと肩が揺れた。

　すべてを包み込むようなアクアスティードの大きな手に触れられたところが、くすぐったい。

「ティアラローズ嬢に気に入っていただけて、よかった」

　アクアスティードは、嬉しそうに微笑む。

　宝物を扱うように、優しく、丁てい寧ねいに。甘い蜜みつのようだと、ティアラローズは思う。

　視線が絡み合うように重なって、視界にはアクアスティードの金色の瞳しか映っていない。




　静かな夜空の下で、どきどきと心臓の音だけが聞こえるようだ。

　──どうしよう、吸すい込こまれてしまいそう。

　何か言わなければと思うのだけれども、何も言葉が出てこない。

　自分のためだけに、星を降らせてくれたアクアスティード。喜んでもらえたことが嬉しいと笑うアクアスティード。

　だから、気付いた時には言葉が出ていた。

「アクアスティード殿下。もしよろしければ、紅茶を淹いれさせてください。私のお気に入りを準備します」

「ティアラローズ嬢……。さすがにそれは、ご遠えん慮りよします」

　初めに部屋へ入らないと告げたのは、アクアスティードだ。誘われたからといって、はい喜んでというわけにはいかない。

　ティアラローズもそれに気付き、恥ずかしくなる。自分から部屋に男性を招き入れるなんて、令嬢のしていいことではない。

　──はしたないと、思われてしまったかしら。

　けれど、一度誘ってここで引くのもなんだか寂さびしい。そう思い、室内の中でなければという考えが脳裏をよぎる。

「なら、ここはどうでしょう？　わたくし、ティーセットを持ってきます」

「そこまで言われては、受けないわけにはいかないね。ぜひ、お願いするよ」

　くすりと笑い、アクアスティードは了承する。

　彼女との仲を接近させたいのだ。断る理由なんて、なにもない。




　急いで自室へと戻り、いつでも飲めるように用意されているティーセットの準備を始める。もちろん、スイーツを準備することも忘れない。

「ええと、紅茶と、マドレーヌにしよう。それからマカロン。少し冷えるから、蜂はち蜜みつを入れてみよう」

　侯爵令嬢とは思えないなれた手つきで、整えていく。

　アクアスティードに喜んでもらうことを考えながらだったため、あっという間に支し度たくが終わった。

「お待たせしました、アクアスティード殿下。寒くないですか？　何か羽織れるものもご用意しますね」

　すぐにもう一度戻ろうとするが、アクアスティードに不要だと断られる。ならばせめて上着を返へん却きやくしようとするも、「着ていて欲しい」と言われてしまう。

　……実はさきほどから、アクアスティードの香かおりが気になって仕方がないのだ。

　自分の匂においではない服になれなくて、そわそわしてしまう。

　ごまかすように紅茶を差し出して、ティアラローズはバルコニーの奥に設置してあるソファをアクアスティードに勧すすめる。

「こんな場所があったんだね」

「はい。晴れた日は、ここでよく読書をしているんです」

　このバルコニーは、ティアラローズの自室に繫つながっている。しかし、角部屋になっているため同じようにバルコニーもくの字型に設置されているのだ。

　角を曲がってしまえば、部屋からは見ることの出来ない秘密の空間が出来上がる。

「なんだか、いけないことをしている気分になる」

「……っ!!」

　二人並んで座ると、アクアスティードがそっとティアラローズの肩を抱き寄せた。

　寒いから、紅茶を飲みながら少し雑談を。そう考えていたので、あまりにも急な甘い展開にどうしたらいいのか頭が真っ白になる。

　──やだ、恥ずかしい！

　こういう時にどうすればいいかなんて、ティアラローズにはわからない。

　きっと自分も寄より添そうのが正解なんだろうが、まだ婚約者でも、ましてや恋こい人びと同士でもない。

　──本当に、いけないことをしているみたい。

　恥ずかしさか、緊張か。はたまたその両方だろうか。ふるふると震ふるえるティアラローズに、アクアスティードは優しく耳元で囁く。

「これが、ティアラローズ嬢のお気に入り？」

「あ、はい……。アクアスティード殿下のお口に合えばいいのですが」

「いただくよ」

　そっと紅茶に口をつけて、「美お味いしい」と褒ほめてくれる。

「これは、蜂蜜かな？」

「そうです。体に優しいから、好きなんです」

　蜂蜜はスイーツに合い、喉のどにもいいので重宝している。

　用意したマドレーヌとマカロンを勧めようとして、しかし現在の時刻を思い出して口を噤つぐんでしまう。この時間に、甘いものを出すのはどうだろうかと。

　ティアラローズ自身は構わず食べるのだが、アクアスティードは夜に甘いものを食べないような気がしたのだ。

　しかし彼に、視線でどうしたの？　と、問われてしまう。

　こんな夜よ更ふけにお菓子を勧めるなんて、どう思われてしまうだろうか。どれだけお菓子を食べるんだと、あきれられてしまわないだろうか。

「マドレーヌとマカロンを用意したんですけど、もう遅い時間だったのを思い出して……。アクアスティード殿下は、このような時間にお菓子を召めし上あがったりはされないですよね？」

「ああ、そんなこと……。ティアラローズ嬢が用意してくれたんだから、もちろんいただくよ」

　ティアラローズが手に持っていたマドレーヌを受けとって、アクアスティードはそのまま口に含む。しっとりとしていて、蜂蜜が入った紅茶によく合う。

　──無理してないかな？　大丈夫かな？

　すぐに食べたのを見て、気を遣われているのではと心配になってしまう。けれど、美味しそうにしている姿を見て、気に入ってもらえたのは確かだと安心する。

　スイーツは、食べる人を幸せにするのだ。

　誰かと一緒であれば、それはさらに倍増していく。

「よかった。わたくし、マドレーヌも大好きなんです。ふわっとしているのに、どこかしっとりしていて。紅茶にも、ココアにも、色々な飲み物に合いますから。いつもここで新作のスイーツを試ためしたりしながら読書をしていたんです」

「ティアラローズ嬢は、本当にお菓子と本が好きだね」

「あ……。すみません、わたくしったら。はしたないですわね」

　口元に手を当てて笑うアクアスティードを見て、やらかした！　と、後こう悔かいする。

　スイーツが大好きすぎて、実は喋しやべり始めるとなかなか止まらなかったりするのだ。アクアスティードに引かれてしまっただろうか。

　というよりも、なぜ隣国の王太子にこのようなお菓子トークをしてしまったのかと悔やまれる。

　もちろんそれは、アクアスティードが好意的だからつい甘えてしまうということ。ゲームのキャラクターなので、普通の人よりも親近感があるからだろうが……。

「そんなことはない。お菓子のことを話すティアラローズ嬢はとても可愛いし、ずっと聞いていたいくらいだ」

「うぅ、そんなに甘やかさないでくださいませ……」

　もっと話してもいいよと、ティアラローズを覗く金色の瞳が語りかけてくる。

　けれど、そんなことをしてしまうと止まれる保証がない。

　ティアラローズの大好きだった乙女ゲームとスイーツ。しかし乙女ゲームは、この世界では絶対にプレイできないのだ。

　スイーツにティアラローズの比重が偏かたよってしまうのは、致いたし方ない。

　──もしかしてもしかしなくても、アクアスティード殿下はスイーツよりも甘いのかもしれない……。

　いや、間違いなく砂糖菓が子しよりも極ごく甘あまに違いない。今の段階でこれだけ甘いのだから、結婚なんてした日には溶かされてしまいそうだ。

　頭に浮かんだ結婚ということばに、知らずと頰が染まっていく。ちらりとアクアスティードへ視線を向ければ、いつでも微笑みが返ってくる。

　間違いなく、蜂蜜よりも、砂糖よりも、ずっとずっと甘い。




　そんなティアラローズを楽しそうに見つめるのは、もちろん金色の瞳だ。




　──耳まで赤くして、可愛い。

　もっともっと甘やかして、彼女の思考を自分でいっぱいに染め上げたい思いに駆かられて仕方がない。

　早く、私の腕の中に落ちてきて。可愛い人……。
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　アクアスティードからデートに誘さそわれた当日。

　ティアラローズは早くから起き床しようし、侍じ女じよのフィリーネによって丁てい寧ねいに支し度たくを整えられる。

　行き先を聞いていないため、しっとりとした落ち着いた色合いの、どこへ行っても恥はずかしくないドレスを用意した。

　髪かみはハーフアップにされ、マリンフォレスト特産である珊さん瑚ごの髪かみ飾かざりを付けられる。さすがにこれはやりすぎではとティアラローズが伝えるも、フィリーネは聞き入れない。

　卒業パーティー以降、フィリーネの中でハルトナイツは抹まつ殺さつされたのも同然の扱あつかいとなっていた。

　誰だれかがハルトナイツのハの字でも発しようものならば、「あんな男！」と怒りだし、ハルトナイツがティアラローズに何をしたのか細かく説明していったのだ。

　そのため、屋や敷しきの者は誰も止めようとはしない。

　……フィリーネの活かつ躍やくにより、この屋敷の使用人は全員がハルトナイツにいい感情を抱いだいていないのだ。

「これじゃあ、アクアスティード殿でん下かがいらしたらどうなるのか……」

　ハルトナイツはまぁいいとしても、問題はアクアスティードだ。

　アクアスティードは、屋敷の者たちに崇あがめられていると言っても過言ではない。

　フィリーネにとって、ティアラローズを卒業パーティーの場で助けた彼はまさに王子様であり、ヒーローなのだ。

　ハルトナイツよりもアクアスティードと結けつ婚こんした方が絶対に幸せになれると、口をすっぱくして伝えてくる。それはもう、耳にタコが出来るほどに。




「まぁ、そんなに待ち遠しいんですか？」

「フィリーネ。貴女あなたが一番落ち着いていないわね」

　嬉うれしそうに、にやにやしながらフィリーネがティアラローズに話しかける。けれど、どちらが落ち着いていないかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「まぁ！　そんなことございませんわ。わたくし、ティアラローズ様が大切ですから。あの馬ば鹿か殿下から救っていただけて、とってもよかったと思っていますの！」

　使わなかったアクセサリーを別室へ片付け戻ってきたフィリーネは、すぐさま嬉しさをあらわにする。本当にハルトナイツとアカリが嫌きらいだったということが、よくわかる。

「まぁ、もうあの馬鹿殿下の話はやめましょう！　気分が悪くなりますもの」

「…………」

　話題にしたのはフィリーネだと言うのに、そんなことはすっかり忘れてしまったようだ。

　主人であるティアラローズを妹のように思い、幸せを願っているフィリーネとしては、この結婚を逃のがすべきではないと考えている。

　好きな男性の下に嫁とつぐのが一番幸せになれる。もちろん、貴族に生まれたからにはとても難しいことだけれども……。

　フィリーネの目から見ても、ティアラローズがハルトナイツに好意を寄せていなかったのは明らかだった。

　アクアスティードの前では、ハルトナイツの時と全く違う反応をする。

　顔を赤くして、可か愛わいく笑う。自覚はないかもしれないが、好意を持っているのだということは誰の目にも明らかだった。

　さらに、卒業パーティーから帰ってきたティアラローズは顔を赤くして……しばらくぼうっとしていた。

　アクアスティードのことを考えているに違いないと、確信したのだ。




「あ！　アクアスティード殿下がいらっしゃったようですよ、ティアラローズ様」

　窓から馬車を見付けて、フィリーネが嬉しそうに報告をする。豪ごう華かな馬車が見えるだけで、本人の姿を見ていないのにティアラローズの胸はどきどきと鼓こ動どうを速くした。

　王太子であるアクアスティードを待たせるわけにはいかないので、すぐに階下へ向かい、出で迎むかえの準備をする。

「ティアラローズ様、もしお帰りにならない──なんてことになったら、わたくしアリバイ作りに協力しますわね！」

「もう、何を言っているのフィリーネ！　ちゃんと帰ってきます!!」

　──なんて恥ずかしいことを口にするの！　もう!!

　口元に手を当て楽しそうにするフィリーネに見送られ、アクアスティードと出かけた。
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「わあぁ……！　こんな場所があったなんて、知らなかったです」

　アクアスティードにエスコートされ、馬車で向かった先は郊こう外がいの少し小高い丘おかの上にある花畑だった。色とりどりに咲さき乱みだれる花々は、二人を優やさしく歓かん迎げいしてくれた。

　春が近いこの季節は、夜にはまだ冷えるが日中は日差しがとても暖かいのだ。外でデートをすることも、女性に人気だ。

「気に入ってもらえたようで、よかった」

「ありがとうございます」

　──こんな素す敵てきな場所があったなんて知らなかった。

　素敵なデートスポットに見えるから、ゲームで出てきてもよさそうなのに。

　知らなかったことをもったいないと思いつつも、しかしアクアスティードと初めて一緒に見られたことを素す直なおに喜んだ。

「紅茶の用意をさせるから、少し休もう。馬車に乗っていたから疲つかれただろう？」

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

　大きな木の下に、敷しき物ものが敷しかれお茶が準備されているのが目に入った。

　まったく気付かなかったティアラローズだが、王族付きの女官は貴族の侍女と優ゆう秀しゆうさが違う。主人に気付かれることなく、場のすべてを整えていくのだ。

　離はなれたところに停とめられた馬車の下には、女官や従者が控ひかえている。そして護衛を務める騎き士しがいるのだ。

　こんなにも優ゆう雅がにエスコートをされるとは思ってもいなかったため、緊きん張ちようしてしまう。

　ハルトナイツとはこのようなデートをしたことはなかった。つまり、今日はティアラローズにとって……初めてのデートだ。

　とくんと、無意識に胸が高鳴ったような気がした。

「お手をどうぞ、ティアラローズ嬢じよう」

「アクアスティード殿下……。ありがとうございます」

　手を差し出されたので、そっと自分の手を重ねる。そのまま敷物へ案内されて、ゆっくりと座る。

　ふわふわした草の上に敷かれているため、座り心地ごこちがよい。

「寒くはないですか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。風も心地よくて、暖かいです」

「それはよかった。今日は、私が気に入っている紅茶を用意したんです。ティアラローズ嬢にも、気に入っていただけるとよいのですが……」

　アクアスティードはティーポットを手に取り、自らの手でティーカップへと注いでいく。

　まさか王太子自らが紅茶を淹いれるとは思わなかったため、とても驚おどろいたが、しかしそれと同時に気さくな彼が好印象だった。

　前世の記憶を持つティアラローズにとって、公務はともかく──プライベートまでかっちりしていたら息苦しいものになる。それだけは嫌いやだと、心の隅すみで思っていた。

　嬉しそうに笑いながら話すアクアスティードは、卒業パーティーの時とは違う雰ふん囲い気きをかもしていた。

　まるで、夜にそっと話をしたあの時のように距きよ離りが近い。

　公務とプライベートを、しっかりわけられるのだろう。

「おすすめはミルクなんですが、ミルクとレモンならどちらがお好みですか？」

「……ミルクを。冬や春先は、よくミルクを入れるんです」

「なら、同じですね。私もです」

　澄すんだ紅茶にミルクを入れ、アクアスティードがティアラローズへと差し出す。

　手に取れば、とてもいい香かおりが鼻をくすぐる。一口飲み、ほぅと息をついた。

　そして、お菓か子しを持ってきたことを思い出す。落ち着いた穏おだやかな雰囲気なので、うっかり忘れてしまうところだった。

「あ、そうでした」

「どうしました？」

　突とつ然ぜんのティアラローズの声にも、アクアスティードは優しく微笑ほほえむ。

　どこまでも甘いその様子に、こんなにも甘やかしてくれる人は父親以外にいなかったなと思う。

　持参したかごから、可愛くラッピングをされた包みを取り出した。

　ティアラローズの両手にすっぽり収まるそれに目を向け、それは？　と、アクアスティードが視線で問う。

　その表情には、予想していなかったと書いてあるようで……サプライズになったかなとティアラローズは少し嬉しくなった。

「クッキーです。私が焼いたものなので、アクアスティード殿下のお口に合うかどうかはわかりませんが……」

「ティアラローズ嬢が私のためにクッキーを？　もちろん、とても嬉しいよ」

　そっと差し出せば、アクアスティードが「いい匂においだ」と言いながら受け取ってくれた。

　前世のことを思い出したティアラローズは、いろいろなスイーツレシピも思い出したのだ。甘いスイーツを食べながら乙女おとめゲームをするのが好きだったため、作るのもお手の物。

　本当は、ケーキを焼きたかったのだが……今日の予定がわからなかったため、持ち帰ることも出来るクッキーにしたのだ。

　シンプルなプレーンと苺ジャムを使ったクッキーの二種類。ティアラローズが前世でお気に入りだった、さくさくのクッキーだ。

「……美お味いしい。まさか、こんなに美味しいお菓子を作られるとは知りませんでした」

　一口食べたアクアスティードが、驚きに目を見開く。そしてそれが自分のために作られたということが、美味しさを二倍にも三倍にもしているのだろう。

　気に入ってもらえたことにほっとしていると、アクアスティードに笑え顔がおを向けられた。

「？」

　もう一つクッキーを取り出し、今度はティアラローズの口元へとアクアスティードが持っていく。

「ほら、あーんして？」

「……っ！」

　──なななななな、なんっ！　アクアスティード殿下って、こんな人だったの!?

　いや、極ごく甘あまだということは夜のお茶会で嫌というほど自覚したけれども。

　口元にあてがわれたクッキーを見て、しかし口を開けられずにいた。

　異性からあーんなどされた経験はもちろんないし、どんな顔をして食べればいいのかもわからないのだ。

　しかし、王太子であるアクアスティードが差し出したものを食べないのは不敬ではないだろうか？　と、ぐるぐると頭が混乱していく。

「ほら」

「うぅ……」

　アクアスティードに見つめられながら食べるのがどうしても恥ずかしくて、しかし差し出されたのだからと……ティアラローズはぎゅっと目を閉じて小さく口を開いた。




　小動物のようなその姿に、アクアスティードはくすりと笑う。そのままクッキーをティアラローズの口に入れて、恥ずかしそうに食べるのを満足そうに見る。
















「……ん」

「…………」

　一いつ生しよう懸けん命めい食べて吐と息いきを漏もらすティアラローズに、どきりと胸が音を立てる。

　本当は自分がティアラローズをどきどきさせて、意識させようとしていたのに。でも、これはこれでとてもいいと思うのは、ティアラローズが愛いとおしくて仕方がないからだろう。

　──もう少し、踏ふみ込こんでもいいだろうか。

　自分の中に芽生える、ちょっとした悪戯いたずら心ごころ。

「食べる姿も可愛い。ねぇ、ティアラローズ嬢──よろしければ、ですが……」

「……？」

　何かを言おうとして、けれどアクアスティードは一度口を閉じる。しかしすぐに、自分の欲望を言葉にした。

　唇くちびるをティアラローズの耳元近くまで寄せて、逃にげられないように細い腰こしへそっと腕うでを回して抱き寄せる。




「ティアラと、お呼びしてもいいですか？」

「……はい。もちろんです、アクアスティード殿下」

　耳元で名前を囁ささやかれて、ティアラローズは初めて、名前を呼ばれることで胸が高鳴るということを知る。

　突然のことだったのに、まったく嫌けん悪お感かんはなかった。

　しかしそれ以上に、自分の耳元に寄せられた唇に、回された腕に、どきどきしてしまう。

　耐たい性せいがないので、恥ずかしくてどうにかなってしまいそうだ。何も考えられないほどに。

「嬉しいな。ティアラ、私のこともアクアと呼んで？」

　ハルトナイツに「ティアラ」と呼ばれても何も感じはしないのに、アクアスティードに名前を呼ばれるとどうしてこんなにも胸が熱くなるのか。

　自分のことも愛あい称しようで呼んでと微笑むアクアスティードに、しかしそれはあまりにも失礼じゃ……。そう考えるが、しかし、少し勇気を出してみようと思った。

　こんなにも好意を示してくれているのだ。

　とくんと、自分のものではないような心臓を落ち着かせることはもう諦あきらめて、隣となりに座るアクアスティードを見上げた。

「あ、アクア様…………」

「……！　──どうしよう。とても嬉しい、ティアラ」

「きゃっ！」

　男性を愛称で呼ぶなんて、ティアラローズは初めてだ。

　小さな声で震ふるえながらも名前を呼べば、今まで以上に嬉しそうに微笑んだアクアスティードに抱きしめられた。

　こんなに体が密着してしまっては、自分の心臓がどきどきしていることがばれてしまう。そう思ってぐいぐい押おし返かえそうとするティアラローズだが──あることに気付く。

　──アクア様も、とても……どきどきしてる？

　緊張しているのは、自分だけではないのだ。そう思うと、ティアラローズの心は羽根のように軽くなる。

　おずおずと、アクアスティードの背中に手を伸のばす。……が、やはり恥ずかしくなってすぐに解いてしまう。「残念」という、しかしとても嬉しそうな声が発せられた。

「や、やっぱり恥ずかしくて……」

　異性と触ふれ合あうことだって、もちろん初めてだったのだ。どうしたらいいかわからないし、恥ずかしくてアクアスティードを見られない。

　思わずぎゅっと目を閉じてしまうと、優しく髪を撫なでられた。

「──いきなりすぎたね、ごめん。でも、ティアラ。それじゃぁ、まるでキスをねだっているみたいだよ？」

「……っ!!」

　アクアスティードの言葉に急いで目を開ければ、ばっちり彼と視線が合ってしまった。目を細め、甘えるように微笑まれる。

「残念」

　──二回目の、残念。

　それほどまでに、この人は自分を求めてくれている。優しい微笑みをこれ以上向けられたら、どうなってしまうかわからない。

「もっとゆっくりデートを重ねようと思ったのに、駄だ目めだね。ティアラが自分の前にいるから、どうしても欲しくなる」

「ん……っ！」

　手を取られて、唇が優しく触ふれる。そのままアクアスティードの頰ほおへ導みちびかれて、まるで猫ねこのようにすりよられる。

「ティアラ、一つお願いをしてもいい？」

「は、はい。わたくしに出来ることでしたら」

「ありがとう。……クッキー、食べさせてくれる？」

　悪戯を成功させたような笑顔で、アクアスティードにクッキーを渡わたされる。まさかそんなお願いをされるとは思ってもみなかったので、思わず体を引いてしまった。

　しかし反射的にクッキーを受け取ってしまった手前、嫌だとも言えない。それに、お願いを聞くと約束してしまったのだ。断ることは出来ない。

　先ほど初めてあーんされるのを体験したばかりだというのに、次はあーんする方を体験するとはまったくもって考えていなかった。

　けれど、嬉しそうにあーんされるのを待つアクアスティードを見ると、しないという判断だけは出来そうにない。

「あ、あーん……」

　おずおずとした手つきで、アクアスティードの口へ苺ジャムクッキーを運ぶ。チョコクッキーは甘さを控ひかえめにしてあるので、とても食べやすい。

　なんだか、餌え付づけをしているみたいだとティアラローズは思う。「美味しい」と微笑んで、アクアスティードはすぐにクッキーを食べ終えた。

「うん。ティアラのクッキーは優しい味がして、いくらでも食べられそうだ」

「ありがとうございます」




　──幸せすぎて、押さえが効きかなくなりそうだ。

　苦く笑しようしながら、自分にクッキーを食べさせてくれたティアラローズを見る。先ほどから変わらず顔は真まっ赤かで、まるで苺いちごのようだと思う。

　──食べ物に喩たとえてしまうのは、ティアラが美味しそうに見えるからだろうか。

　自分の思考に、アクアスティードは思わず苦笑してしまう。これでまだ婚こん約やくの了りよう承しようをもらっていないのだから、許しが出たらどうなってしまうか。

　こんなことで悩なやむ日がくるとは思わなかったなと思いつつも、ティアラローズを手に入れるという未来はとうにあきらめていたものなのだ。

　それを思えば、こんな悩みは、悩みのうちにはいらない。




「幸せだな」

「アクア様？」

　こつん、と。アクアスティードの顔がティアラローズの肩かたに寄りかかる。小さく漏れたアクアスティードの声に、聞こえなかったふりをする。そうでなければ、自分も何かを口走ってしまいそうだと思ったから……。

　優しく頭を撫でられながら、ティアラローズは婚約了承の返事を父親にお願いしようと決めた。

　こんなにも一緒にいて、どきどきする人は初めてだ。

　──悪役令れい嬢じようなのに、こんなにも幸せでいいのだろうか。
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　壁かべには有名な画家の絵。装そう飾しよくには、自国の職人が腕によりをかけて作ったガラス細工。とても豪華に装飾された廊ろう下かをゆっくり歩き、ハルトナイツはゲストルームを訪れた。

　入り口に、見張りの意味合いを込こめた騎士が一人。




　通常、城のゲストルームとは来らい賓ひんを迎え入れる場所だ。しかし今は、ヒロインであるアカリが軟なん禁きんされている。

　ハルトナイツは、アカリと話をするためにここへ来たのだ。

「……開けろ」

「陛へい下かより、お通しするなと命を受けております」

　ハルトナイツは騎士に命じるが、すでに国王より厳重に通達がされた後だった。生き真ま面じ目めな騎士は、王子であるハルトナイツの言葉にも頷うなずくことはない。

　しかし、ハルトナイツはどうしてもアカリと話をしたいと思ったのだ。卒業パーティー以降、彼はアカリと会話をしていない。

　加えて、このような軟禁状態では……アカリの精神状態も心配だった。

「長居はしない。少し、様子を見るだけでもいい」

「ですが……」

　命令であると言われれば、普ふ段だんのハルトナイツならそれに従う。現在、騎士団を率いているのは国王のアレクサンダーであり、ハルトナイツではないのだ。

　それはしっかり理解しているし、騎士団への命令を曲げるということはしたくない。

　だが、今回はハルトナイツにも譲ゆずれない理由があった。

「頼たのむ。俺おれは、もしかしたら……」

「殿下？」

「……いや。俺は、判断を間ま違ちがえたのかもしれない。それを確かく認にんしていくには、アカリとの会話が必要なんだと思う」

「…………」

　騎士はハルトナイツの真しん剣けんな言葉を聞き、驚きに目を見開く。

　アカリという女に入れ込んでいて、どうしようもない馬鹿になった。と、そんな噂うわさを聞いていたからだ。騎士も、最初はそんな馬鹿なと、噓うそだと思った。

　だが、使いで城にきたクラメンティール侯こう爵しやく令嬢の侍女であるフィリーネが、「私のティアラローズ様が、ハルトナイツ殿下にとても傷つけられて……」と。そう、悲しそうに泣いたのだ。

　騎士は全員が順番に城の門に立つため、仕事で城へくるフィリーネとは顔見知りなのだ。主人を大切にし、明るく可愛らしいフィリーネは騎士から人気があった。

「……殿下がそうお考えになられるということは、とても嬉しく思います」

「本当に、少しだけでいいんだ」

　再度、少しでいいからと頼たのみ込こむハルトナイツ。

　王族である彼が、騎士に対してこのような頼み事をすることなど、まずないのだ。国民からの人気もあるティアラローズを傷つけた彼を、本当にアカリに会わせていいのだろうか。

　けれど、ここまで必死なハルトナイツを見たのは初めてだと騎士は思う。若者が人生をもう一度見直そうとしているのだ。

　一いつ介かいの騎士である彼に出来ることは限られている。けれど──。

「……十分間。私が目をつぶれるのは、それだけです」

「助かる」




　女性を傷つけるということは、騎士道に反する。だが、仮にもハルトナイツはこの国の王子だ。これから、騎士たちの主あるじとなる可能性だってあるのだ。

　──殿下は、成長されようとしているのかもしれない。

　それならば、大人おとなとして、背中を押すことも必要かもしれない。フィリーネの気持ちも痛いほどわかるが、人は失敗をして成長していくのだと騎士は思う。

　だが、もちろん扉とびらを少し開けたままにして中の様子を窺うかがうことは忘れない。

　結婚前の男女が二人きりになることはよくないし、何かあった場合は扉を守っていた騎士の責任となるのだから。

　何もなければいいと思いながら、騎士は任務を続ける。





[image: ]






「ハルトナイツ様!!」

「アカリ……」

　十分間だけという許された時間を有効に使うため、ハルトナイツは急いでゲストルームへと足を踏み入れる。

　そこにはアカリが一人だけいて、小さなサイドテーブルに紅茶を用意し、ソファに座りのんびりと本を読んでいた。

　薄うすいレースのカーテンからは、淡あわい光が室内へ差し込んでいる。

　クッションや絨じゆう毯たんが淡い色で揃えられている室内は、黒くろ髪かみのアカリにとても調和している。思わずそんなことを考えてしまって、ハルトナイツはそうじゃないと首を振ふる。

「会いたかったです、ハルトナイツ様！　部屋の外へ出してもらえないし、何もすることがなくて。暇ひまで暇で、死んでしまうかと思いました!!」

　笑顔でハルトナイツを迎えたアカリは、本を放り出して駆かけ寄よった。

　退たい屈くつだったと言い切ったアカリは、卒業パーティーでの出来事について考える……というようなことは、何もしなかったらしい。

　逆にハルトナイツは卒業パーティーの後、いろいろなことを考えて夜も眠ねむれなかったというのに……。

「でも、まさかアクア様がティアラ様にあのようなことを言うとは思いませんでした。アクア様、ティアラ様に騙だまされたりしないといいのですけれど……。どうなったんですか？」

「……俺とティアラの婚約は、解消されたと父上に聞いた。アクアスティード王子に関しては何も聞いていないから、婚約をしてはいないと思うがわからない」

「そうですか」

　明らかにほっとした顔をするアカリ。

　その安あん堵どの表情は、ティアラローズとハルトナイツの婚約が無事に破は棄きされたことに対してか、それとも──アクアスティードとティアラローズの婚約がされていないことによるものなのか。

　ハルトナイツには、わからなかった。

　今までは、「ハルトナイツ様」と自分を慕したっていたアカリ。周りの男、アカリの義ぎ弟ていや学園の治ち癒ゆ師しや、騎士団の小隊長など……いろいろな人と仲がよかったが、そこまでは気にならなかった。

　もちろんそれは、攻こう略りやく対象者だったからなのだが、その事実にハルトナイツは気付かない。

「いくらハルトナイツ様が婚約を破棄したからといって、あの展開にはびっくりしました。きっと、前々から親しん密みつにしていたんですよ！」

　憤ふん慨がいするアカリに注意をしようと思ったが、ハルトナイツは時間が限られているのだと堪こらえることにした。

　今は必要なことを先に確認する。

「……アカリ。ティアラがあの時に言っていたことは、すべて真実か？」

「え──？　言っていたこと、ですか？」

　アカリは首を傾かしげ、「きつく言われて、辛つらかったのは覚えていますけど……」と言う。

　それはつまり、ティアラローズが言った内容についてではなく、きつい物言いや、注意をされたこと自体が嫌だったということだ。

「そうか」

「でも、私にはハルトナイツ様がいてくれましたから……。とっても、心強かったです」

　照れたように笑うアカリは、ぎゅっとハルトナイツに抱きついた。しかし、ハルトナイツはそれを手で払はらうようにアカリを離す。

「ハルトナイツ様……？」

　いつもであれば、自分からアカリを抱きしめて頭を撫でたりして可愛がるハルトナイツ　だが、今はそんな余よ裕ゆうもない。

　ハルトナイツは自分のことを考えるだけで、精せい一いつ杯ぱいだった。

「何か、悩み事ですか？　私でよければ話を聞きますから、話してください」

「悩み事──か」

「そうですよ。もしかして、ティアラ様に何か言われたんですか？　──悪役令嬢が、本編の後も関わってくるなんて」

　絶対にティアラローズが悪いのだと決めてかかるアカリに、ハルトナイツは苦笑する。最後の言葉は小さすぎて彼の耳に届かなかったが、きっと自分を心配する言葉だろうと無理やり納なつ得とくする。

　──どうしてこんなにも、不仲なのか。

　それとも、ここまでくると性格が合わないための反発なのか。女性は一度こじれると、面めん倒どうだと聞いたことがある。

「あれから、ティアラには会ってない。卒業パーティーでのことを、一人でいろいろと考えていたんだ」

「卒業パーティーでのことを？　確かに、私もこのままここに閉とじ込こめられているのは嫌です。ハルトナイツ様のところに行きたいです！　いつになれば、ハルトナイツ様と一緒にいられるようになりますか？」

「……まだしばらくは、厳しいだろう。アカリには辛い思いをさせるが、もう少し待ってくれ」

「そうですか……。でも、早くしてくださいね？」

　もうこの部屋に一人でいるのは嫌だと、アカリはハルトナイツに訴うつたえる。

　アカリの言い分に疑問を感じつつあるハルトナイツだが、今までアカリのことを大切にしてきたのだ。出してやりたいという思いは、もちろんある。

　しかし、ハルトナイツの判断で行えることではない。国王と話をし、今後のことを決めなければ動くことは出来ないのだ。

「今日の夜──父上と話をする。その結果を伝えに来るから、もう少し我が慢まんしてくれ」

「……わかりました。私はハルトナイツ様をお待ちしていますね。それと、アクア様のことも教えてくださいませ！　ティアラ様に酷ひどいことをされて、私のように傷つく前にお助けしたいのです」

「アカリ……」

　大国の王太子であるアクアスティードが、女性一人に傷つけられるなんてことはない。そう思うハルトナイツだが、彼かの女じよは純じゆん粋すいに心配をしているのだと自分に言い聞かせる。

　あまり自分の前でほかの男の名前を出されるのも嫌だったが、しかしそれを注意しようという気もハルトナイツには起きなかった。

　──疲れてしまったのだろうか。

　ため息をつくハルトナイツの横では、アカリがいかにアクアスティードのことが心配であるかを語る。

　それよりも、今回のことをしっかり考えて欲しいと思ってしまった。もっと、自分たちのことを考えろと、ハルトナイツは叫さけびたくなる。

　これ以上、話をするのは……今は精神的にもよくないかもしれない。そう思うが、ハルトナイツは寂さびしそうに話しかけてくるアカリを突つき放はなせない。

　どうすれば、と。そう唇を嚙かみ締しめたところで救いの声が現れた。

「ハルトナイツ殿下、お時間です」

「え？」

「あ、あぁ。無理を言ってすまなかった。アカリ、俺はそろそろ行く。不便をかけるが、もう少しこの部屋で過ごして欲しい。何かあれば、女官に伝えてくれ」

　騎士の声にアカリが不満を漏らすが、それをハルトナイツがなだめる。しかし、頰を膨ふくらませて「まだ帰らないでください」と言う。

　苦笑するハルトナイツと違い、騎士は「命令ですから」とアカリをハルトナイツから引きはがす。さすがに驚いたのか、アカリはびくりと体を震わせ後ろへ下がった。

「ハルトナイツ殿下」

「わかっている。……またくる」

「え……？　待ってください、ハルトナイツ様!!」

　騎士の言葉に頷き、ハルトナイツは退室する。

　それを止めようとしたアカリを騎士が制して、退室を拒こばむ。まさかこんな女性だったとはと、げんなりした表情でハルトナイツが立ち去るのを見守った。
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　鮮あざやかな色を纏まとった絨毯が敷かれた部屋は、荘そう厳ごんさを感じさせる。机に置かれたグラスには、果か汁じゆうを贅ぜい沢たくに使って作られた国産品のお酒。

　そして椅い子すに座るのは、この国の国王であるアレクサンダーと、その息子むすこである王子のハルトナイツだ。

「…………」

　親子だというのに、二人の間には重い沈ちん黙もくがあった。

　今は卒業パーティー翌日の夜で、すでにアレクサンダーとアクアスティードの会談は昼の間に終わっている。

　そのため、ハルトナイツはいつも以上に緊張しているのだ。いったい、自分の父親から何を告げられるのだろうか……と。

「ハルトナイツ。今日、アカリ嬢のところへ行ったそうだね？」

「……っ！　はい。勝手な行動は、申し訳ないと思っています」

　真面目な騎士は目をつぶると言ったが、しっかりと報告はしていたのだ。それであれば、話した内容なども筒つつ抜ぬけなのだろうとハルトナイツはため息をつく。

　素直に謝罪をし、しかし必要だったのだということを訴える。

「では、話をして何か得るものがあったかい？」

「俺はもっと、ティアラの話を聞くべきでした。何も聞かずに、アカリの言葉だけを鵜う吞のみにしてしまった」

　ぎゅっと手を握にぎりしめ、ハルトナイツの顔が苦しそうに歪ゆがむ。

　しかし、今いま更さらどの面を下げて謝あやまりにいけばいいのか。それ以前に、父親であるクラメンティール侯爵に拒こばまれ、面会すらも出来ないのだが。

「お前とティアラローズ嬢は、幼い頃ころに婚約をして縛しばってしまったからな。だが、お前の行こう為いは王族として、人間として、感心できるものではなかった」

「……はい。俺も、いや──私も、考えました。今日アカリと会い、二人のことをよく考えました。アカリは私を好きでいてくれますが、ティアラローズは……」

　アカリはハルトナイツのことが好き。これは、まぎれもない事実だ。

　──では、ティアラローズは？

　呼吸を落ち着かせるために、ハルトナイツは一度深く深呼吸する。

　そしてゆっくりと、自分自身で感じたことを口にする。

「ティアラローズは、この国を──ラピスラズリ王国のことを見み据すえていました。貴族としての立場や、平民としての立場。私よりずっと、相手の将来をしっかり理解していたんだと思います」

「……そうだね。ティアラローズ嬢は、自分がラピスの侯こう爵しやく令嬢であることをしっかりと理解している。だから、ハルトナイツのこともしっかりと見ていてくれた。違うかい？」

「いいえ、そのとおりです……。私は、こんなにもティアラに大切にされていたんですね」




　──ハルトナイツ殿下、勉強の時間に逃げて教師を困らせてはいけません！




　──誰しも最初は震えるのです。……私も、震えています。けれど、私たちは二人です。一人ではないのですから、一緒に頑がん張ばりましょう？




　──もっと胸をはってください！　貴方あなたはこの国の王太子でしょう!!




　──最低でも三ヶ国語はマスターしてくださいませ。それ以外の国は、私もフォローいたします。




　──騎士が最優先とするのは、陛下の命令です。それをハルトナイツ殿下が私欲でねじ伏ふせてはなりません！




　思おもい浮うかぶのは、幼かった頃の思い出だ。

　確かにティアラローズの口調はきつくはあったが、それはすべてハルトナイツを想おもっていたからこその注意だった。それなのに──。

「……私は、ティアラを信じずに傷つけてしまった」

「それがわかったのならば、お前も成長したということだろう。だが、今回のことは決して軽くはない」

「……はい」

　真剣な表情で頷くハルトナイツは、すべてを受け入れる覚かく悟ごが出来ていた。そして、自分に何が科せられるのかも大方の予想はついていた。

　自分の息子がここで成長してくれたことを嬉しく思うが、なぜティアラローズとの婚約破棄の前にそれがわからなかったのかと……アレクサンダーは心の中でため息をついた。
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　ティアラローズとアクアスティードがデートに出かけた日の夜……。

　そわそわと落ち着きのない様子で、ティアラローズは父親であるクラメンティール侯爵の帰りを待っていた。

　もちろん、アクアスティードとの婚約を受けてもらうためだ。ヒロインのアカリや、婚約者だったハルトナイツなど不安要素はたくさんある。

　だから不安がないと言えば、噓になる。けれど、ティアラローズはアクアスティードの言葉を信じようと思ったのだ。

「ティアラローズ様、本日のデートはそんなに楽しかったんですか？」

「フィリーネ！　だって、男の方とあんなふうに出かけることなんて初めてだったもの」

　ふふっと口元に手を当てて、恥ずかしそうに顔を赤くするティアラローズをフィリーネがからかう。

　持っていったクッキーをアクアスティードに「あーん」されて、さらには自分もしてしまったなんて、とてもではないが恥ずかしくて言えないけれど。

　ティアラローズは父親に早く帰ってきてくださいと、心の中で念を飛ばす。

　そして思い返すのは、あの一言。




　──その髪飾りを付けてくれているってことは、少し期待をしてもいいのかな？




　別れの挨あい拶さつの時、アクアスティードに囁かれた声が耳から離れない。甘く低いその声は、ティアラローズの芯しんに残るようにアクアスティードを意識させた。

　付けていた髪飾りは、彼の国の特産品だ。用意をしたのは侍女のフィリーネだが、これは彼女なりのエールの送り方なのだ。

　早く両思いになってくれたら嬉しいという、侍女の心こころ遣づかい。

「それで、実際はどうだったんですか？」

「え？」

「もう、ティアラローズ様ったら！　口づけくらいはされたのかな……と」

「な、なななっ！　そんなこと、してません!!」

　フィリーネがずっと気になっていたことを聞くが、ティアラローズは真っ赤になって否定する。クッキーを食べさせられただけでも心臓がばくばくして大変だったのだ。

　そんなことはとても無理だと、ティアラローズは首を振る。

「まぁ、残念。ですが、アクアスティード殿下はティアラローズ様をとっても大切にしてくださっているんですね。わたくし、安心しました」

「フィリーネ……。そうね、アクア様はとてもお優しいし、わたくしのことをとても気遣ってくださっているわ」

　決して自分の嫌がるようなことはしないだろうと、どこか確信すら持てた。

　アクアスティードの瞳ひとみは、いつもティアラローズ自身のことを見つめていた。それは身分などを気にするようなものではない、優しいものだった。

「ふふ。アクアスティード殿下と呼ばれていたのに、お帰り後は愛称呼びですものね。わたくし、お二人の今後がとっても楽しみですわ」

　いつもティアラローズを見守っていた彼女が、気付かないわけがなかった。嬉しそうに愛称で呼ぶ自分の主人は、とても可愛いと思う。

「あ、これは……」

「いいんですよ、ティアラローズ様。わたくしはとても嬉しいですもの」

　戸と惑まどう様子を見たフィリーネは、「あぁ」と一人頷き納得した。

「フィリーネ？」

「なんだかいつも以上に、ティアラローズ様がそわそわしていらっしゃるから。まだデートの余よ韻いんかと思っていたんですが──婚約、ですよね？」

「……っ!!」

　婚約という言葉に、ぴくりとティアラローズの肩が揺ゆれる。

　まさに大正解と、体で答えたようなものだ。ずっとティアラローズの侍女をしていたフィリーネにとって、それくらいすぐにお見通しだ。

　恥ずかしそうに、けれど小さく頷くティアラローズを見て、フィリーネは嬉しそうに微笑む。ハルトナイツには傷つけられたけれど、幸せになれそうな主人を見て、それ以上に自分が幸せになったのだ。

「それでは、旦だん那な様のお帰りをそわそわしながら待ってしまいますね」

「あ、もう！　気付いてたのね」

「はい。……さて、旦那様がお帰りになったみたいですよ」

「！」

　窓から外を覗のぞくと、馬車が見えた。侯爵家の家か紋もんとラピスが入った馬車は、間違いなくクラメンティール侯爵が乗っている。

　どきどきしながら、すぐにティアラローズは玄げん関かんへと父を出迎えに行く。

　上品に、しかし足早に。長い廊下を急ぎ、階段を優雅に下りていく。

　下りきる寸前で、扉とびらが開きクラメンティール侯爵の顔が見えた。やっと帰ってきたと、ティアラローズは急いで「お父様！」と声をあげる。

「ただいま、ティアラ。どうしたんだ、そんなにはしゃいで」

「は、はしゃいでなんていません！」

　急いでいた姿など噓のように、ティアラローズはお淑しとやかに立つ。

　しかし、父親であるクラメンティール侯爵にそんな噓は通じない。少し赤くなっている頰に、どこかそわそわしている様子の娘むすめを見て、わからない父親などいない。

　今日がアクアスティードとのデートだったということもあり、娘が何を言いたいのかも察してしまう。

　寂しい気持ちもあるが、本当はとても嬉しい。

「わかっている。アクアスティード殿下の話だろう？」

「お父様……！」

「娘のことくらい、わかるさ。……お受けして、いいのだな？」

「……はい。お願いいたします、お父様」

　照れながら顔を伏せて、けれど嬉しそうに微笑むティアラローズ。

　娘が他国に嫁ぐのは寂しいが、幸せに笑ってくれているのが何よりも嬉しい。そう思い、クラメンティール侯爵は頷いた。
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「俺は、取り返しのつかないことをしたんだ──……」

　夜も更ふけた頃、自室の寝しん台だいで眠れない夜を過ごしているのはハルトナイツだ。自分の処しよ罰ばつも、父である国王のアレクサンダーからしっかりと聞かされている。

　ティアラローズには、もちろん幸せになって欲しいとは思っている。

　けれど──。

「……ティアラ」

　ぽつりとハルトナイツの口から漏れるのは、アカリではなくティアラローズの名前だ。

　ごろりと寝ね返がえりを打って、どうにか寝ねようとするのだが、閉じた瞳に映るのはティアラローズの顔ばかり。ハルトナイツはそれを振ふり払はらうかのように首を振るが、成果は得られない。

　──アカリのことが好きなはずなのに、ティアラの顔が頭から離れない。

「…………ティアラ」

　もう一度、彼女の名前を呼ぶ。

　そしてぎゅっと目を閉じて、ティアラローズの顔を思い浮かべる。二人で会うこともあったけれど、婚約者のようなことはなかったなとハルトナイツは思い返す。

　せいぜい、夜会でのエスコートくらいだっただろうか。

　──俺はもっと、ティアラのことを見なければいけなかったんだ。

　今更悔くやんでも遅おそいが、それでもと、縋すがってしまいたい気持ちが湧わき上あがる。

　もやもやと悩みながら、ティアラローズとアクアスティードのことを考える。まったくもって、頭から離れないのだ。

　そんな時に、コンコンコンとノックの音が響ひびく。

　寝ている時間だというのに、いったい何だと思いながらも返事をする。

　部屋の前には騎士が待機している。そこを通されたのだから、緊きん急きゆうの用なのだろう。──そう、ハルトナイツは考えたのだが、顔を見せたのはいつもの女官だった。

「おはようございます。ハルトナイツ殿下、朝のお支度をさせていただきます」

「な、朝……っ!?」

　いつもと同じように告げられる言葉に、ハルトナイツは驚きよう愕がくして窓の外を見る。うららかな天気で、朝日がとてもまぶしかった。

　まさか、考え事をしている内に夜が明けていたなんて。

「どうかなさいましたか？」

「……いや、頼む」

　不思議そうにする女官に問題のないことを告げて、ハルトナイツは起きる支度をする。
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　ゆったりとした午前の時間に、ティアラローズは侍女のフィリーネを伴い登城した。

　理由は、城に滞たい在ざいしているアクアスティードに会うためだ。

　少し頰を染めて、薄い水色のドレスに身を包んでいる。アクアスティードの髪色がダークブルーであるため、フィリーネがこの色でコーディネートしたのだ。

「でも、こんな突然訪れて大丈夫だったかしら」

「大丈夫ですよ。旦だん那な様が伝えてくださっていますから」

　婚約の了承を伝えてから初めての面会になる。

　急ではあったが、朝、父親にその旨むねを伝えて登城したのだ。もしアクアスティードが忙いそがしいようであれば、会わずに帰ろうと考えていた。

「無理なのであれば、すぐに使いの者がきます。それがないということは、問題ないということですよ」

「……そうよね。でも、とても緊張するわね」

　ティアラローズは、城内にあるアクアスティード専用の応接室へと通された。現在、女官がアクアスティードに確認を行っている最中だ。

　会えるのかどうかわからないこの状じよう況きようは、ティアラローズの胸を不安にさせる。

　十分ほど待っていると、アクアスティードの従者という青年がやってきた。

　オレンジがかった茶色の髪に、深緑の瞳。服の上からでもわかる引ひき締しまった身体は、戦せん闘とう面めんでも活躍するのだということを容易に想像させる。

　丁寧な礼に、ティアラローズも淑しゆく女じよの礼を返す。

「アクアスティード様は、もうすぐいらっしゃいます。場所をご用意してありますので、移動をお願いしてもよろしいですか？」

　青年の言葉に、ティアラローズは静かに頷いた。




　朝一番にアクアスティードはティアラローズが登城することを知り、もてなすための準備をすべて整えておいたのだ。

　ティアラローズが好むと思われる薔ば薇ら園えんに、美味しいお菓子と紅茶を用意している。

　もちろん、それを伝えるという無ぶ粋すいなことはしないけれど。

「私はアクアスティード様の側近のエリオットです。もし何かありましたら、何なりとお申し付けください」

「ありがとうございます。今日は無理を言ってしまって、ごめんなさい」

「いいえ、謝罪などされないでください。アクアスティード様は、とてもお喜びでしたから」

　そう言って、アクアスティードの側近であるエリオットは微笑んだ。

　留学生としてこの国にやってきたアクアスティードは、側近を彼しか連れていない。女官などは、アクアスティードが不便なく過ごせるようにとアレクサンダー国王が配はい慮りよしている。




　ティアラローズがこのままアクアスティードに嫁ぐとなれば、エリオットとは話す機会も多くなるだろう。人のよさそうな彼に安堵して、ティアラローズはエリオットの後に続く。

「ラピスラズリは、とてもいい国ですね。装飾品も、とても美しい」

　廊下を歩きながら、エリオットがティアラローズへ話しかける。緊張しないようにと、彼なりの気遣いなのだろう。

　それにティアラローズも微笑んで、アクアスティードの祖国であるマリンフォレストについて述べる。

「腕のよい職人が、頑張ってくれているのです。逆にマリンフォレストでは、自然の珊瑚や真しん珠じゆなど、海の宝石が多くて……女性の憧あこがれです」

「ありがとうございます。アクアスティード様もお喜びになられますね」

　ゆったりとした空気の中、ティアラローズと、エリオットは共に、いい人だという認にん識しきを持ったところで突然、彼女を呼ぶ声が廊下に響いた。

　その声に、三人が同時に振ふり向むけば──そこには、ハルトナイツが立っていた。

「……ハルトナイツ殿下！」

「ティアラ、なぜここに……？」

　まるで夢でも見ているようなハルトナイツの顔に、しかし一番に反応を返したのはフィリーネだ。

　さっと主人を庇かばうようなかたちで前へ出る。フィリーネに庇われたティアラローズは戸惑うが、しかし婚約破棄を突つきつけられたことも事実なので注意はしなかった。

　アクアスティードの従者であるエリオットは、王子であるハルトナイツに一礼して後ろに控える。

「……いや。アクアスティード王子に会いにきたのか」

「は、はい……」

　ハルトナイツはエリオットに視線を向けて、なるほどと無理矢理に自分を納得させる。ぐっと拳こぶしを握り、顔を歪めた。

　なにやら様子がおかしいなと、ティアラローズとフィリーネが気付くのに時間はかからなかった。

　何かを言いたそうなハルトナイツを見て、フィリーネは少しだけ動いてティアラローズの横に立つ。しかし、決して離れようとはしなかった。

　また何かあってはたまらないと。たとえハルトナイツの意思に反することをし、それが不敬な行為であったとしてもこれだけは譲れなかった。

　それをわかっているのかいないのか、ハルトナイツは何も言わない。

「ティアラ」

「はい」

「卒業パーティーでは、すまなかった……！」

「!!」

　ばっと、勢いよく頭を下げるハルトナイツを見て、ティアラローズも、フィリーネも、エリオットさえも目を見開いた。

　まさかこのような行動をとるなんて、誰が予想していただろうか。その行動に固まってしまった三人だが、まっさきに動いたのはティアラローズだ。

「ハルトナイツ殿下、お顔を上げてくださいませ！　わたくしは、気にしていませんから」

「……ティアラ」

「王族が、簡単に頭を下げてはいけません」

「……ティアラには、いつも色々と注意をされたな」

　懐なつかしむように目を細めて、ティアラローズを見つめるハルトナイツ。それを見て、安心したティアラローズも微笑んだ。

　──よかった。ハルトナイツ殿下、自分で考えることが出来たんだ。まぁ、陛下にこってり絞しぼられたからだとは思うけど……。

　内心苦笑しつつも、前世で好きだったキャラクターがしっかり立ち直ってくれたのは素直に嬉しかった。

　だから、油断をしていたのだろう。ハルトナイツの手が、ティアラローズの頭を撫でようと伸ばされたことに気付かなかったのだ。

　まるで愛しい姫を見るかのように、ハルトナイツはそっと触れようとした。

　フィリーネはすぐに気付いたが、攻こう撃げき以外の手段を予想していなかったため、すぐ反応が出来なかった。

「──ティアラ」

「……っ!!」

　いつもとは違う、少し甘さを含んだハルトナイツの声。

　ティアラローズは突然の行動にびくりと体を揺らして、しかし嫌だという意思表示として自分の頭を手で庇う。

　こんなにも、自分に向けられた感情に嫌悪することがあるのかと……体が震えた。

　しかしどうしたらいいのかわからなくて、「やめてください」と声に出すことしか出来ない。嫌だと心で叫んで、瞳をぎゅっと閉じる──が、何も頭に触れてはこなかった。

「…………？」

　撫でられると思っていたのに。

　恐おそる恐おそる目を開けば、低く、冷えた声がティアラローズの耳に入った。




「ねぇ、ハルトナイツ王子。──私の大切な婚約者に、何をしようとしているの？」
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　彼と彼女の出会いは、偶ぐう然ぜんが重なったと言っても過言ではないだろう。

　──それも、彼の一方的な都合で。




　アクアスティードが留学のためにラピスラズリ王国を訪おとずれたのは、今から約一年前。

　実は後学のためにという名目で、数年前から諸国を渡わたり歩あるいていたのだ。最後に学業をということで、王立ラピスラズリ学園へと一年だけの転入をした。

　日ひ頃ごろから様々なことを学んでいたアクアスティードにとって、残念ながら授業はあまり有意義なものではなかった。それならばせめてと、図書館で自国にはない本を読む……。そんな毎日を過ごしていた。




　静まり返った図書館では、本をめくる音だけが聞こえる。

「……ん？」

　アクアスティードの定位置は、図書室の奥おくまった席の──窓まど際ぎわ。

　ふと外に目をやれば、ふわふわしたハニーピンクの髪かみが視界に入った。あれは確か、ラピスを賜たまわったクラメンティール侯こう爵しやく家けの令れい嬢じようだとすぐに思い至いたる。

　どうやら木こ陰かげでお茶をしているのだということに気付き、よくあることだとそこまで意識はしなかった。

　──数日後、までは。
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「また、来ているのか」

「そのようですね」

　アクアスティードの呟つぶやきに返事をするのは、側近のエリオットだ。

　いつも通りの定位置で、本をめくる。そして窓の外に見えたのは、やはりハニーピンクのふわふわした髪を持つティアラローズだった。

　令嬢がこんなところで本を読んでいるなんて珍めずらしい。そう思って、思わず観察してしまった。

　いるのは、ティアラローズ本人と侍じ女じよが一人だけ。

　木の木陰に敷しき物ものを敷しいて、今日も紅茶とお菓か子しを楽しみながら読書をしていた。

「…………」

　最初はそんなに気にしてはいなかったが、次し第だいに彼女のことが気にかかるようになった。なぜなら、ほぼ毎日のように彼女が読書をしていたからだ。

　真しん剣けんに読んでいる時もあれば、照れたように読んでいる時もあった。その姿をいつしか目で追うようになっていたのは、言うまでもない。

「アクアスティード様」

「馬ば鹿かなことを考えるな。彼女は、ハルトナイツ王子の婚こん約やく者しやだ」

「それはわかっていますが……」

　従者のエリオットは、いつもティアラローズを見ているだけの主人を歯がゆく思っているのだ。

　普ふ段だん、アプローチをしてくる令嬢を綺き麗れいにあしらっているアクアスティードしか見ていなかったから、その様子がとても痛々しい。

　主人の恋こいが叶かなえばいいのにと。しかし、出来ることはなにもない。それがまた、ひどくもどかしいのだ。




「……あっ！」

「雨か」

　翌日も読書をしながらティアラローズを見ていると、ぱらぱらと雨が降り始めた。思わずエリオットが声をあげ、自身も顔をしかめる。

　──楽しそうに読書をしていたのに、これでは台無しになる。

　ちらりと空を見上げれば、雲がうっすらと太陽を隠していた。そう長く降るようなものではないが……。

　少しならばいいだろうと、手を前へ伸のばす。

「アクアスティード様！」

「あのままでは、本が濡ぬれてしまうからな。少しくらいならば、いいだろう」

　自身の魔ま力りよくを手に集めて、アクアスティードは空をもう一度見上げる。

　口の中で小さく呪じゆ文もんを唱えれば、ティアラローズの周囲だけを雨が避けた。雨の変わりに小さな虹にじがティアラローズの真上にかかり、とても幻げん想そう的てきな景色となった。

　きらきら光る虹は、雲の隙すき間まからたまに見える太陽の光と雨を受けていっそうその存在を主張した。

　いったいどうして自分の頭上にだけ雨が降らず、虹がかかったのかティアラローズにはわからないのだろう。

　きょろきょろと辺りを見み渡わたしているが、何も見つけられないでいる。そんなふうに首を傾かしげている彼女を見て、アクアスティードはやってよかったと思う。

　直接触ふれることは叶わないのだから、せめてこれくらいの幸せを……。と、彼女に何かを与えたかったのだ。




　この世界には、魔ま法ほうというものが存在している。

　大国の王太子であるアクアスティードは、膨ぼう大だいな魔力を内に秘めている。加えて剣けんも嗜たしなむため、魔法剣けん士しとして活躍することも多い。

　しかし、アクアスティードはどちらかというと剣を好み、魔法はあまり使わない。そんな彼が、たった一度夜会で挨あい拶さつを交かわしただけの、窓から姿を見ていただけの、令嬢のために使ったのだ。

「……結ばれて欲しいのに」

　ぽつりと、エリオットの声が漏もれる。

「うん？」

　しかし、アクアスティードは虹に喜ぶティアラローズを見ていたのでそれを聞きき逃のがす。

　ラピスラズリ王国の王太子であるハルトナイツの婚約者。どうして、運命とはこんなにも残ざん酷こくなことをするのだろうと、エリオットは泣きたくなった。

　誰だれしもが、主人の幸せを願う。叶うのであれば、この想いが実ればいいのにと。虹のかかる外を見て、エリオットは一人思った。
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　時を少し遡さかのぼり、卒業パーティーの当日──夜も更ふけた時間だ。




　ティアラローズに求きゆう婚こんし、帰宅のエスコートを許されたアクアスティード。この機会を、アクアスティードもエリオットも見逃しはしなかった。

　帰宅し、すぐさま自国へと手紙を書き今後の算段をつける。

「アクアスティード様、手紙の準備は出来ましたか？」

「あぁ。これを、陛へい下かまで飛ばしてくれ」

「わかりました」

　アクアスティードがティアラローズを見み初そめてから一年。留学が終わる時期がきた。

　そしてそれは、アクアスティードを含ふくめ、ティアラローズ、ハルトナイツの卒業と同時だった。これから、この二人は一年間の本格的な結けつ婚こん準備へと入るのだ。

　誰もがそう思っていた。

　──あの卒業パーティーを見るまでは。

　アクアスティードから手紙を受け取ったエリオットは、その手紙に変化の魔法をかける。

「羽ばたき、雲を突つき抜ぬけて飛びゆけ！」

　すると手紙は鳥の形に姿を変え、窓を抜ぬけて空へと大きく羽ばたいた。この魔法はとても難しいが、重宝されているものだ。

　おいそれと使えるものではないのだが、アクアスティードの側近であるのだからと、エリオットは必死で魔法を習得した。

「これで国は問題ないだろう」

「はい」

　今の手紙には、主にティアラローズについて書かれていた。

　婚約者として必ず一いつ緒しよにマリンフォレストへ連れて帰ること。そのために必要な処理や準備が書かれている。

　ラピスの令嬢を婚約者とするのだ。部屋や身の回りの品はもちろんのこと、ラピスラズリによい条件の取引内容に関しても、もちろん手紙に記されている。

　ティアラローズがマリンフォレストで不自由なく暮らせる手はずは、すべて整えるつもりだった。

「ちょっといい方向にいったと思えば──さすがに早いですね、アクアスティード様。私がうじうじ悩んでいたのが馬鹿みたいです」

「……そうだな。自分でも、驚おどろいているくらいだ」

　──だが、今しかないと思ったのも本当だ。

　少し震ふるえていたティアラローズ。そしてその前には、睨にらみつけているハルトナイツ。

　どうしてこのような場所に、好きな女性を一人で立たせておけるのだろうか。すぐさまその手を取り、もう大だい丈じよう夫ぶだとアクアスティードは微笑ほほえんだ。

　当日のうちに婚約の申もうし込こみ状を用意し、翌日の朝あさ一いちでクラメンティール侯爵へと届けた。

　帰国をするために時間がないということももちろんあるが、それ以上にティアラローズを自分の元へ迎むかえ入いれたいと思ったのだ。

　そしてその願いは叶い、デートをした翌日の朝一でクラメンティール侯爵から了りよう承しようの返事がもたらされた。
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　こうして、アクアスティードは卒業パーティーから怒ど濤とうの日々を過ごした。

　水面下で動いていたということもあり、デートをして無事に婚約の了承も得た。

　ティアラローズのことを『ティアラ』と愛あい称しようで呼び、『アクア』と愛称で呼ばれるまでに。




　ティアラローズがアクアスティードに会いたくて、登城を決めた今日。

　いつものように、早い時間から執しつ務むに追われていた。基本的な仕事は国に残している側近に任せているが、アクアスティードが目を通さなければならない書類は届けさせている。




　ティアラローズが婚約を受け入れてくれたと聞き、いてもたってもいられなくなった。

　すぐにでも会いに行きたい、そう瞬しゆん時じに思い準備をしようとしたのだが……その必要はなくなった。

　クラメンティール侯爵から、ティアラローズが訪ねてくる旨むねを聞いたからだ。

　突然の訪問で申し訳ないと言われるが、そんなことはまったくない。歓かん迎げい以外のなにものでもないのだから。

　わざわざ執務室を訪ねてくれたクラメンティール侯爵に礼を言い、楽しみにしていることを伝える。

「ありがとう、クラメンティール侯爵。ティアラローズ嬢じように会えるのがとても楽しみだよ」

「そう言っていただけると、私も嬉しいですな」

「婚約の話も、ありがとうございます。こちらの準備はすべて整っていますから、何も心配はいりません」

「そうでしたか」

　当然のように言うアクアスティードの言葉に、クラメンティール侯爵は頷うなずいた。

　しかし、ここまで手配をしているとは正直思ってはいなかったのだ。この分では、マリンフォレストはもちろん、アレクサンダー国王への根回しも終わっているのだろうなとクラメンティール侯爵は考える。

　どうして自分の娘むすめがこれほど大国の王太子に愛されているのか。普ふ通つうはそう疑問に思うかもしれないのだが、クラメンティール侯爵は娘を溺でき愛あいしているためにそれを当然のように受け入れた。

　あんなにも愛らしいティアラローズだ。愛してくれる、しっかりとした男の下へしか嫁とつがせはしない。ハルトナイツの件は残念ではあるが、クラメンティール侯爵にとっても僥ぎよう倖こうだったのだ。

　互たがいに忙いそがしい身ということもあり、クラメンティール侯爵は用件を伝えるとすぐに執務室を後にした。
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　それから数時間後、女官がティアラローズの登城を告げる。

　数枚の書類が残っていたため、アクアスティードはエリオットにティアラローズの案内を頼んだ。もちろん、自分もすぐに終わらせて向かうつもりで。

　用意したのは、小さな薔ば薇ら園えん。黄色とピンクの薔薇が咲さく庭は、ティアラローズにとてもよく似合うと思ったのだ。




　だが、執務を終わらせ薔薇園へ向かったがティアラローズの姿はなかった。エリオットの姿も見えないことから、まだ移動中だということがわかる。

　──それにしても、時間がかかりすぎているな。

　薔薇園へは、執務室よりもティアラローズが待っていた応接室からの方が断然近いのだ。疑問に思ったアクアスティードは、すぐさま応接室に向かうため行動した。

　城の中であるのだから、何か危険なことがあるわけではない。さらに、エリオットを案内に付けているのだ。彼は、剣の腕も魔法の腕も一流だ。

　──まさか、ハルトナイツ王子に出会った？

　そんな考えがアクアスティードの頭をよぎるが、まさかとすぐに打ち消す。卒業パーティーでのことは、ティアラローズには一いつ切さいの罪がないのだ。

　ここで何か文句を言ったりするようなことはないだろう。

　そう、考えていたのだが──。

　廊ろう下かを歩いて応接室へ向かっていくと、そこに見えたのはティアラローズとハルトナイツ。

　言いがかりをつけられているのかと思ったが、どうやら様子がおかしい。

　その様子を見て、足早に二人の下へ向かう。

　急いだのは、ハルトナイツの手がティアラローズの頭に触れる直前だったからだ。

　嫌だという意思表示にぎゅっと目を閉じて、頭上を手でガードするティアラローズをさっと自分の胸に抱だき寄せる。

　そのままハルトナイツの手を払はらい、同時に射い抜ぬくような視線をハルトナイツに向ける。

「ねぇ──」




　──ふざけるな。

「ハルトナイツ王子。──私の大切な婚約者に、何をしようとしているの？」




　──大切な、婚約者。

　突然発せられた言葉に、ティアラローズは胸がきゅんと締しめ付つけられたような気がした。

　ハルトナイツの手を払ったアクアスティードによって、その胸に抱き寄せられたのだから。怖いと思っていた気持ちが、一いつ瞬しゆんでなくなってしまった。

　そのまま髪に優しく口づけられて、見せ付けるように髪を撫なでられる。

　ティアラローズの視界が、アクアスティードの青で埋うめ尽つくされた。自分以外は見るなと、そう言われているようで頰ほおが赤く染まる。

　金色の瞳ひとみが悪戯いたずらに微笑んで、その嬉うれしさを態度で示す。

「……っ！　あ、アクア様！」

「大丈夫？　遅おそくなってごめんね、ティアラ」

　ぎゅうと抱きしめて、今度はティアラローズの額に優しく口づけた。「迎むかえに来たよ」と、今まで誰も見たことがないほど、アクアスティードは幸せそうに微笑んだ。




　アクアスティードの冷えた声に、ハルトナイツはびくりと体を揺ゆらした。

　普段、どちらかといえば仲のよいアクアスティードとハルトナイツ。しかしそれは、卒業パーティー以降ぎくしゃくとしている。

　ハルトナイツも、まさかここまで嫌けん悪おされるとは思ってもいなかったのだ。そして、同時に二人が婚約をしたということもはっきりと告げられた。

　──あれだけ酷ひどいことをしたのに、今いま更さらティアラに未練がましく縋すがろうというのか？

　アクアスティードの中に、ハルトナイツへの怒いかりが込こみ上あげた。そして同時に、ティアラローズをしっかりと守らねばという思いも。

　自身の腕の中へ閉とじ込こめたティアラローズが、ぎゅっとアクアスティードの服を握にぎりしめた。その手は、少し震えていた。

「アクア様……」

　緊きん張ちようのせいか、ティアラローズはアクアスティードのことを愛称で呼んでしまう。

　公おおやけの場では、かならず殿でん下かと敬けい称しようを付ける彼女だ、よほど怖かったのだろう。

　しかしそれがひどく嬉しくて、優しく微笑みティアラローズの額にもう一度口づける。

　慣れていないせいで、真まっ赤かになった彼女が恥はずかしそうに見上げてくる。腕の中にすっぽりと収まった彼女は、とても可か愛わいらしかった。

「ハルトナイツ王子。ティアラは、私の婚約者だ。触れないでくれ」

「……っ！　す、すまなかった。こんなにも早く、正式に婚約をしたのだな……」

「──ええ。わかっていただけるのであれば、今回は見逃します」

　視界にハルトナイツが入らないよう、自分の肩かた口ぐちにティアラローズの顔がくるよう抱だき込こむ。

　見せつけるようにその綺麗な髪を撫でながら、ハルトナイツへと再度忠告をした。

「それじゃぁ、行こうか。ティアラの好きなお菓か子しや紅茶を用意しているから」

「……ありがとうございます。でも、こんなに突然で申し訳ありません」

「大丈夫。私から、会いに行こうと思ってたんだ」

　困こん惑わくしつつも、アクアスティードに従い歩くティアラローズ。その様子をしばらく見ていたハルトナイツは、しかし無言でその場を立ち去った。

　隅すみの方では、こっそりとフィリーネがガッツポーズをしていたが……目もく撃げきしたものは誰もいなかった。
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　アクアスティードにエスコートされ、ティアラローズは黄色とピンクの薔薇が咲さき誇ほこる小さな庭園へ案内される。

　アクアスティードの言葉通り、美お味いしそうなお菓子が並べられ、スイーツ好きの心がくすぐられた。




　──どうしよう。すごく、どきどきする。

　ティアラローズ自身、城の庭園へは何度も出入りしたことがある。

　ハルトナイツはあまりこういったことをしなかったが、王おう妃ひの誘さそいで何度かお茶会に来たことがあるのだ。女性のみで行われるお茶会は、いつも美しい庭園で開かい催さいされた。

　色とりどりの花に、美味しいお菓子や紅茶。穏やかにおしゃべりして、それはとても楽しいひと時だった。今となっては、いい思い出だ。

「ティアラは、ケーキも好きだよね？」

「はい」

　女官が紅茶を用意している間に、アクアスティードがいろいろなお菓子を用意してくれた。その中に一つ、ふんだんに苺いちごが使われた美味しそうなケーキがあった。

「苺は、アクア様の国の特産ですよね。わたくし、大好きなんです！　もう、一年中でもいいくらい。ケーキに、クッキーに、プリンに……あ。申し訳ありません、わたくしったら」

　大好きな苺を見たティアラローズは、思わずテンションがあがってしまった。前世の記き憶おくを思い出してからは、新しい苺のスイーツを作りたいと思っていたのだ。

　そんな彼女をみて、アクアスティードは楽しそうに笑う。ちっとも迷めい惑わくなんかではないから、好きに振ふる舞まって欲しいと思う。

「それはよかった。これは、私の国から取り寄せた苺なんだ。ティアラに喜んでもらえて嬉しい」

　アクアスティード自らがケーキを取り分け、ティアラローズへと差し出す。

　上面には、クリームが見えないほどたくさんの苺。スポンジは何層にも重ねられて、間にはたっぷり苺がはさまれていて、ムースも加えられていた。

　マリンフォレストの特産である苺は、とても品質がよく高級だ。そしてこのケーキは、中でも質のよい苺を使われていることが一目で分かるほどに見事だった。

　そっと口に含めば、知らずのうちにティアラローズの頰が緩ゆるむ。

「美味しい……！」

「よかった。気に入ってもらえて」

　にこにこと微笑むアクアスティードをちらりと見て、ティアラローズも自然と笑え顔がおになる。しかし、ハルトナイツから助けてもらったお礼を伝えなければと口を開く。

「アクア様、先ほどは……」

　しかし、その言葉は途と中ちゆうで止められてしまう。

　アクアスティードが、ティアラローズの口に人差し指を当てて「駄だ目め」と囁ささやいたからだ。

　どういうことだろうと首を傾げるティアラローズに、アクアスティードは「当たり前だよ」と優しく頰を撫でた。

「私はティアラの婚約者なんだから。守るのは当然だろう？」

「……っ！」

　婚約者という言葉に、ティアラローズは顔を赤く染める。自分から受け入れると父親に伝えたのに、いざアクアスティード本人から言われると、とてつもなく恥はずかしいのだ。

　どきどきと早はや鐘がねのように音を立てる心臓に、早く鎮しずまれと言い聞かせるが──上う手まくいくはずもなく。

「私を選んでくれて、ありがとう」

「それは、わたくしの台詞せりふです。こちらこそ、ありがとうございます」

　二人で微笑み合うことで、先ほどまでの空気が噓うそのように穏おだやかになる。

　そこでアクアスティードが、エリオットを紹しよう介かいしようと隣となりに呼び寄せる。




　婚約が正式に決まったのだ。ティアラローズはこれから一年間、アクアスティードの祖国であるマリンフォレストで花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを行う。

　その後、夫ふう婦ふとなる二人は花嫁の自国でお披ひ露ろ目めをし、後に花はな婿むこの自国で盛せい大だいな結けつ婚こん式しきが執とり行おこなわれるという流れになる。

　先ほど案内役をしたエリオットが、深く礼をする。

「改めまして。アクアスティード様の側近をしております、エリオットです。貴族ではないので家名はありませんが、長くアクアスティード様にお仕えしております」

「私が連れている側近は、エリオットだけなんだ。戦せん闘とう面めんも、政治面も器用にこなしてくれる。ほかの者はマリンフォレストにいるから、その時にまた」

「よろしくお願いいたします」

　エリオットはアクアスティードの右みぎ腕うでだ。

　基本的な雑務処理はもちろん、戦闘、政治、はては主人の世話をもこなす。今回の婚約の根回しに関しても、密ひそかに活躍している場面は多い。

「それでは、わたくしも」

「フィリーネ？」

　すっと、一歩前に進み優ゆう雅がに礼をするフィリーネ。

　その瞳からは、かなりの信念を感じるものがあった。そしてティアラローズも、それが何を示しているのかすぐに理解した。

「わたくしは、フィリーネ・サンフィスト。ティアラローズ様がお小さい頃ころから仕えさせていただき、一年前から正式に侍女としてお仕えしております」

「フィリーネは、わたくしと一緒に育ってきました。姉のような存在と言っても、過言ではありません。どうぞよろしくお願いいたしますね」

　二人で微笑めば、アクアスティードもエリオットも笑顔で頷いた。

　実のところ、ティアラローズが侍女として誰かをマリンフォレストに連れて行くという話はまだしていない。

　もちろん、ティアラローズとしてはフィリーネに付いてきてもらうのが一番だ。アクアスティードがいるとはいえ、マリンフォレストは異国の地であるのだから。

　しかし隣国とはいえ、距きよ離りは遠い──。十八歳さいという年とし頃ごろのフィリーネを、自分の結婚という都合で連れて行ってしまっていいのか悩んでいたのだ。

「フィリーネ」

「ずっとお仕えさせていただきます」

「……ありがとう」

　ちらりと横に立ったフィリーネを見れば、「絶対に付いていきます」と微笑んだ。

　それならば、と。ティアラローズも頷く。遠い地へ一緒に来てくれるというのであれば、フィリーネのことは責任を持って面めん倒どうを見なければとティアラローズは気持ちを新たにする。

　結婚だってしたい年頃だろうに、苦労をかけてしまい申し訳ないと思う。その分、自分に出来ることはしてあげたいと思ったのだ。

「いい侍女だな」

「はい。いつも傍そばにいて、励はげましてくれたのがフィリーネなんです」

　寂さびしい思いをさせるつもりはもちろんないが、女性同士でしかわかり合えないことはやはり多い。優ゆう秀しゆうな侍女がいたことにアクアスティードは安心する。

　それからしばらくお菓子と紅茶を楽しみ、エリオットとフィリーネを交えながら話をした。

「──エリオット」

「かしこまりました。フィリーネ、こちらへ。マリンフォレストへ向かう際の諸注意などをお伝えいたします」

「はい」

　一段落したところで、アクアスティードがエリオットの名を呼ぶ。

　すぐに主人の指示を察知し、フィリーネを連れて庭園から退出する。遠くに女官と騎き士しは控ひかえているが、気になるような距離ではないだろう。

　突然のことにティアラローズは驚いてアクアスティードを見るが、彼は微笑むばかり。

「ティアラ、こちらへ」

「は、はい……」

　席から立ち上がったアクアスティードが、ティアラローズの下へきて手を差し出した。どこかへ移動するのだろうかと思い手を取り、エスコートを受ける。

　着いた先は、同じ庭園内にある薔薇をあしらったベンチだった。二人で座れるそこに案内され、ティアラローズは腰を落ち着ける。

「四人で話すのもいいけど、ティアラと二人で話す時間をもらってもいい？」

　アクアスティードも隣に腰こし掛かけて、悪戯をしている子供のように笑いながらティアラローズの髪を撫でる。




　こくこくと頷くティアラローズを見て、もっともっとかまいたくなってしまうのだから困ってしまう。

　──こんなにも愛いとしく思える人が現れるなんて。

「ティアラ……」

　髪を撫でていた手を頰へすべらせ、両手で顔を包つつみ込こむ。

　一瞬で頰が薔薇のようにそまるその姿は、アクアスティードをさらに幸せにさせる。何度、心の中で可愛いと思っただろうか。もはや、数え切れないほどだ。

　真っすぐに瞳を見つめて、もう一度「ティアラ」と呼ぶ。

「は、はい……っ」

　真剣なアクアスティードの瞳と、いつも以上に近い距離を感じてどきどきとティアラローズの鼓こ動どうが速くなる。




　──近い、近いですアクア様!!

　恥ずかしくて、けれど顔をアクアスティードに固定されているため反らすことも出来ない。恥ずかしいと心の中で叫びながら、ティアラローズの顔はどんどん真っ赤になっていく。

　まるで口づけをされてしまいそうな距離。けれど、自分から瞳を閉じればねだっているように思えてしまいそれも出来ない。

「──婚約を、受けてくれてありがとう。でも、こんな上うわ辺べだけのものではなく、もう一度直接言わせて欲しい」

「アクア様……」

「強ごう引いんに進めてしまった自覚はあるからね」

　そう言って苦く笑しようするアクアスティード。

「ティアラローズ・ラピス・クラメンティール嬢。心より愛しています。私、アクアスティード・マリンフォレストの妃きさきとなっていただけませんか？」

「……はい。よろしくお願いいたします。アクアスティード・マリンフォレスト殿下」

「ティアラ……！」

　真しん摯しなアクアスティードの言葉に、どきどきが止まらない。こんなに幸せでいいのだろうか。

　ティアラローズもすぐに返事を返し、恥ずかしく思いつつも、アクアスティードを見つめて微笑んだ。嬉しそうに名前を呼ぶアクアスティードにぎゅっと抱きしめられて、小さく声を上げる。

「あ、アクア様……っ」

「ごめんね、嬉しくて──。ティアラ、愛してる」

「……っ！」

　アクアスティードの香りがわかるほど近くに抱きしめられて、それだけでも男性に不慣れなティアラローズにとっては精せい一いつ杯ぱいなことなのに。

　抱きしめられたまま、アクアスティードの指に顎あごをすくわれて上を向かされる。

　目を細めたアクアスティードの顔がすぐ近くまできて、ティアラローズはぎゅっと彼の服の端はしを摑つかむ。

　──キス、される。

　けれど嫌いやな気持ちは微み塵じんもなくて。甘くくすぐったいような感覚が、体の中を走り抜ける。

「……ん」

　好きな人に抱きしめられながら、なんて。

　まるで乙女おとめの夢のようなファーストキスに、ティアラローズの気持ちは高ぶった。ゆっくりと触れるアクアスティードの唇は、とても甘かった。

　優しく口づけて、「ティアラ」とアクアスティードが名前を呼ぶ。

「アクア様……」

「可愛い、ティアラ」




　とろけるように名前を呼ぶティアラローズに、アクアスティードはもう一度目め尻じりへ口づけを落とす。そのまま額、頰と、ゆっくり唇を移動させる。

　口づけるその度に体を揺らすティアラローズが可愛くて、離はなしたくないとアクアスティードは思う。

　──もう少し。

　本当は一度だけのつもりだったけれど、ティアラローズの反応が可愛すぎたのだ。

　耳まで赤くして震えるティアラローズにもう一度口づければ、吐と息いきを漏らしてアクアスティードへぎゅっと抱きついた。

　それが嬉しくて、何度も口づける。ティアラローズの髪を撫でながら、時間を忘れてしまうくらいそうしていたいと思う。
















「ん、ふ……ぁ…………」

　止まらない口づけに、ティアラローズは呼吸のタイミングがわからず吐息を漏らす。しかしそれすらも飲み込むように口づけられて、くたりと体から力が抜けてしまう。

　最後にぺろりと唇を舐なめ、惜おしみながらティアラローズの唇から離れた。

「んんっ！　……アクア様」

「ん。ティアラが可愛すぎて止まらなかった」

　吐息を漏らして、力が入らなくなったティアラローズの体を優しく抱きしめる。「ごめんね」と、そっと耳元で囁いた。




　あまり悪びれもせずに、可愛くて止まらなかったというアクアスティードの言葉がティアラローズの頭の中でぐるぐると回る。

　ぎゅっと抱きしめられたままのティアラローズは、口づけの余よ韻いんでしばらく立ち上がれそうにない。

　ただただ、嬉しかった。

　──駄目。恥ずかしくて、死にそう。

　でも嬉しい。この後、自分はどんな顔をしてアクアスティードを見ればいいのだろうか。

　けれどそれは、杞き憂ゆうに終わる。

　なぜなら──城の中から、すさまじい光が溢あふれ出だしたからだ。

　まるでティアラローズとアクアスティードを祝福するかのようだ──と思ったが、もちろんそんなことはありえない。

　正体不明のその光は、すぐに警けい戒かい対象になった。

　控えていた騎士が、すぐさま二人を守るように前へ出る。続いてエリオットもフィリーネを伴ともなって庭園へと戻もどってくる。

「何だ、これは……!?」

「ティアラローズ様！」

　誰もが瞬時に魔法の光であることは理解した。──が、このような発動現象を聞いたことがない。

　アクアスティードはティアラローズを庇かばうように自分の胸へと抱き寄せる。

　敵という可能性があるのだ。うかつな行動は出来ない。




　しかし、ティアラローズはこの光に思い当たるものがあった。

　──これって、まさかヒロインが持っている聖なる祈いのりじゃ!?

「大丈夫だ。ティアラのことは私が守る」

「アクア様……！」

　ティアラローズが驚きに目を見開いているのを、怖こわがっていると思ったのだろう。

　けれど、ティアラローズはこの光が何かを知っていた。




　聖なる祈り。

　これは、この世界でたった一人だけ使うことのできるとてつもなく希け有うな魔法だ──。




　絶対的な浄じよう化かの力を持つこの魔法は、『ラピスラズリの指輪』のヒロインが使えるという設定だった。

　──失念してた。清い乙女の祈りと説明にあったし、ヒロインは使っていなかったから、てっきり使えないものだとばかり思っていた。

　しかし、ゲームの通りであれば使えないわけがないのだ。

　ゲームでは、断罪イベントのすぐ後にその力を目覚めさせていた。でも、今目覚めたのはどうして？　ティアラローズは考え、一つの結論を導きだす。

　悪役令嬢自分の存在がそうさせたのではないか、と。本来であれば、ヒロインの力は覚かく醒せいしているはずだ。だが、悪役令嬢であるティアラローズの行動によりそのタイミングがずれたのだ。

　体に無理な負ふ荷かがかかり、城からまばゆい光が溢れ出すほどに過大な演出がなされて、覚醒したのではないか。

　ゲームでは、聖なる祈りの力に目覚めたヒロインは国からラピスの称号を賜る。

　悪いものを浄化出来る力は、持っているだけで国全体を優しく包み込み……悪いものから守る。

　そのためラピスラズリ王国では歴代の魔法所持者には、一代のみという制限こそあったがラピスの称号が与えられてきたのだ。

　通常通り考えるのであれば、──例外はないはずだ。

「……光は、収まったようだな」

「そうですね。私が見てきますので、アクアスティード様はここでお待ちください」

　辺あたりの気配を探さぐるように神経を研とぎすまし、エリオットは確かく認にんのために庭園を離れる。

　主人を残すという多少の心配はあったが、これはかなりの緊きん急きゆうを要するだろうと判断したのだ。

　それに、騎士がいるということもあるが、それ以上にアクアスティードは強い。それゆえの安心だった。

「ティアラ、心配するな。すぐにエリオットが情報を持って戻ってくる」

「そうですわ。ティアラローズ様はご心配なさらずに、アクアスティード殿下と一緒にお待ちください」

　不安そうにしているティアラローズを、アクアスティードとフィリーネが落ち着かせようとする。しかし、ティアラローズはいたって冷静だった。

　聖なる祈りの力は、どこの国もが欲しがるものだ。ラピスラズリ王国が欲しがるのはもちろん、マリンフォレスト王国だって喉のどから手が出るほどに欲しいはずだ。

　魔法の所持者は、滞たい在ざいする国の王族と結婚することが多い。

　──もし、アクア様がヒロインの力を欲ほつしたら？

　そんな、まさか。ありえないと、ティアラローズの脳が答えを出す。だが、もしゲームのようにシナリオが動いていくのだとすれば……？

　ゲームがほとんど終わっている現在。もし、続編へとゲームが移行しているのだとしたらどうだろうか。そう考えて、ぞわりとした感覚にティアラローズは襲おそわれる。

　聖なる祈りの光です。と、そうアクアスティードに伝えることは簡単だ。だが、アクアスティードがどう反応するかが何よりも怖かった。

「…………」

「……大丈夫、心配はいらない」

　無意識にぎゅっと、アクアスティードの服を摑む。震える自分を見て、得体のしれない光が怖かったのだろうと考えてくれたのだろう。

　何度も「大丈夫だよ」と、背中を撫でて落ち着かせてくれた。

　最初にお茶をしていた場所に移動して、フィリーネが紅茶を準備する。今はゆっくりと、ティアラローズを落ち着かせようと思ったのだ。

　アクアスティードに紅茶を差し出し、次にティアラローズへ。自分の主人は、ひどく疲れている時や不安な時は甘い紅茶を好むということをフィリーネは熟知している。

「少し甘めにしてあります」

「ありがとう、フィリーネ」

　それから数十分の後、アレクサンダー国王に仕える騎士が直接現状を伝えにやってきた。

　アクアスティードに敬礼をし、すぐさま状じよう況きようを述べる。

「失礼いたします。今回の光に関してですが、魔ま導どう具ぐの不具合による光とのことです。現状問題はなにも起きてはおりませんが、ティアラローズ様におかれましては城の魔導具の検査が終わるまでは一度お帰りいただいた方がいいとのことです」

「……なるほど。了りよう解かいした」

　簡単に現状を伝え、騎士はその場を後にした。

　アクアスティードは何かを考えているようだが、ティアラローズには彼の考えていることまではわからない。

　騎士の報告はきっと噓だ。それは確信出来るが、踏ふみ込こむだけの理由はない。

「魔導具の不具合だったんですね。大事がなくてよかったです」

　ほっと安あん堵どする様子のフィリーネに、馬車を用意するようアクアスティードは指示を出した。

「ティアラ。送っていくから、一度屋や敷しきへ戻ろう」

「……はい。わかりました」

　──本当は、帰りたくない。

　でも、そんなことを口には出来ない。しかしゲームがどのように進むのか、自分の目で見たい。そう思うけれど、魔導具の不具合と報告されたことを受け入れなければいけないのだ。

　国王がそう判断したのか、または力を持つ誰かの指示か……。何もわからないことが、こんなにももどかしいことだとは思ってもいなかった。




　けれど、願わくば。

　──アクア様が、ヒロインの手を取りませんように……。
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　ティアラローズを屋敷まで送り、与えられている城の自室へと戻ったアクアスティード。

　しかしそこに、エリオットの姿はまだない。

「……遅いな」

　城の中は落ち着きを取り戻し、すでにほとんどの者がいつも通りの状態に戻っている。

　そんな中でエリオットが戻らない理由など、一つしかない。先ほどアクアスティードに報告した騎士の情報がすべて噓だったということだ。

　でなければ、優秀なエリオットが戻らないはずがない。あぁ見えてエリオットは、諜ちよう報ほう活動が得意だ。一時は完全に諜報のみの任務をしていたこともあったほど。

　──重大な何かが起きた、か？

　わからない。が、隣国の王太子であるアクアスティード自らが調べるために城内を歩き回ることは出来ない。下へ手たをすれば、戦争のようなことに発展しかねないからだ。

　卒業パーティーのような、王子同士のいざこざとは違ちがう。何かあれば、アレクサンダー国王も厳きびしい対応をしてくるだろう。

「待つしかないか」

　仕方なく、アクアスティードは明日以降に手をつける予定だった書類に手を伸ばす。

　十中八九、何らかの情報をエリオットが持って帰ってくる。そう考えると、明日以降は自由に動ける時間を多く確保することが必要だ。

　それからしばらくは机に向かい、書類に目を通す。




　時おり思い返すのは、先ほどのティアラローズとのこと。初めての口づけだったのか、少し目を潤うるませてアクアスティードを見上げてきたのだ。

　あのまま押おし倒たおさなかった自分を褒ほめたいと、アクアスティードは思う。

　これからはずっと一緒にいられると思うと、仕事の手も早くなるというものだ。

　コンコンコン。

「……入れ」

　ノックの音に時計を見れば、夕方という頃合い。

　いつも通りに女官が食事を持ってきたので、用意をするよう指示を出す。

　食事の準備が整えられる間に、一通りの仕事を終わらせて片付けをする。アクアスティードはそのまま食事を終え、いつの間にか夜になっていた。

　女官が用意した軽めのワインを口に含み、どうしたものかと思案する。そう思っているところに、エリオットが帰ってきたことを告げるノックの音が部屋に響いた。

　疲れた様子のエリオットが入ってきた。

「ただいま戻りました、アクアスティード様」

「ああ。遅かったが──何があった？」

「……はい。驚いたことに、卒業パーティーでハルトナイツ殿下の横にいたアカリ様という少女が、聖なる祈りを覚醒したそうです」

「……!!」

　エリオットの告げた言葉に、アクアスティードは驚きよう愕がくした。

　そして先代の聖なる祈りを使える者は、どうしていたかと思考を巡めぐらせる。

　──確か数年前に、亡なくなったと知らせを受けたな。

　それであれば、この段階で新しく今代の聖なる祈りを使える者が現れたとしても不思議ではない。しかし、よりにもよってそれがアカリだったとは──。

　アクアスティードは大きくため息をつき、厄やつ介かいなことになったものだと思う。

「聖なる祈りを使える乙女、か。──欲しいな」

「そうですね。ですが、アレクサンダー国王が手放すようなことはしないでしょう」

「──たとえ、戦争になる可能性があったとしても手放しはしないだろうな」

　卒業パーティーの一件に関しては、ハルトナイツを王にはしないという話だったなとアクアスティードは思い返す。

　アレクサンダー国王がどのような決定をするかは知らないが、大方の予想はつく。

「私のところには、魔導具の不調だったという報告がきた。アレクサンダー国王は、一段落するまで聖なる祈りに関して口外はしないだろう。エリオットがここまで情報を持ってくるのに時間がかかっているのも、その証しよう拠こだ」

「そうですね。おそらく、ハルトナイツ殿下と結婚させるのでしょう。王にはしないと宣言しておりましたから、第二王子であるシリウス殿下を王にする。それを支えていくという形になるのではないでしょうか」

　エリオットの言葉に頷いて、「面めん倒どうだな」と呟く。

　学園の卒業パーティーのことに関しては、アレクサンダー国王もハルトナイツのしたこととして謝罪や尻しり拭ぬぐいをしたが、所しよ詮せんは子供のしでかしたこと。最悪、切り捨てることも出来る。

　だが、聖なる祈りを所持する者に関しては本気の対応をしてくるだろう。先日のように、甘い言葉は一切ない厳しい対応になるはずだ。

「聖なる祈りを使える者を手にする恩おん恵けいは、大きいものです。手に入れてしまえば、国が平和でいられるのですから」

「……私の力を使えば、介かい入にゆうは出来る。──が、デメリットが大きすぎるな」

「デメリット、ですか？」

　聖なる祈りを欲しいと言ったにもかかわらず、アクアスティードはデメリットを理由にあっさりとそれを否定する。

　すぐにそのデメリットを察して、エリオットは嬉しそうに自分の主人を見た。

　主人であるアクアスティードの言葉を忠実に理解し、今後どのように動けばいいかを脳内でシミュレートしていく。

　主人に動けと言われてからでは、遅いのだ。

「もちろん、メリットも大きい。聖なる祈りを手に出来れば、我わが国くにはさらに栄さかえるだろう。だが、聖なる祈りがなくともマリンフォレストは問題ない」

　アクアスティードの脳内では、今後についての計算がハイスピードで行われていく。数分間思案し、その後に静かに信頼する側近の名前を呼んだ。

「仰おおせのままに、アクアスティード様」

　すぐに了承の返事をし、エリオットは再び夜の闇やみに気配を消した──。
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　ヒロインであるアカリが聖なる祈りに目覚めたという話は、一切耳に入らないまま十日が過ぎた。

　その間、ティアラローズは一度も城へは行かずに屋敷で過ごしていた。アクアスティードが一日置きに訪ねて来てくれるが、聖なる祈りに関する話は何も出ない。

　──アクア様も、何も知らないのかな？　それとも、知っていて私に隠かくしている？

　王族が黙もく秘ひしている情報を、個人的に知っているからと誰だれかに聞くわけにはいかない。

　おそらく父親であるクラメンティール侯こう爵しやくは把は握あくしているだろうが、ティアラローズ自身が知っている理由を説明することが出来ないため聞くに聞けない。




「ティアラローズ様、花嫁修業の支度が終わりました」

「ありがとう、フィリーネ。これでいつでも、マリンフォレストへ向かえるのね」

　ティアラローズは父親と話し、マリンフォレストへはフィリーネを連れて行くということで決着している。一年間の花嫁修業を終え一度帰き還かんする際、今後のことをもう一度話し合うのだ。

　フィリーネ曰いわく、そんなことをしなくとも継けい続ぞくするから大丈夫ですと、胸を張って言える。けれどまだ若い。何かあった時のために、一度期間を区切るのだ。

　花嫁修業の準備は終わったのだが、出発する目め処どはまだ立たない。

　正直なところ、アカリの件に決着がつくまでは移動が難しいのではないかと思っている。

　本来ならば、大国であるマリンフォレストのアクアスティードがいること自体もあまりよくないのでは……とも思う。

　どちらの国も、聖なる祈りを手に入れたいだろうから。

　この国としては、気取られることなくアカリを手に入れてから、アクアスティードに報告をするというのが最良だ。

　そうすれば、横からアカリを奪われることもない。聖なる祈りを使える者は、保護することが世界で暗あん黙もくの了解とされている。

「でも、いつ頃出立するんでしょう。アクアスティード殿下も、そろそろ帰国しなければならない時期でしょう？」

「そうですね。もともと、アクア様がここへ留学するのは一年間の予定でしたから」

　──お願いだから、早く解決して！

　転生者の己おのれも、こればかりは早く解決するようにと祈るしかない。不安になりつつも、アクアスティードからの連れん絡らくを待つしか出来ないことがもどかしかった。
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　それからさらに数日が経たち、アクアスティードから改めて会いにいくという連絡がきた。

　やっと詳しよう細さいが決まったのだろうかと思い、ティアラローズはほっと胸を撫なで下おろす。父親からも悪い知らせは何もないので、アクアスティードの訪問を心待ちにしていた。

「フィリーネ、出来たわ！　上手じようずに焼けたと思うのだけど、どうかしら」

「はい！　とても美お味いしそうに出来上がっています」

「よかった。これを、わたくしの部屋に用意しておいてもらえる？」

　主人の言葉に、フィリーネは笑顔で頷うなずいた。準備をするためにケーキを持って一度さがる。

　アクアスティードをもてなすために、ティアラローズは朝からスイーツ作りに精を出していたのだ。

　デートの時に、焼いたクッキーをとても気に入ってもらえたので、自分の好きなフルーツのタルトを用意した。

　前世でもこれが特に大好きで、よく食べていたことを思い出す。ティアラローズにとって思い入れがあるこのタルトを、アクアスティードは気に入ってくれるだろうか。

「大丈夫、こんなに美味しいんだもの。きっと気に入ってくれるわ」

　一番のアクセントとして、ちゃんと苺いちごも載のせてある。食べた時に、どんな顔をしてくれるだろうか。

　アクアスティードの来訪が、待ち遠しくて仕方がない。

　いつもは庭園のテラスでお茶をしていたのだが、あいにくと今日は曇くもり。応接室でと思ったのだが、もうすぐ旅立つことを思うとなんとなく自室が恋しくなってしまったのだ。

　友人を招いては部屋で女子会をしていたのも楽しい思い出だと、ティアラローズは思う。

「……でも、幸せだからいいのよね」

　えへへと頰ほおを緩ゆるませていると、使用人が馬車の訪れを告げた。

　馬車から降りたアクアスティードに、窓から覗のぞく姿を見付けられてしまう。目が合うと、嬉うれしそうに微笑ほほえまれた。すぐに使用人に案内をされ、ティアラローズの部屋へやってくる。

　落ち着いた雰ふん囲い気きの部屋は、優しくアクアスティードを迎え入れる。

　木製の家具に、愛らしいレースが施ほどこされた装そう飾しよく品ひん。花か瓶びんに飾かざられた薔ば薇らは、先日アクアスティードが贈ったものだ。

　部屋の中をじっくりと見回して、その空間にアクアスティードは頰を緩める。そして一番になされたのは、謝罪だった。

「最近、あまり来られなくてすまない。いろいろと準備に手間取ってしまってね」

「いいえ、お気になさらないでくださいませ」

　しかしメイドが退室して二人きりになった途と端たん、アクアスティードはぎゅっとティアラローズを抱きしめた。

「でも、そのおかげで処理が全部終わったよ。待たせてごめん」

「大丈夫です、お気に、ん……っ！」

　小さな声で「会いたかった」と呟つぶやいたアクアスティードの声は、果たしてティアラローズに届いただろうか。その言葉を自ら飲み込むように、ティアラローズに唇を重ねた。

　しかしすぐに唇は離されて、額に、目元に、頰にと……慈いつくしむように次々と触ふれていく。

「ん、アクア様……」

「今日も可か愛わいい、ティアラ」

「……うぅ」

　嬉しそうに微笑むアクアスティードを見て、ティアラローズの頰は赤くなる。会いたかったのは、自分だって同じなのだから。

　同じ気持ちだと告げるように、けれど抱きつくのは少し恥はずかしかったので──アクアスティードの胸に頰を寄せることにした。

「あぁもう、本当に可愛い。もう一度、口づけてもいい……？」

「……っ！」

　ティアラローズの髪に顔を埋うずめながら、アクアスティードがもう一度と懇こん願がんする。

　さすがに、自分から「はい」と言うのは恥ずかしい。けれど、アクアスティードの手は優しくティアラローズを撫でて返事を待っている。

　──どうしよう。こういう場合、どうしたらいいの!?

　口づけ自体、この前が初めてだったのだ。

　もちろん、アクアスティードに口づけされることは嫌いやではない。どう答えようかと、ティアラローズは胸から顔を離して見上げてみる。

　そうすれば、「ん？」と微笑まれて、額ひたいに口づけられる。思わず目を細めれば、アクアスティードは了りよう承しようと受け取ったようで、再びティアラローズに唇を寄せる。

「……ん」

　優しくティアラローズの髪を撫でながら、アクアスティードはさらに二度、三度とついばむように口づける。甘い吐と息いきが漏もれると、抱きしめる腕に力が込められる。

　まるで会えなかった時間を埋めていくような、熱い口づけ。

　合間に「ティアラ」と甘い声が耳に入り、どきどきと体が震ふるえた。角度を変えて、何度もティアラローズの唇に柔らかい感触が触れて呼吸が乱れる。

「ふぁ、ん……っ、んっ!?」

「ん……」

　呼吸をしようと薄く開いたティアラローズの唇の隙すき間まから、アクアスティードの舌がそっと差し込まれる。

　びくりと体を揺ゆらして目を見開くが、視界に映るのはアクアスティードの長い睫まつ毛げ。

　──恥ずかしい。

　けれど、嫌ではない……。再び目を閉じれば、どきどきと心臓の音が体に響く。

　熱い舌が絡からめられて、初めての感覚にアクアスティードへと縋すがる。

　恥ずかしくて恥ずかしくて、まるで自分の体ではないみたいだとティアラローズは思う。

　最後に唇をちゅっと吸うようにして、アクアスティードが離れた。

「ん、はふ……」

　体から力が抜けて、ティアラローズはちょうど後ろにあったソファに崩くずれ落おちそうになってしまう。

　それを楽しそうにアクアスティードが抱きしめて、自分の膝ひざに座らせる形でソファへ腰掛けた。

「あ、あくあさま……っ！」

「もう少しだけ、近くにいさせて」

　ティアラローズが戸と惑まどいがちに声をかけるが、アクアスティードは気にせずに彼女の髪を撫でた。

　あまりにも甘いアクアスティードに、限界を突とつ破ぱしてしまいそう。鳴りやまない心臓の音も、引かない熱も、すべてがこの世の何よりも甘いのだ。

　飽あきずにティアラローズの髪を撫で、満足したのかアクアスティードはゆっくりと口を開く。

　しかしそれはひどく重い口調で、彼かれ自じ身しんからも疲れがにじみ出ていた。

「…………婚約が、決まったよ」

「え？」

「アカリ嬢の婚約がね。ティアラにしたら、あまり聞きたくない話題だろうけど」

「……！」

　ティアラローズの鼓動が大きく脈を打った。

　──いったい、誰との？

　瞬時に思い浮うかぶのは、アクアスティードがアカリと婚約をした姿だ。

　アクアスティードはゲーム続編の攻こう略りやく対象だが、ここまでシナリオがずれているのだ。聖なる祈りに目覚めたヒロインと婚約をしたとしても──おかしくはない。

　それどころか、聖なる祈りを手に入れるために動いていたとしても不思議ではない。それほどまでに、各国が欲しがる存在なのだ。

　──嫌だ。お願いだから、アクア様を私から取らないで……っ！

「……この話題はやめようか」

「え？」

　不意にストップする、ヒロインの話題。ティアラローズはどうして？　と、疑問を浮かべながら、不安そうにアクアスティードを見つめる。

　そうすれば、困ったような表情で微笑んだアクアスティードに額へ口づけられた。

「不安な顔をしているティアラに、これ以上はね。アカリ嬢には、ひどく傷付けられただろう？」

「あ……」

「だから、無理をしなくていい」

　子供に話を聞かせるように、ゆっくりした口調でアクアスティードが気き遣づかってくれる。

　けれど、今は彼の気遣いがもどかしいとすら思ってしまう。

　最悪の結果を想定した上で、ティアラローズは嫌だと首を振ふる。ぎゅっと手を握にぎりしめて、真っすぐにアクアスティードの瞳ひとみを見つめた。

　その瞳に込められた思いは、アクアスティードに届くだろうか。

「ティアラ」

「大丈夫です。……教えてください、アクア様」

「……わかった。ティアラがそう言うなら、話そう。けれどこの話は、他言無用だ」

「はい」

　真剣な眼まな差ざしを返す彼に、静かに頷いて話を促うながす。

　深くソファに座り、アクアスティードは自分の胸にティアラローズを引き寄せた。背中をゆっくりと撫でながら、「嫌だと思ったら言うんだよ」と優しく言葉を紡つむぐ。

「ティアラを悪者のように言っていたアカリ嬢は、ハルトナイツ王子と正式な婚約が結ばれた」

「……！」

　感情の感じられないその声は、淡たん々たんと事実だけを述べた。

　ティアラローズは瞬しゆん間かん的てきに息を吞のむが、その内容に心底安あん堵どした。想定した最悪の結果でなかったのだ、これ以上は何も望みはしない。

　──アクア様との婚約ではなかった。

　そう安堵したティアラローズを見て、疑問に思ったのはアクアスティードだ。自分を追いつめたハルトナイツとアカリに処しよ罰ばつがされなかった事に、安心しているように見える。

「ティアラ？」

「あ、ごめんなさい。安心してしまって……」

「──うん？」

「アカリ様と、アクア様が婚約されるのではと……そう、思って。とても、怖こわかったんです。だから、安心してしまって──……」




　──私の愛いとしい人は、なんて可愛いことを言うのだろうか。

　アクアスティードはそう考えるのだが、しかし同時になぜそのような思考に至ったのかという疑問が浮かぶ。

　大国の王太子であるアクアスティードが、アカリと婚約をする可能性はゼロに等しい。たとえアクアスティードがアカリに恋をしたとしても、身分として釣つり合あわない。

　王族との結婚は、基本的に国内であれば伯はく爵しやく階級以上。国外であれば、侯爵階級以上というのが基本だ。愛あい妾しようにすることは出来るが、それだけだ。

　けれど、そんなことを考えるのは後回しにして、不安そうな彼女を安心させるように動く。

「私がティアラ以外を選ぶわけがない。不安にさせてしまってごめんね。……ほら、泣かなくて大丈夫」

「な、泣いてなんて……」

　大きく見開いたティアラローズの瞳から、真しん珠じゆのような涙なみだの粒つぶがこぼれた。

　どうやら無自覚だったそれに、ティアラローズは戸惑ってしまう。安堵して涙するほどに、ティアラローズの気持ちはアクアスティードに捕とらわれていた。

「ティアラはマリンフォレストに連れて帰る。──私の隣に、ずっといてくれるだろう？」

「……はい。もちろんです、アクア様」

　こぼれた涙を唇で受け取り、安心させるように微笑んだ。




　大きく頷いて、ティアラローズは先を話してくれるようにアクアスティードへ頼む。

　泣いてしまったけれど、続きが気になっていることに変わりはない。

「……そうだね。ハルトナイツ王子が玉座に付かないということは、アレクサンダー国王から聞いているね？」

「はい。伺うかがっています」

「うん。そのため、ラピスラズリ王国の次期国王は第二王子のシリウス王子だ。昨日、シャルロット嬢との正式な婚約がなされた」

　ラピスラズリ王国の第二王子である、シリウス・ラピスラズリ・ラクトムート。

　そしてラピスを賜たまわる公こう爵しやく家けの令れい嬢じよう、シャルロット・ラピス・アルティアーク。

　二人はまだ幼く、王子が七歳、シャルロット嬢は十二歳。女性が上の五歳さい差さは厳しいが、第二王子を国王にするのだ。ラピスを賜る公爵家の後うしろ盾だては必要不可欠だろう。

　──綺き麗れいに、まとまった？

　シリウスを国王とし、聖なる祈りを持つアカリを妻としたハルトナイツを補ほ佐さにする。そうすれば、国は順調に回るだろう。

　ハルトナイツとアカリがどう思っているのかは別として……。





[image: ]






　その後、ティアラローズは今後についての説明を受けた。

　帰国するのは十日後。その際、ティアラローズも花嫁修業のために連れて帰ること。




　ほっと安心したのもつかの間、すぐにフィリーネが最終チェックを行い、クラメンティール侯爵と綿めん密みつに段取りを組み始めた。

　そこまで細かくしなくてもいいのに、と。ティアラローズはそんなことを思ってしまうが、嬉しくてうきうきしているのも事実だ。

　──アクア様がヒロインと婚約をしなくて、本当によかった！

　今日はこの一言に尽きるのだ。

　アカリとハルトナイツに断罪されたティアラローズは、もちろん傷付いている。けれど、それは所しよ詮せんゲームのシナリオにすぎない。

　アクアスティードに大切にされるようになったティアラローズは、そう考えるようにしたのだ。

　しかし、そう安堵出来たのもほんの少しの間。




　予想もしていなかった展開は、真夜中にやってきた。

「……ん？」

　ティアラローズが眠ねむりについていた自室に、まばゆい光が走る。

　一瞬のことだったが、室内にいたティアラローズが目を覚ますには十分なものだった。

「この魔法って、転移が使えるのね。便利。……あぁ、こんばんは」

「……アカリ様？」

　一瞬にしてティアラローズの自室に現れたのは、城にいるはずのアカリだった。

　ゲームのヒロインである彼女は、軟なん禁きんに近い形で保護されていたのではなかったのか。

「私、それはもういろいろと考えたの」

　──どういうつもり？

　ティアラローズがアカリの名を呼ぶが、彼女は気にもとめず話を進める。それに眉まゆを寄せながらも、ベッドから体を起こしアカリに向き合う。

「ティアラ様。──あなた、日本人でしょう？」

「……っ！」

　──やっぱり、アカリ様はゲームキャラクターではなく私と同じような存在だったんだ。

　小さな疑問だったけれど、ここにきて確信へと変わる。

「だって、ゲームと違ったのはティアラ様だけだったから。ハルトナイツ様も、モーグリスお兄様も、クリフ様も、先生も、みんなみんなイベント通りだった。それなのに、最後はまったく上う手まくいかなかった!!」

　彼女がいきついた結論は、ゲームと違う展開にしたティアラローズが自分と同じ存在だということだ。

　確かにそれは間ま違ちがってはいない。しかし、転生したティアラローズをきっぱり日本人と断定するのは正しい認にん識しきなのだろうか。

　ハニーピンクの髪の色も、水色の瞳も。どれをとっても、日本人ではないのに。

「えぇと……。アカリ様、わたくし、どういうことかわからないのですが」

「とぼけなくてもいいです。せっかくハルトナイツ様と結婚して幸せになる予定だったのに、私が一番好きなアクア様が出てくるなんて。もう、びっくりして……！　続編のメイン攻略対象だったから、二番目に好きなハルトナイツ様をって思ったのに。アクア様と結婚出来るのなら、アクア様がいいに決まってるのに!!」

　つまり、アカリはハルトナイツよりもアクアスティードの方が好きだということだ。

　ここへ来たのは、アクアスティードと別れろと言うためだろうか。そう考えたところで、アカリが静かにティアラローズを見み据すえた。

「……？」

「…………」

　いったい何事と訝いぶかしみ、ティアラローズはとりあえず困ったように首を傾かしげておく。

　しかし次の瞬間、アカリの言葉で体が大きく揺れた。動どう揺よう、したのだ。

「ティアラ様は、続編のことを何も知らないでしょう？　マリンフォレストにいる可愛いヒロインも、アクア様のイベントも」

　それは、続編の内容を知らないティアラローズにとって、喉のどから手が出るほどに欲しい情報だ。特に、アクアスティードを攻略するヒロイン。

　ティアラローズの反応を見て、アカリは「やっぱり！」と笑う。

「かまをかけてみたんだけど、引っかかってくれて嬉しい。でも、ティアラ様の外見はゲームのティアラローズと同じ。どういうこと？」

「……転生、ですね。わたくしは、日本人としてこのゲームをプレイした記憶がある。それだけよ」

　観念したようにティアラローズが話せば、「ふぅん」とアカリは感心したように頷いた。

「ということは、前世が日本人ってことだよね？　ん、ん、んー？」

「？」

「続編をプレイしないで死んじゃったってこと……？」

「…………そうね」

　何か思いつくことがあったのか、アカリは前世のティアラローズが死んだ時のことを予測する。今更隠すようなことでもないので、素す直なおに頷けばアカリはひどく驚いた。

　口元に手を当てて、「そんなのありえない」とぶつぶつ呟いている。

　そんなに驚かれても、もう死んでしまったことなので仕方がない。どうしようもないのだから。

　──そりゃぁ、私だって続編をプレイしてアクア様のスチルを集めたかったわよ!!

　それはもう、切実に。さぞ美しいスチルやときめくイベントがたくさんあったに違いない。

　しっかりとプレイしたアカリに怒りをいだきつつ、「ほっといて」と言葉を投げる。が、アカリはそんなことを聞いてはいない。

　突然ティアラローズの正面へ来て、がしっと手を摑つかんだのだ。そしてなぜか涙を目に浮かべて、早口で語りだした。

「可か哀わい相そう！　ティアラ様、続編をプレイしていないなんて可哀相です!!　あんなに素す晴ばらしい乙女おとめゲーム、ほかにはないのに！　もちろん、ハルトナイツ様も素す敵てきだけど……。それでも、アクア様はもっともーっと素敵なの。続編のヒロインは、公式の名前やキャラ付けがしっかりしているの。アイシラっていうマリンフォレストの公爵令嬢なんだけど、アクア様が無理やり国に決められた婚約者にうんざりしていた時、海で出で逢あうの。そのスチルもすっごーく素敵で、何度プレイしたことか。私みたいに、平民から伯爵の養女になるわけでもないから生活も安定しているし……。どうせなら、続編ヒロインのポジションでこの世界に来たかった！　はぁ……」

「…………」

　思わずティアラローズがドン引くほどに、アカリは喋しやべった。いったいどこで息いき継つぎをしていたのだと思うほどに、アクアスティードが好きだと語った。

　しかしその中には、ティアラローズが知りたかった続編ヒロインの情報があった。それだけは僥ぎよう倖こうだ。

「ええと。それで、アカリ様はなぜここへ？」

「んっ？　あ、そうだった。実は私、ハルトナイツ様との婚約が正式に決まったの」

　──うん。知っています。

「でね？　ティアラ様も知っているとは思うけど、私は聖なる祈りを使えるの」

「…………」

「だから、それをアクア様に伝えれば問題なく大好きなアクア様と結婚出来るの。この力が、この世界でどれほど重要なものかはティアラ様も知っているでしょう？」

　うんうんと頷きながら、アカリは自分の計画を話していく。

　そしてティアラローズは、自分が知っている情報の穴に気付く。

　──アクア様は、アカリ様が聖なる祈りを使えるということを知っているのだろうか。

　昼間に話を聞いた際は、その点については何も聞かなかった。ハルトナイツとアカリの婚約が決まったこと、ハルトナイツが国王にならないこと。それを聞いただけだ。

　なぜ、アカリを婚約者にしたかという理由までは聞かされていない。もちろん、不安そうにしていたティアラローズに気を遣った可能性もある。

　けれど、アクアスティードが知らないという可能性もある。ティアラローズは、その二つの可能性を考えて不安に震えた。

「だから、ティアラ様はアクア様と別れてください」

「嫌」

　率そつ直ちよくに別れろと告げたアカリに、しかしティアラローズも瞬時に言葉を返した。むしろ、すぐに言葉が出たことにティアラローズ自身が驚いた。

「……っ！　なんで？　いいじゃない!!　だって、ティアラ様は続編をプレイしていないでしょ？　だったら、私より全然アクア様に思い入れがないじゃない。私はアクア様が大好きで、それはもう何度もプレイしたのに！」

　突然声を荒らげ、「そんなのおかしいでしょ！」とアカリが吠ほえる。

　けれど、そんなことを言われて黙だまったままでいられるティアラローズでもない。何を言っているのだと、険しい眼まな差ざしでアカリを見る。

「アクア様は、ゲームではない。この世界に生きている、一人の人間よ！」

「だから何？　そんなの、もちろん私だってわかってる！」

「その考えは、アクア様の意思を無視したものじゃない」

「……何を言っているの？　アクア様は王族で、私は聖なる祈りを持つ者よ。結婚するのなんて、この世界では常識じゃない」

　アカリの言葉に、ティアラローズはぎりっと唇を嚙かみ締しめる。

　聖なる祈りを所有するものと王族の婚こん姻いんは、この世界にとって当たり前すぎる常識だ。アカリの言葉は無茶苦茶であるが、この世界の理にはかなっているのだ。

「ほら、何も言えないでしょう？　それは、ティアラ様もちゃんとわかっているから。大国の王太子であるアクア様なら、私を手に入れるという判断をくだすことは間ま違ちがいない」

　絶対に、自分がアクアスティードに選ばれることを、アカリは信じて疑わない。

　だからといって、こちらも引き下がるつもりはないのだ。

「……けれど、アカリ様はもうハルトナイツ殿下と婚約をしているじゃないですか。それを、大国が横からかっさらうような真ま似ねは出来ないはずです」

「……私は、婚約に関してまだ頷いていないの。勝手に国王が決めただけ。だから、アクア様にこの力のことを話して保護してもらえればいいの。だから、そう──……」

　保護という形でマリンフォレストへ行き、その後アクアスティードと結婚するというアカリ。

　そう簡単にこの国から逃にげられるものではないだろうが、大国の王太子であるアクアスティードならばそれも可能かもしれない。

　突然の展開に、再びティアラローズは不安を覚える。

　不ふ敵てきな笑みを浮かべたアカリは、すっと手を前に出してティアラローズに向ける。




　──何？　この感じは、魔力を使おうとしている……？




　ヒロインであるアカリは膨ぼう大だいな魔力を所有している。逆に、悪役令嬢ポジションであるティアラローズは魔力が多いわけではない。

　気付いた時には、光の筋がティアラローズを襲おそっていた。

　頰をかすめ、赤い血が流れ落ちる。初めて魔法の攻こう撃げきを受け、体は無意識に震えていた。

「や、やめて……っ！」
















　逃げようとするけれど、うまく力が入らず足が思うように動かせない。

　チリリと、アカリの手から稲妻が走る。びくりと体を揺らしながらも、どうにか後ろへさがる。防ぐ手だては……残念ながら、何もない。

　防ぼう御ぎよ魔法を使ったとしても、魔力の差が大きいため防ぐことは出来ない。

「ティアラ様が怪け我がをされて、婚約解消。という、シナリオはどうかって考えたんですよね」

「……っ！」

　にこりと微笑むアカリは、それはイイ笑顔と言えた。

　ティアラローズは解決策のないままさがり続け、部屋の壁かべに背中がぶつかる。

　傍そばにある扉とびらから次の部屋に行けばいいのだが、いつ攻撃魔法がくるかわからず背を向けられないでいる。

「大丈夫、ちょっと怪我をするだけですから。私とアクア様のために、数ヶ月寝ね込こむだけですから安心してください」

「そんなの、許されるわけないでしょう！」

「私はヒロインなんですから、本当に本当の最後はちゃーんとハッピーエンドになるんですよ」

　バチリとひときわ大きく稲妻が大きく光り、「私とアクア様の幸せのために、お願いしますね」と。アカリの口がそう言葉を紡ぐ。

「稲妻よ、轟とどろけ！」

「きゃっ、……っ！」

　アカリの声に応えるように、大きな稲妻が光の筋となりティアラローズへと一直線に向かう。防ぐ手立てがなく、手で体を庇かばうようにするが効果がないことなんてわかりきっていた。

　衝しよう撃げきに備えてぎゅっと目を閉じたティアラローズだが──その衝撃はこなかった。

「え……？」

　いったいどういうことだと、そっと目を開く。

　そこで視界に入ったのは、優しくティアラローズを守る結界の魔法。もちろん、ティアラローズ自身はアカリの魔法を完全に防ぐ結界魔法なんて使えはしない。

　では、誰が──？




「よかった。間に合ったみたいだね」

「アクア様！」

　いったいいつの間に……。そんなことを考えている余よ裕ゆうはティアラローズにはなかった。背中の温ぬくもりに、思考のすべてを奪われる。

　ぎゅっと、アクアスティードが後ろからティアラローズを抱きしめている。

　どうやら傍かたわらの扉から部屋に入って来たようで、後ろには父親の姿もあった。

　もしかしてアカリを選ばれてしまうのかとか、攻撃魔法で死んでしまうのではとか、そんな気持ちはもうどこかに飛んでいた。

　アクアスティードが助けにきてくれたという、それだけで十分に満たされたのだ。

「ティアラ、頰の傷は──。ごめん、間に合ってなんかいなかったね」

「そんなことはありません！　アクア様が来てくれなければ、わたくしはもっと酷い怪我をしていたはずですから……」

　そのように、悲しい顔をしないで欲しい。

　頰にある一筋の怪我を見て、アクアスティードは助けられなかったと悔くやむ。後もう少し、早く着いていればこのようなことにはならなかったのにと。

　先ほどまでは情報を持ち帰ったエリオットを褒ほめていたアクアスティードだが、一気にその評価が覆くつがえりそうになる。

　諜ちよう報ほう活動を得意とする側近は、今回の件で大いに活躍しているのだ。

　アカリの動向を探さぐるのはもちろんだが、もしもの時のために、ティアラローズの護衛も一部任務としている。

　もちろん、メインはアクアスティードの側近なので手が回らないことも多い。そんな中、アカリがティアラローズの屋敷へ転移したという情報を得られたのは僥倖だった。

　アクアスティードはすぐさま馬を走らせ、夜中であったが至急の用件だとクラメンティール侯爵を叩たたき起おこし現在に至る。

「これはいったい……。まさか本当にアカリ様がいらっしゃるとは」

「アカリ嬢、もちろん説明してくれるね？」

「…………」

　突然現れた愛しのアクアスティードとクラメンティール侯爵に、アカリは驚きよう愕がくしていた。

　確かに騒さわぎで、同じ屋敷に住むクラメンティール侯爵が駆かけつけるのはわかる。だが、アクアスティードが住んでいるのは城なのだ。この場に来ることはありえない。

　アカリには考えられなかった。

「どうして……」

　そのため、アカリの口から漏れたのは疑問の言葉。

　厳しい瞳で問いかけてくる二人に、しかしアカリはすぐに本来の計画を思い出した。

「違うんです、アクア様！　私、聖なる祈りの力に目覚めたんです。ですが、ハルトナイツ様と無理矢理婚約をさせられそうになって……。アクア様、助けてください。私は、この国にいたくないんです。アクア様の国に連れていってください」

　間違いなく自分は役に立つし、大国であるマリンフォレストの利益になるという自信がアカリにはあった。

　なので、アクアスティードがアカリを聖なる祈りの使用者だと知れば選んでもらえる。それはアカリの中での確定事じ項こうだった。

「何を勝手な。アカリ様は、ハルトナイツ殿下を好いているのだろう？　今更そのようなことを言っても、誰も信じはしない」

「クラメンティール侯爵は黙っていてください。私は、アクア様とお話をしているのです！」

　遅おくれて部屋に入ってきたクラメンティール侯爵に、アカリは強気に言葉を返す。

　早く自分を選べと、アカリは真っすぐにアクアスティードを見つめた。

　そんな中、とてつもない恐きよう怖ふがぶり返しているのは、ティアラローズだ。

　アクアスティードがアカリを選ぶのではないか。もしくは、保護と称してアカリだけを国に連れて帰るのではないかと。

　そんな嫌な考えだけが頭の中を巡めぐった。

　どくどくとティアラローズの心臓が脈打つ中、アカリが咳せき払ばらいをしてもう一度、アクアスティードに言い聞かせるように説明する。

「アクア様はご存じなかったと思いますが、私は先日、聖なる祈りに目覚めたのです。私がいれば、国はさらに発展し栄さかえるでしょう」

「駄だ目め、そんなの……！」

「ティアラ？」

　早く私の手を取れと、そう言わんばかりのアカリの言葉に反応して、自然に体が動いてしまう。とっさに拒きよ否ひの言葉を返し、ぎゅっとアクアスティードの服を握りしめた。

　それに優しく言葉を返すのはもちろん愛しい人だ。あやすように頭を撫でてくれる。

「知っているよ」

「え──？」

　静かなアクアスティードの声に、ティアラローズとアカリが同時に声を漏らす。

　一瞬にしてしんと静まり返った室内に、アクアスティードの言葉が続く。

「アカリ嬢が、聖なる祈りの所持者だということはもちろん知っている」

「なら、どうして私を婚約者にしてくれなかったんですか……？」

「──舐なめてもらっては困る。私は別に、聖そなんるな祈もりのがなくてとも国を発展させることくらい出来る」

「……っ！」

　その場にいた誰もが、息を吞のむ。

　大国の王太子であるアクアスティードの言葉は、とても重く、静かで、それでいて威厳があった。

「だから、別にアカリ嬢あなたはいらない」

　はっきり拒否するアクアスティードは、その場に衝撃を与えた。

　聖なる祈りをいらないと断言したのだ。どの国も喉から手が出るほどに欲しい存在を、アクアスティードはいらないとあしらった。

「私には、ティアラがいるからね。ティアラ以外の女なんて、興味もない」

「あ、アクア様……」

「助けに来るのが遅くなってしまってごめんね？」

　優しく微笑んで、宝物に触れるようにアクアスティードは彼女の額に唇を落とす。

　そのまま横抱きにして、守るように抱きしめる。「無事でよかった」とアクアスティードから言葉が漏れたが、その言葉は小さすぎてティアラローズの耳には届かない。

「噓うそ……。そんなの噓！　私が選ばれないなんて、そんなこと……」

「──捕とらえろ」

　床ゆかにしゃがみ込み呆ぼう然ぜんと言葉を繰くり返かえすアカリを見て、アクアスティードは冷めた声で命令をくだす。

　すぐさま数人の騎き士しが部屋へと入り、アカリを捕らえた。魔力を作動できない魔ま導どう具ぐを設置し、城へと連行する。




　──アカリ嬢を妻にするメリットより、ティアラを妻にしないデメリットの方が大きい。

　そんなことがわからない自分ではない。

　嫌だと叫ぶのかとも思ったが、アカリは抵てい抗こうせずに大人おとなしく連れられて行った。

　大好きだという自分に拒きよ絶ぜつされたことが、ひどく堪こたえたのだ。

「ありがとうございます、アクア様」

「無事でよかった。ほかに怪我はない？」

「はい。アクア様が来てくださったので、大丈夫です。頰だって、かすり傷ですからすぐに治ります」

　ふわりと微笑んで、ティアラローズはアクアスティードの胸に頭を預ける。緊張した状態がとけ、一気に疲れが出てしまったのだ。

「すぐに、頰の怪我を治ち療りようしよう」

「はい。あ、申し訳ありません、わたくしったら……っ」

　こんな時に甘えてはいけないと、頭を起こそうとする。しかしそれは、アクアスティードに制されてしまった。

「？」

「そのままで。こんなことがあったのだから、もっと甘えてくれてもいいくらいだ」

　──優しい。それに、お姫様抱っこまで……。

　恥ずかしいけれど、とても嬉しい。




　どきどきとして、あまり甘えるのも……と、そう思っていたティアラローズ。

　我わが儘ままを言い、アクアスティードに嫌われるのをずっと恐おそれていたのだ。




　国外追放される予定だった、悪役令嬢のティアラローズ。

　自分の行動のすべてが、実はとても怖かった。




　でも、それももう安心。

　アクアスティードはこの場ではっきりと、アカリではなくティアラローズを選んだのだ。この上ない幸せな気持ちを、なんと表現すればいいのだろうか。







　そんなことを思って、ティアラローズはやっと心の底から笑うことが出来た。
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　ラピスラズリ王国には、とても大きく、綺き麗れいな湖がある。

　その湖こ畔はんには白い塔とうが建っていて、周りは色とりどりの花で囲まれている、通つう称しようお姫様の塔。塔の周りには花を象かたどったレリーフが埋うめ込こまれているのだが、それが魔ま導どう具ぐだということは国家機密とされている。

　ここは魔力を封ふうじなければならないと判断された、重要な人物が暮らす場所。

　それを知るのは、国の権力者でもごく一部のみ……。

「……何で私が、こんなところに住まないといけないのよ！」

　黒い髪かみをなびかせながら、アカリは塔の最上階にいた。窓から外を眺ながめていると、風がその髪を撫なでていく。

　今までは王宮のゲストルームで軟禁されていたのだが、魔法を使い、ティアラローズに危害を加えようとしたことからこの白き塔へと住まいを移されたのだ。

　本来であれば、厳しい罰ばつ則そくを科さなければならない。

　しかし、聖なる祈りを持つ者ということ。ティアラローズが重い罰ばつを望まなかったことから、罰はこの塔での生活ということになった。

　ティアラローズにとっては、唯ゆい一いつの日本人という同情心。それと、続編のヒロインの名前を偶然に教えてもらえたことの感謝としてそのように取りはからってもらった。

　幸いたいした怪け我がもなかったことと、アクアスティードがティアラローズの言葉に頷うなずいたことも大きい。

　しかし何より、国として聖なる祈りを持つアカリを失いたくなかったのだ。

「アクア様には拒きよ絶ぜつされるし……。ハルトナイツ様も、あまりかまってくれないし。私がヒロインだったのに、どうして？　このままどこか遠くに、魔法で転移が出来たらいいのに」

　ぽつりぽつりとアカリの口から漏もれるのは、自分の人生への絶望。

　膨ぼう大だいな魔力を使い、転移をする──。本来ならば、容易だったそれも、この塔にいる間はほんの少しの魔法しか使うことが出来ない。

　塔の外がい壁へきをくるりと囲んでいる花のレリーフは、魔力封じの魔導具なのだ。見た目はお洒落しやれな飾りだが、密に計算された特とく殊しゆなものだった。

「出来ることは、魔法でライトの代わりに照らすこと。水を出すことに、クーラー代わりの温度調節くらいかぁ。ほかにも出来ることはあるだろうけど、よくわからないや」

　しかし絶対的にわかることは、この塔から自分では出られないということ。

　入り口には特殊な鍵かぎがかけられ、塔の内部と外には見張りの騎き士しがいるのだ。暴れようとしても、すぐに騎士が飛んでくるだろう。

「乙女おとめゲームだったら、王子様が助けに来てくれるのに。って、これも乙女ゲームだった！」

　アカリを助けてくれる人は、誰だれもいない。

　塔から出られるタイミングもあるだろうが、その際は厳重な管理下に置かれ自由には出来ないだろう。せめてハルトナイツがいればいいのにと、そう思った。

「……え？　ハルトナイツ様だ!!」

　祈りが通じたのか、塔に姿を現したのはハルトナイツだった。

　とたんに顔を輝かがやかせて、アカリはハルトナイツを迎え入れた。ソファに座るように促うながして、お気に入りの紅茶とクッキーを用意する。

「そんなに長居はしないから、気にするな」

「私がしたいんです。……ここは暇ひまで仕方がないです」

「アカリ……」

　──だって、私を連れ出してはくれないのでしょう？

　それならば、「せめて楽しいお茶の時間をください」と。アカリは力なく笑う。

「……俺おれとアカリは結婚をし、第二王子であるシリウスの補佐をすることになる。これは決定であって、アカリに拒否権はない」

「……わかりました」

「ずい分素す直なおに、頷くのだな。アクアスティード王子を慕っているのだと、そう聞いたが」

　図ずう々ずうしい計画を立てたアカリとはいえ、好きだったアクアスティードにあそこまで拒絶をされて強気でいられるわけではない。

　それに、ハルトナイツは誤解していると、そう、アカリは思う。本当に図々しいと言われても、そうなのだから仕方がない。

　アカリはアクアスティードが好き。

　誰もがそう思っている。

　もちろん、それは事実なのだけれども──。

「──……でも、私はハルトナイツ様のことだって大好き」

　ぽつりと、しかし真っすぐにハルトナイツの瞳ひとみを見つめてアカリが告げた。

　それに驚いたのは、もちろんハルトナイツだ。アカリの心は完全にアクアスティードへ向いていて、自分にはないものだと思っていたのだから。

「……アカリ」

「ハルトナイツ様？」

　何か変なことでも言いましたか？　そう思っているアカリは、ハルトナイツの驚き様にきょとんとしている。

　アカリにとって当たり前のことは、しかしほかの人にとって当たり前ではないのだ。

　乙女ゲームであるこの世界が、アカリは大好きだ。

　そこに存在する攻略対象者のことを、嫌いなわけがない。みんなみんな、大好きなのだ。純粋なその思いは、すとんと、ハルトナイツの心に落ちた。

「…………」

　ハルトナイツはじわりと目め頭がしらが熱くなるのを感じる。

　アカリの気持ちを、今更なのに、けれど嬉うれしいとそう思ってしまった……。自分勝手に、好き勝手をしたアカリ。アクアスティードも好きなアカリ。

　だが、ハルトナイツにだってプライドというものはある。すぐにすべてを認めることなんて、到とう底てい出来ないと心が告げる。

「……今日は帰る」

「えっ!?　でも、ハルトナイツ様、来たばかりじゃないですか……」

　ハルトナイツはすぐに塔から降りて、足早に帰路につくことにした。

　このままこの場所にいれば、とんでもないことを口にしてしまいそうだと思ったからだ。

　それはアカリがヒロインで、ハルトナイツが攻略対象者だったからだろうか。それとも、もっと別に理由があったのだろうか……。





[image: ]






「ティアラローズ、元気にね。何かあったら、すぐに手紙をちょうだいね」

「そうだ。何かあったら、すぐに連絡するのだぞ」

「……はい。お母様、お父様。ですが、心配は無用です。わたくし、とても幸せですから」




　マリンフォレストへの旅立ちの日。

　柔らかな風が吹ふき、馬車に繫つながれた馬はヒヒンと鼻を鳴らす。さわさわと音を立てて揺ゆれる草木は、元気でねと言っているようだ。

　屋敷の前で、ティアラローズはアクアスティードと並び両親への別れを惜おしむ。一年後に一度帰国してお披ひ露ろ目め式しきをするが、基本的にその間は帰ってこない。

　そして正式に嫁とつげば妃きさきとなる。そう簡単に、国を空あけて実家へ帰ることも難しくなる。

　もちろん、アクアスティードは配はい慮りよをしてくれるだろうが、あまり我わが儘ままを言うわけにもいかないと考えるのがティアラローズだ。

「アクアスティード殿下、娘をよろしく頼みます」

　父親がアクアスティードに頭を下げれば、「やめてください」と微笑ほほえむ。

「もちろん大切にしますし、必ず幸せにします。私がもう、こんなにも幸せなんですから」

「アクア様……。わたくしだって、もう幸せですよ？」

「はは、これはやられたな。だが、ティアラが幸せなのは嬉しいよ」

　両親の前だというのに気付けば甘い雰ふん囲い気きになっていて、はっとする。無意識だったとはいえ、恥はずかしいことをしてしまった。

　顔を赤くして俯うつむけば、横でアクアスティードが嬉しそうにくすくすと笑った。

「一年後、楽しい話をたくさん聞かせてくれ」

「はい。お父様も、お元気でいてくださいね」

「もちろんだとも」

　マリンフォレストへは、余裕をもって馬車で二十日の日程が組まれている。

　無理をせず、こまめに街で休みながら向かうのだ。加えて、ティアラローズとゆっくりしたいというアクアスティードの希望も織おり込こまれている。

　別れを惜しんで挨拶をしていると、出発の準備が完かん了りようしたとエリオットが告げる。

　それを聞き、寂さびしそうにするのは父親であるクラメンティール侯爵だ。「もう行ってしまうのか、寂しいな」と漏らす。

　しかし、これ以上出発を遅らせると宿しゆく泊はく予定の街へ着くのが夕方を過ぎて、夜になってしまう。それをわかっている父親は、頷きながらティアラローズを送り出す。

「元気にするのだぞ、ティアラ」

「あまり無茶をしてはいけませんよ」

「はい。お父様もお母様もお元気で。一年後には、たくさんのお土産みやげを期待していてくださいね」

「はは、それは楽しみだ」

　ぎゅっと両親に抱きしめられて、ティアラローズは涙ぐんでしまう。もう会えないというわけではないのに、こんなにも寂しいと思うなんて。

　思わずもらい泣きしてしまったクラメンティール侯爵は「早く出なさい」とティアラローズをせかす。娘に涙を見せてしまったことが、とても恥ずかしいのだ。

「お父様の涙を見たのは、初めてですね」

「馬ば鹿かなことを言っていないで、早く。街への到とう着ちやくが遅れるのはよくない。夜が危険なのは、ティアラもわかるだろう？」

「はい。ありがとうございます」

　照れた姿を隠すように早口で言う父親には、侯爵としての威厳などなかった。普通の、一人の父親としての姿がそこにある。

　それを嬉しく思うティアラローズは、それも幸せなのだと微笑んだ。

「フィリーネも、元気でやりなさい」

「はい。ティアラローズ様は、わたくしがしっかりとサポートいたします」

「ああ。頼んだぞ」

　フィリーネも挨拶をし、いざ出発となった。

　ティアラローズとアクアスティードが同じ馬車に乗り、フィリーネは後続の馬車へと乗り込む。エリオットは護衛を兼かねているので、騎き乗じようして進む。




　──どきどき、する。

　今まで何度も感じたどきどきだが、今日の高鳴りは、ティアラローズにとって普段とは別格だった。
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　ごとごと……。と、馬車が軽かろやかな音色を奏かなでて進んで行く。

　向かう先は、アクアスティードの祖国のマリンフォレスト。ティアラローズが嫁ぎ、王おう妃ひとなる大国だ。

　今は二人きりで馬車に乗り、しかし何を話せばいいのかと緊きん張ちようしてしまう。

　そんな様子を見てアクアスティードが頰ほおを緩ゆるめているのを、もちろんティアラローズは気付いていない。

「マリンフォレストとの国境がある街に着くのは、六日後だよ。そうしたら、景色もがらりと変わる。今はたくさん、外を見ておくといい」

「はい。マリンフォレストには行ったことがないのですが、妖よう精せいがいるのですよね？」

「あぁ。ティアラなら、きっと祝福されるだろう」

　アクアスティードに言われた通り窓の外を見つつ、妖精がいるのだと思い出す。

　ラピスラズリ王国に、妖精はほとんど存在しない。それは他国に関しても同様だ。妖精はマリンフォレストにのみ好んで住み着いている。

　祝福を受ければ、新しい魔法を覚えられるなどの恩恵を受けることが出来る。

　ゲームをプレイするどころか、アクアスティードの情報が出ただけという段階で死んでしまった前世のティアラローズ。

　あるのは、ティアラローズとして生きた間に得た知識だけ。

　妖精が住み、豊かな海と森に囲まれた美しい国ということ。それと、自然の宝石のような珊さん瑚ご。女の子が一度は行きたい国だと、ティアラローズはいろいろな人に聞いていた。

「……妖精と出で逢あえるのが楽しみです」

　えへへとはにかむように笑い、外を見る。屋敷のある方向へ視線を向けて、感かん慨がいにひたる。

　これから新しい環かん境きようで生きるのだと思うと、とたんに懐なつかしく思ってしまうのだ。

「……お父様、お母様。わたくしは、とても幸せです」

　ぽつりと呟つぶやいたその言葉は、馬車内のためアクアスティードの耳にも入る。

　安心させるようにティアラローズを抱き寄せて、そっと口づける。「大丈夫」と、アクアスティードがティアラローズを包み込む。

「……はい」

　不意にされた口づけに頰を染めて、しかし勇気を出してアクアスティードの肩かたに寄りかかる。甘えてみよう！　と、ティアラローズは思ったのだ。

　もちろん、持てる限りの勇気を振ふり絞しぼって。

「あぁもう、やっぱりティアラは可か愛わいい」

　甘えてくるティアラローズの肩を抱き、その髪に顔を埋うずめる。

　もう一度口づけを。アクアスティードがそう考えて行動しようとした瞬間に──馬車の中、中央に小さな光が輝いた。

「えっ……!?」

「……手紙、か？」

　きらきらと光に包まれたそれは、一通の封ふう書しよだった。

　アクアスティードが手を伸のばしてそれを見れば、表面には『ティアラローズ様へ』と書かれていて、誰宛あてなのかがはっきりした。

　可愛らしい丸文字は、女性が書いたものだということがすぐにわかる。しかし、このようなことをしてくる友人なんて、ティアラローズにはいない。

　それに、これは特殊な魔法だ。魔力や、才能も必要になるのではないだろうか。そう考えている間に、アクアスティードが封を切った。

「あ……」

「ティアラへの手紙らしいけれど、怪あやしすぎるからね。すまないが、私が確認する」

「いえ、それは別にいいのですが……。もし危険物で、アクアスティード様に被ひ害がいが及およんでしまう恐れもあります。そんなにすぐ、開けないでください」

　突然爆ばく発はつして、アクアスティードが吹ふき飛とぶなんてことが起きてはたまらない。

　勝手に手紙を開けたことが嫌いやだったと思ったアクアスティードは、自分を心配しての言葉だったと知り嬉しくなる。「大丈夫だよ」と絶対の自信を持ち、安心させるようにティアラローズを撫でた。

「特に悪意はないからね。……アカリ嬢からの手紙みたいだ」

「アカリ様の？」

　──いったいどういうつもりだろうか。やっぱり、アクア様をあきらめきれない……？

　ティアラローズへ攻撃を仕し掛かけたアカリ。それはアクアスティードへの想いからだったのだから、その彼女からの手紙は──いい気分ではない。

　何が書かれているのだろうと思えば、アクアスティードが読み上げた。

「……『ティアラ様へ。この手紙は、私が白き塔で使うことの出来る最大限の魔法です。手紙を書くことしか出来ない、魔法です。私は、ハルトナイツ様と幸せになれるよう頑張ろうと思います。だから、ティアラ様も幸せになってくださいね。』…………これはまた、都合のよすぎる内容だな」

　そう書かれた文字を見て、ティアラローズは苦笑するしかない。なんという内容の手紙をよこすのだと、文句さえ言いたい。

「まぁ。──……っ!!」

　が、ティアラローズは気付いてしまった。──便びん箋せんの最後の行にある、日本語で書かれた一文を。

『続編のヒロインなんかに負けたら、許さないからっ!!』

「ふ、ふふ……っ！」

「ティアラ？」

　それを読んで、思わず笑ってしまう。

　訝いぶかしむように眉まゆをひそめるアクアスティードに、「何でもないです」と伝えてその手紙を手に取った。すんなりとティアラローズの手に渡ったそれを、もう一度封筒に戻す。

　──これは、彼女なりのエールなのだろうか。

「アクア様、この手紙……もらってもいいですか？」

「……それはもちろんかまわないが、ティアラに酷ひどいことをしたアカリ嬢の手紙だ。嫌ではないのか？」

「いいんです。くじけそうな時にこれを見て、励はげみにします」

「…………？」

　どうしてそれが励みになるのか。

　最後の一文が読めないアクアスティードには、まったくもって理解出来なかった。

　が、ティアラローズがそう言うのであればと、好きにさせる。




　まだ見ぬ続編のヒロインには、負けない。

　ティアラローズは、そう心に誓ちかった──。











ＥＮＤ.
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　はじめまして、こんにちは。ぷにです。この度は『悪役令嬢は隣国の王太子に溺でき愛あいされる』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　気付けば夏の暑さも終わり、寒い日が多くなってきましたね。しかし引きこもり気味な私は、家で小説を書いてばかりです。

　お洒しや落れなカフェでの仕事に憧あこがれますが、寒いとなかなか出かけるのも大変で。いや、少しは外に出ないといけませんね。バランスボールだけに頼らず、頑張りますよ！　と、意気込みつつも今現在ダラダラとバランスボールに乗っています。




　乙女おとめゲームの悪役令嬢が、ヒロインを差し置いて王子様に溺愛されてしまう。私はそんなお話が、実は大好きです。

　この本をお手に取ってくださったあなたも、きっと私と同じなのではとドキドキしております。欲望がタイトルに現れていますからね（笑）。

　頑張って書いたので、楽しんでいただけると嬉しいです。




　さて。悪役令嬢といえば、やはり最後はざまぁ展開！　……ということを考える人が、多いのではないでしょうか。もちろん私も大好きではあるのですが、今回は少し変わった終わり方になっております。

　すでに読んでくださった方は、いかがでしたでしょうか？

　ティアラローズが幸せになるのはもちろんですが、私はアカリというキャラクターも好きなのです。アカリは自分の欲望に忠実で、ある意味まっすぐな女の子です。乙女ゲームのストーリーにびくびくしているティアラローズとは、正反対ですね。

　この子たちが結婚をしたら互いの家庭は、溺愛されるティアラローズ・尻に敷かれるハルトナイツという感じになりそうです。……安あん易いに想像することができて、笑ってしまいます。

　今回、当初よりも？　アクアスティードが腹黒風味になっていたりします。

　以前から読んでくださっていた方ならば、違いがわかるかもしれません。冷静な割に、ティアラローズにだけ甘くて書きながら砂糖多すぎるだろと何度突っ込んだか。その分、ハルトナイツがヘタレっぽいですが、アカリの性格を考えるとちょうどいいですね？




　少しスペースをいただき、皆さまに謝辞を。

　このお話を一緒に本という形にしてくださった、担当編集のＵさま。たくさんのアドバイスなど、ありがとうございます。感謝なんて言葉では表せないくらい、嬉しかったです。

　イラストを担当してくださった、成なる瀬せあけの先生。とても可か愛わいい表紙に、素敵なキャラクターをありがとうございます。にやにやしながら表紙を眺ながめておりました……！

　ピンク色と水色の組み合わせが大好きなので、それを綺麗に表現していただけて嬉うれしかったのです。加えて、アクアスティードのダークブルー。大好きです。

　また、本作に関わってくださったすべての方に感謝を。ありがとうございます。

　そしてこの本をお手に取ってくださった皆さまに、最大限の感謝を。私が小説を書いていられるのも、読んでくださっている皆さまのおかげなのです。本当にありがとうございます。




　最後に。

　ビーズログ文庫さん、十周年おめでとうございます！　このタイミングでご一緒出来たことを、とても光栄に思っております。




　それではまた、皆さまにお会いできることを願って。





ぷにちゃん
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　クラメンティール家の屋敷には、ティアラローズのために用意されたキッチンがある。

　スイーツが大好きな彼女の、お気に入りの場所だ。

　いい香りをかぐと、ここからお菓か子しが生み出されるという事実にわくわくする。




　実はこの場所、作らせたのはティアラローズが前世の記憶を取り戻してからなのだ。それ以前は、侯こう爵しやく家けの令れい嬢じようらしく、料理人の作ったものだけを口にしていた。

　けれど、記憶を思い出したからにはそうはいかない。自身で覚えている前世のスイーツレシピを作り、自身の食生活、もといスイーツ生活の彩いろどりを何倍にもした。




　そんな場所に──ティアラローズとアクアスティードの二人。

　プロポーズを受けた直後の聖なる光の影えい響きようで、ティアラローズは登城することをせずに自宅で大人おとなしくしている。

　今日は、執しつ務むの合間に抜ぬけ出だして訪ねてきたアクアスティードと、美お味いしいケーキを作る自宅デート。




「すごいね。私にはわからない調理器具ばかりだ」

「わたくしが考えた特注品もあるので、ぱっと見ただけではわかり難にくいかもしれません」

「へぇ……」

　アクアスティードが感心した声をあげて、調理器具を手に取る。

　白い大理石で作られたキッチン台に、釜かまに、水道の役割をする魔法補助のされたシステム。

　お嬢じよう様さまの道楽にここまでの用意をすることもないのだが、親バカな侯爵だからこれも当たり前だとティアラローズは思う。

　本当は、もっとたくさんの調理器具が欲しいのだ。たとえば、ミキサーの替わりになる物とか。風の魔法補助を使えばいいのだろうけれど、あいにくと魔法は苦手。

　かといって、わざわざ人に頼んだり特殊な魔法の道具を作るわけにはいかない。さすがに、お金がかかりすぎるのだ。




　──でも、道具がなくても美味しいスイーツは作れる！　アクア様に喜んでもらえるようなケーキを一いつ生しよう懸けん命めい作ろう。

　レースのあしらわれたエプロンドレスを身につけ、いざ！

　基本的な作業はティアラローズが行い、アクアスティードには簡単なお手伝いをしてもらう。作るのは、苺いちごをたくさん使ったふわふわ生き地じのショートケーキ。




「ティアラのケーキ、楽しみだね。苺は全部洗ったけど──それは？」

「これは、生クリームを作っているんです」

　しゃかしゃかとボウルで混ぜながら、アクアスティードへ説明をする。この世界は、乙女おとめゲームというだけあって調味料類は豊富なのだ。

　だが、ファンタジーの組み込まれた時代背景なので、便利な調理器具がないという残念仕様。ここはもう少しきちんと作りこんで欲しかったけれど、所しよ詮せんはゲーム。

「混ぜるの？」

「はい。本当はもっとスピーディーに混ぜられるといいのですが、私ではこれが限界です」

　不思議そうにティアラローズの手元を見ていたアクアスティードは、「私にもやらせて？」と問いかける。

　もちろんと頷き、ボウルをアクアスティードに渡すと──使っていた泡あわだて器が自動でくるくると高速回転を始めた。

「わぁ、すごい！　風魔法ですか？」

「うん。私は、空と相あい性しようがいいからね。これくらいなら、お手のものだよ」

　自分が手でかき混ぜるより、ずっとずっと早く生クリームが作られていく。自分で魔法を使うことが出来ないのがこんなにも悔くやしいなんて。

「それに、これは可能な限り早く混ぜた方がよさそうだったからね」

「はい！　角つのが立つくらいにお願いします!!」

「……角？」

　アクアスティードが首を傾かしげるのを見て、はっとする。王太子である彼が、角が立つまで！　なんて言われてわかるはずもない。

　いけないと自分を叱しつ咤たし、アクアスティードへ丁てい寧ねいに料理の手順を教えていく。

「ティアラは物知りだね。すごく家庭的で、可か愛わいい」

「っ！」

　まさかそのようなことを言われるとは思ってもみず、顔が赤くなる。

　──まるで、新しん婚こんみたいじゃないですか！

　もちろん結婚は決まっているので、一年も経たてば新婚にはなるのだろうけれど。……でも、こんな風に二人並んで料理をすることなどそうないはずだ。

　これが最初で最後かもしれないと、そう思う。アクアスティードに嫁とつぎ、マリンフォレストへ行けばこんな自由にスイーツを作るのは無理だろう。

　──それはちょっと寂さびしいかな。

　スイーツを作れない未来を想像して、少ししんみりしてしまう。

　その様子を見たアクアスティードに名前を呼ばれたので、心配をさせないように大丈夫だと伝えて微笑ほほえむ。

　もちろん、いつも通りアクアスティードも微笑み返してくれると思ったのだけれど、今日は少し違った。

　笑みのない顔で、じっとティアラローズを見つめてきたのだ。何か不快な気分にさせてしまっただろうかと悩みつつも、本能的に一歩後ろへと下がった。

　……ティアラローズが下がると、アクアスティードが一歩距離を詰めてきた。いったい何事だと思いつつも下がり続けた結果────背中に壁かべの感触。

　追おい詰つめられてしまったようだ。

「あ、あくあさま？」

「うん」

　とん、と。アクアスティードの手がティアラローズの髪を撫なでて、そのまま壁に着く。とてつもなく距離が近くて、それでいて逃にげ場ばがない。

　──か、壁ドン？

　どきどきと加速していく心臓を、アクアスティードが気にすることはない。ティアラローズの耳元に唇をよせて、低く甘い声で囁ささやかれる。

「ねぇ、ティアラ。私はそんなに──頼たよりない？」

「……っ！　そ、そんなことはないです!!」

　むしろ、頼りがいがありすぎるほどだ。

　耳にかかったアクアスティードの吐と息いきにどきどきしながらも、必死に否定の言葉を紡つむぐ。

　間ま違ちがいなく、何か勘かん違ちがいというか、誤ご解かいをさせているのだと思う。

「そう？」

「もちろんです！」

「でも、寂しそうにしてた」

「そ、それは……」

　──やっぱり、私が寂しそうにしていることを気にしてくれてたんだ！

　アクアスティードは、ティアラローズに対してはかなり敏びん感かんに反応するのだ。それこそ、彼かの女じよ自じ身しんが気づいていないようなことも指し摘てきしてくる。

　けれど、それを全部含めて包み込んでしまうのだ。ぎゅっと抱きしめて、その優しい温ぬくもりをティアラローズにくれるのだ。

　真剣なアクアスティードの瞳ひとみを見て、これは正直に告げるしかないなと苦笑する。

　別に、結婚や婚約することが嫌いやになったわけではないのだ。そこだけは、絶対アクアスティードに勘違いして欲しくないポイントだから。

「キッチンのことを考えていたんです。わたくし、お菓子を食べるのはもちろんですが、作るのも好きなんです。だから、アクア様とこうやって二人でキッチンに立てるのは嬉うれしいんです」

「うん」

　これではただの食くいしん坊ぼうではないかと思いつつも、言葉を続ける。

「マリンフォレストへ行けば、きっとこのような機会はないでしょう？　ですので、こうやって好きな人とキッチンに立てるのは最初で最後か──！」

「ティアラ……」

　言葉をすべて言い終わる前に、アクアスティードの甘く名前を呼ぶ声が重なる。そしてそのまま、強く唇をふさがれた。

「ん……っ！」

　壁とアクアスティードにはさまれているため、身動きも出来ない。熱い口づけに翻ほん弄ろうされて、ぎゅっと彼の服を摑つかんでしまう。

「はっ……、ティアラ、甘いね」

「そ、それはっ！　味見をしたりし、んんっ！」

　くすりと笑うアクアスティードの言葉を否定したいのに、彼とぴたりと合わさった唇ではそれも叶かなわない。

　ちゅっと何度もついばむような口づけに、ティアラローズからは甘い吐息だけが漏もれる。

　やっと開放されたのは、息もたえだえになってしまった頃。

「可愛い、ティアラ。マリンフォレストにも、もちろんティアラのキッチンは作る。だから、またこうやって二人でお菓子を作ろう？」

「うぅ……。嬉しいですけど、突然すぎです」

　耳まで真まっ赤かに染めて、予告なしのキスはひどく緊きん張ちようしてしまうのでやめて欲しいと伝えるもそうはいかなかった。「それは無理なお願いだよ」と、楽しそうにアクアスティードが首を振って、優しく髪を撫でる。

「でも、キッチン……。絶対、約束ですよ？」

「もちろん。ティアラが望むのならなんなりと」

「一緒にお菓子が作れれば、それでいいです」

「うん」

　いったいどれだけ甘やかしてくれるのだろう。彼と過ごす時間が多くなったので、こういう性格なのだということはわかっている。




　冷静で、知的で、魔法の腕も抜ばつ群ぐん。

　けれど自分にだけは甘やかして、甘えてくれる……そんな人。




「アクア様」

「うん？」

「…………すき、です」

　素す直なおに気持ちを伝えると、ティアラローズは、至近距離で美しい瞳を見て睫まつげが長いなと、そんなことを思う。

　すぐに「私も好きだ」と返事が戻ってきて、今度は壁から離れてすっぽりとアクアスティードの腕の中へと収まった。

　──絶対、顔が真っ赤に違いない。

　アクアスティードの顔を見た時点でばれてしまうので、見られないようにぎゅうっと抱きついた。胸に顔を埋めると、自分と同じくらい速い鼓こ動どうが聞こえる。

　その音が、心地よいなんて……。アクアスティードのことばかり言えるわけじゃないなと思う。

　──二人とも、おんなじだ。

　でも、それが幸せなのだから仕方がない。続編ゲームへの不安はあるけれど、今は精一杯幸せを謳おう歌かしてもいいだろう。

「……ティアラ？　顔、見せて」

「まだ、駄だ目めです」

　くすくすと笑うアクアスティードの声を聞きながら、ノーと応える。




　絶対的確信犯のこの王子様と、とても幸せに過ごしています。










「ティアラローズ様、この果物くだものも使いま────失礼いたしました！」

「──っ!!」

「あ、やっぱり顔真っ赤。可愛い」

　フィリーネの登場にばっと顔を上げれば、とろけるような笑みのアクアスティードに軽く口づけられる。

　すぐさま退室したフィリーネに声をかけることが出来ずに、後でなんと言い訳をしたらと頭をぐるぐるさせるのだが、アクアスティードはまったくもって気にしていない。

「あ、あくあさまっ！　フィリーネが」

「ん？　侍女でしょう、知ってる。でも今は、ティアラとの時間の方が大事だから」

　──それはとっても嬉しいのですが！

　でも、でも！　こんなところを誰だれかに見られるのはすさまじく恥はずかしいということをわかって欲しい。

　ケーキ作りのはずだったのに、いつの間にこんな甘い雰ふん囲い気きになってしまったのだろう。




　──マリンフォレストへ向かうとなったら、道中が大変そう。

　アクアスティードに抱きしめられ、ティアラローズはそう思ったのだった──……。










「あれっ!?　スイーツ作るの忘れてたっ!!」

　静かな寝しん室しつに、ティアラローズの声が響く。

　夜、寝ねる間ま際ぎわになって今日の目的が達成されなかったことを思い出した。結局あの後、甘い雰囲気になって甘えていたら──そのままアクアスティードの時間切れになってしまったのだ。

　もちろん楽しいひと時ではあったのだけれど……。




「うう、次こそは一緒にスイーツを作ろう」

　アクアスティードとの約束を楽しみに、ティアラローズは眠りについた。
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